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物理仕様および動作環境仕様

次の表は、Cisco IP Phone 8841、8851、8861の物理仕様および動作環境仕様を示します。

表 1：物理仕様および動作環境仕様

値または範囲仕様

32～ 104°F（0～ 40°C）動作温度

動作時：10～ 90 %（結露なし）

非動作時：10～ 95%（結露なし）

動作時の相対湿度
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値または範囲仕様

14～ 140°F（–10～ 60°C）保管温度

9.02インチ（229.1 mm）高さ

10.13インチ（257.34 mm）幅

1.57インチ（40 mm）奥行

2.62ポンド（1.19 kg）重量

ACアダプタ使用時：100～ 240 VAC、50～ 60 Hz、0.5 A

ネットワークケーブル経由のインライン電源使用時：48 VDC、
0.2 A

電源

10-Mbpsケーブルの場合はカテゴリ 3/5/5e/6を 4ペア

100-Mbpsケーブルの場合はカテゴリ 5/5e/6を 4ペア

1000-Mbpsケーブルの場合はカテゴリ 5e/6を 4ペア

ケーブルは、合計 8本のコンダクタに対して 4ペアの
ワイヤで構成されています。

（注）

ケーブル

イーサネット仕様でサポートされているとおり、各Cisco IPPhone
とスイッチ間のケーブル長は最大 330フィート（100 m）としま
す。

距離要件

ケーブル仕様

次の情報は、ケーブル仕様の一覧です。

•ハンドセットおよびヘッドセット接続用の RJ-9ジャック（4コンダクタ）。

• LAN 10/100/1000BaseT接続（Cisco IP Phone 8841、8851、8861の 10/100/1000ネットワーク
ポート）用の RJ-45ジャック

• 2つ目の 10/100/1000BaseT準拠接続（Cisco IP Phone 8841、8851、8861の 10/100/1000コン
ピュータポート）用の RJ-45ジャック

•スピーカー接続用の 3.5 mmジャック

• 48ボルト電源コネクタ

   Cisco IP Phone 8841/8851/ 8861 アドミニストレーションガイド for Cisco Unified Communications Manager
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ネットワークポートとコンピュータポートのピン割り当て

ネットワークポートとコンピュータ（アクセス）ポートはいずれもネットワーク接続に使用され

ますが、それぞれ異なる目的で使用され、ポートのピン割り当ても異なっています。

•ネットワークポートは、Cisco IP Phone上の 10/100/1000 SWポートです。

•コンピュータ（アクセス）ポートは、CiscoUnified IP Phone上の 10/100/1000 PCポートです。

ネットワークポートコネクタ

次の表に、ネットワークポートコネクタのピン割り当てを示します。

表 2：ネットワークポートコネクタのピン割り当て

機能PIN 番号

BI_DA+1

BI_DA-2

BI_DB+3

BI_DC+4

BI_DC-5

BI_DB-6

BI_DD+7

BI_DD-8

BIは双方向を表し、DA、DB、DC、および DDはそれぞれ、データ A、データ B、
データ C、およびデータ Dを表します。

（注）

コンピュータポートコネクタ

次の表に、コンピュータポートコネクタのピン割り当てを示します。

表 3：コンピュータ（アクセス）ポートコネクタのピン割り当て

機能PIN 番号

BI_DB+1

BI_DB-2
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機能PIN 番号

BI_DA+3

BI_DD+4

BI_DD-5

BI_DA-6

BI_DC+7

BI_DC-8

BIは双方向を表し、DA、DB、DC、および DDはそれぞれ、データ A、データ B、
データ C、およびデータ Dを表します。

（注）

電話機の所要電力

Cisco IP Phone 8841、8851、8861には、外部電源または Power over Ethernet（PoE）で電力を供給
できます。外部電源は個別の電源装置によって提供されます。スイッチは電話機のイーサネット

ケーブル経由で PoEを提供できます。

外部電源を使用する場合、イーサネットケーブルを電話機に接続する前に、電源装置を電話

機に接続する必要があります。外部電源から電力が供給されている電話機を取り外す場合は、

電源装置を取り外す前に、イーサネットケーブルを電話機から取り外してください。

（注）

次の表に、Cisco IP Phone 8841、8851、8861の電源に関するガイドラインを示します。

表 4：Cisco IP Phone 8841、8851、8861 の電源に関するガイドライン

ガイドライン電源の種類

Cisco IP Phone 8841、8851、8861は、CP-PWR-CUBE-4電源を使用し
ます。

外部電源：

CP-PWR-CUBE-4外部電
源を通じて電力を供給

Cisco IP Phoneパワーインジェクタは、どの Cisco IP Phoneにも使用
できます。インジェクタは、ミッドスパンデバイスとして機能し、

接続されている電話機にインラインパワーを供給します。 Cisco IP
Phoneパワーインジェクタは、スイッチポートと IP Phone間に接続
されます。また、通電していないスイッチと IP Phone間で最大 100 m
のケーブル長をサポートします。

外部電源：Cisco IP Phone
パワーインジェクタを通

じて電力を供給。
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ガイドライン電源の種類

Cisco IP Phone 8841、8851、8861は、IEEE 802.3af Class 1の電力供給
（シグナルペアおよびスペアペア）をサポートしています。

Cisco IP Phone 8841、8851、8861は、外部アドオンデバイス対応の
IEEE 802.3afをサポートしています。

電話機を無停電で運用するには、スイッチがバックアップ電源を備え

ている必要があります。

スイッチ上で実行されているCatOSまたは IOSのバージョンが、予定
している電話機配置をサポートしていることを確認します。オペレー

ティングシステムのバージョンに関する情報については、スイッチの

マニュアルを参照してください。

802.3atのサポート：Cisco IP Phone 8841、8851、8861は、802.3atス
イッチのサポートがある場合に限り、IEEE802.3afよりも強力なパワー
を引き出すことができます。

PoE電源：イーサネット
ケーブルを介して電話機

に接続されているスイッ

チを通じて電力を供給。

Cisco IP Phone 8800キー拡張モジュールの電力要件の詳細については、KEM電源情報, （112ペー
ジ）を参照してください。

次の表にあるドキュメントは、次のトピックに関する詳細情報を提供します。

• Cisco IP Phoneと連携する Ciscoスイッチ

•双方向電力ネゴシエーションをサポートしている Cisco IOSリリース

•電力に関するその他の要件および制限事項

URLドキュメントのトピック

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6951/index.htmlCisco IP Phoneパワーインジェクタ

http://www.cisco.com/en/US/netsol/ns340/ns394/ns147/ns412/
index.html

PoEソリューション

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/index.htmlCisco Catalystスイッチ

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/routers/index.htmlサービス統合型ルータ

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/iosswrel/products_
ios_cisco_ios_software_category_home.html

Cisco IOSソフトウェア

停電

停電や他のデバイスが Cisco IP Phoneに影響することがあります。
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電話機を経由して緊急サービスにアクセスするには、その電話機が電力を受信する必要がありま

す。停電が発生した場合は、電源が復旧するまで、利用および緊急コールサービスダイヤルは

機能しません。電源の異常および障害が発生した場合は、装置をリセットまたは再設定してか

ら、利用および緊急コールサービスへのダイヤルを行う必要があります。

電力削減

省電力モードまたは EnergyWise（Power Save Plus）モードを使用して、Cisco IP Phoneが消費する
電力を削減できます。

電力節約

省電力モードでは、電話機を使用していない間、スクリーンのバックライトが消灯します。

電話機は、ユーザがハンドセットを持ち上げるか、任意のボタンを押さない限り、スケジュー

ルされた期間にわたって、電力節約モードのままになります。

省電力設定は、電話機ごとに有効または無効に設定します。スケジュールに従ってバック

ライトを薄暗くするように電話機を設定できます。

Power Save Plus（EnergyWise）

Cisco IP PhoneはCisco EnergyWise（Power Save Plus）モードをサポートします。ネットワー
クに EnergyWise（EW）コントローラが含まれている場合（たとえば、Ciscoスイッチで
EnergyWise機能が有効になっている場合）、これらの電話機をスケジュールに基づいてス
リープ状態（電源オフ）およびウェイク状態（電源オン）になるように設定して、電力消費

をさらに抑えることができます。

EnergyWiseは、電話機ごとに有効または無効に設定します。 EnergyWiseを有効にした場合
は、他のパラメータとともに、スリープと復帰の時刻を設定します。これらのパラメータ

は、電話機設定 XMLファイルの一部として電話機へ送信されます。

関連トピック

Cisco IP Phoneでの Power Save Plus（EnergyWise）のスケジュール, （196ページ）
Cisco IP Phoneでの省電力のスケジュール, （194ページ）

LLDP での電力ネゴシエーション
電話機とスイッチは、電話機で消費する電力のネゴシエーションを行います。CiscoIPPhone8841、
8851、8861は、複数の電源構成で実行され、使用可能な電力が少ない場合、電力消費量を削減し
ます。

電話機のリブートの後、スイッチは電力ネゴシエーションの1つのプロトコル（CDPまたはLLDP）
にロックされます。スイッチは、電話機が送信した最初のプロトコル（電力の [しきい値限度値
（TLV）（Threshold Limit Value (TLV)）]を含む）にロックされます。システム管理者が電話機
上でそのプロトコルを無効にすると、スイッチがもう一方のプロトコルでの電力要求に対して応

答しないため、電話機がアクセサリの電源を投入できなくなります。

   Cisco IP Phone 8841/8851/ 8861 アドミニストレーションガイド for Cisco Unified Communications Manager
10.5

8

電話機の所要電力



電力ネゴシエーションをサポートしているスイッチに接続する場合は、常に電力ネゴシエーショ

ンを有効にすることを推奨します（デフォルト）。

無効にした場合、スイッチが電話機に対して電力を供給しない可能性があります。スイッチが電

力ネゴシエーションをサポートしていない場合は、アクセサリの電源を PoE+で投入する前に、
電力ネゴシエーション機能を無効にします。電力ネゴシエーション機能を無効にすると、電話機

は IEEE 802.3af-2003規格で許容されている最大値まで、アクセサリに電源を供給できます。

CDPおよび電力ネゴシエーション機能を無効にすると、電話機は 15.4 Wまでアクセサリに電
力を供給できます。

（注）

ネットワークプロトコル

Cisco IP Phoneは、音声通信に必要ないくつかの業界標準ネットワークプロトコルとシスコネッ
トワークプロトコルをサポートしています。次の表は、Cisco IP Phone 8841、8851および 8861で
サポートされているネットワークプロトコルの概要を示しています。

表 5：Cisco IP Phone でサポートされているネットワークプロトコル

使用上の注意目的ネットワークプロトコル

Cisco IP Phone 8851および 8861
は、Bluetooth 4.0をサポートし
ます。

Bluetoothは、短距離におけるデバイスの通信方法を指
定するWireless Personal Area Network（WPAN）プロト
コルです。

Bluetooth

—BootPは、特定の起動情報（自身の IPアドレスなど）
を Cisco IP Phoneなどのネットワークデバイスが検出
できるようにするものです。

ブートストラッププロトコル

（BootP）

Cisco IP Phoneは CASTを
CUVAと Cisco Unified CMの間
のインターフェイスとして使用

し、Cisco IP Phoneを SIPプロ
キシとして使用します。

CASTプロトコルを使用すると、Cisco IP Phoneおよび
その関連アプリケーションでリモート IP Phoneを検出
し、その IP Phoneと通信することができます。その
際、Cisco Unified Communications Manager（CM）や
ゲートウェイなどの従来のシグナリングコンポーネン

トに変更を加える必要はありません。

Cisco Audio Session Tunnel
（CAST）

Cisco IP Phoneでは、補助
VLANID、ポートごとの電源管
理の詳細情報、QualityofService
（QoS）設定情報などの情報
を、CDPを使用して Cisco
Catalystスイッチとやり取りし
ています。

CDPは、シスコの製造するすべての装置で動作するデ
バイス検出プロトコルです。

デバイスは、CDPを使用して自身の存在をネットワー
ク内の他のデバイスにアドバタイズし、他のデバイス

の情報を受信することができます。

Cisco Discovery Protocol
（CDP）
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使用上の注意目的ネットワークプロトコル

Cisco IP Phoneは、PCポートで
LLDPをサポートします。

LLDPは、CDPと同様の標準化されたネットワーク検
出プロトコルで、一部のシスコデバイスとサードパー

ティ製デバイスでサポートされています。

Link Layer Discovery Protocol
（LLDP）

Cisco IP Phoneは、次のような
情報をやり取りするために、

SWポートで LLDP-MEDをサ
ポートします。

•ボイス VLANの設定

•デバイスの検出

•電源管理

•インベントリ管理

LLDP-MEDサポートの詳細に
ついては、LLDP-MEDおよび
『Cisco Discovery Protocol』ホ
ワイトペーパーを参照してく

ださい。

http://www.cisco.com/en/US/tech/
tk652/tk701/technologies_white_
paper0900aecd804cd46d.shtml

LLDP-MEDは、音声製品用 LLDP標準の拡張です。Link Layer Discovery
Protocol-Media Endpoint
Devices（LLDP-MED）

Cisco IP Phoneでは、RTPプロ
トコルを使用して、リアルタイ

ム音声トラフィックを他の電話

機やゲートウェイとやり取りし

ます。

RTPは、インタラクティブな音声のようなリアルタイ
ムデータをデータネットワーク経由で転送するため

の標準プロトコルです。

リアルタイム転送プロトコル

（RTP）

RTCPはデフォルトで有効に
なっています。

RTCPは RTPと連動して、RTPストリーム上で QoS
データ（ジッター、遅延、ラウンドトリップ遅延な

ど）を伝送します。

リアルタイム制御プロトコル

（RTCP）

コーデックタイプ、DTMF検
出、コンフォートノイズなど

の SDP機能は、通常は運用中
のCisco Unified Communications
Managerまたはメディアゲート
ウェイでグローバルに設定され

ています。SIPエンドポイント
の中には、これらのパラメータ

をエンドポイント上で設定でき

るものがあります。

SDPは SIPプロトコルの一部であり、2つのエンドポ
イント間で接続が確立されている間に、どのパラメー

タを使用できるかを決定します。会議は、会議に参加

するすべてのエンドポイントがサポートするSDP機能
だけを使用して確立されます。

セッション記述プロトコル

（SDP）
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使用上の注意目的ネットワークプロトコル

他の VoIPプロトコルと同様
に、SIPはシグナリングとセッ
ション管理の機能をパケット

テレフォニーネットワークの

内部で処理します。シグナリ

ングによって、ネットワーク境

界を越えてコール情報を伝送す

ることが可能になります。セッ

ション管理とは、エンドツーエ

ンドコールの属性を制御する

機能を提供することです。

Cisco IP Phoneは、電話機が
IPv6アドレスモード、IPv4ア
ドレスモード、またはデュア

ルスタックモードで実行され

ているときにSIPプロトコルを
サポートします。

SIPは、IPを介したマルチメディア会議のためのイン
ターネット技術特別調査委員会（IETF）標準です。
SIPは、アプリケーション層の ASCIIベースの制御プ
ロトコルであり（RFC 3261で規定）、2つ以上のエン
ドポイント間でコールを確立、維持、および終了する

ために使用できます。

Session Initiation Protocol
（SIP）

Cisco IP Phoneでは、Cisco
Unified CommunicationsManager
への接続、および XMLサービ
スへのアクセスに TCPを使用
します。

TCPは、コネクション型の転送プロトコルです。伝送制御プロトコル（TCP）

セキュリティが実装されると、

Cisco IP Phoneでは、Cisco
Unified CommunicationsManager
へのセキュアな登録で TLSプ
ロトコルが使用されます。

TLSは、通信のセキュリティ保護と認証に使用される
標準プロトコルです。

トランスポートレイヤセ

キュリティ（TLS）

Cisco IP Phone 8841/8851/ 8861 アドミニストレーションガイド for Cisco Unified Communications Manager
10.5    

13

ネットワークプロトコル
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Cisco IP Phoneでは、次のアクションはサポートされていません。

• [転送（Transfer）]：接続されたコール転送のシナリオでのみサポートされます。

• [会議（Conference）]：接続されたコール転送のシナリオでのみサポートされます。

• [参加（Join）]：[会議（Conference）]ボタンまたはフックフラッシュアクセスを使用してサ
ポートされます。

• [保留（Hold）]：[保留（Hold）]を使用してサポートされます。

• [割り込み（Barge）]：サポートされていません。

• [直接転送（Direct Transfer）]：サポートされていません。

• [選択（Select）]：サポートされていません。

ユーザは、異なる回線にわたる会議および転送コールを作成できません。

ボイスメッセージシステムの連携

Cisco Unified Communications Managerを使用すると、Cisco Unityボイスメッセージングシステム
などのさまざまなボイスメッセージングシステムと統合できます。各種システムと統合できる

ため、特定のシステムの使用方法に関する情報をユーザに提供する必要があります。

次の情報を、各ユーザに提供してください。

•ボイスメッセージシステムアカウントへのアクセス方法。

Cisco Unified CommunicationsManagerを使用して、Cisco IP Phoneのメッセージボタンを設定
しておく必要があります。

•ボイスメッセージシステムにアクセスするための初期パスワード。

すべてのユーザが使用できる、ボイスメッセージシステムのデフォルトパスワードを設定

しておく必要があります。

•ボイスメッセージの受信が電話機でどのように示されるか。

Cisco Unified Communications Managerを使用して、メッセージ受信インジケータ（MWI）メ
ソッドを設定しておく必要があります。

電話機起動の概要

VoIPネットワークへの接続時に、Cisco IP Phone 8841、8851、8861は標準起動プロセスを実行し
ます。実際のネットワークの設定に応じて、Cisco IPPhoneで次の手順の一部のみが発生します。

1 スイッチからの電力の取得。電話機が外部電源を使用していない場合、電話機に接続されてい

るイーサネットケーブル経由でスイッチからのインラインパワーが供給されます。

2 （ワイヤレス LAN上の Cisco IP Phone 8861のみ）アクセスポイントのスキャン。 Cisco IP
Phone 8861は、RFカバレッジ区域を無線でスキャンします。電話機はネットワークプロファ
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8 ITLファイルの要求電話機は、まずCTLファイルを要求し、次に ITLファイルを要求します。
ITLファイルは電話機が信頼できるエンティティの証明書を含んでいます。証明書がサーバと
のセキュア接続の認証、またはサーバによるデジタル署名の認証に使用されます。CiscoUnified
Communications Manager 8.5以降は ITLファイルをサポートします。

9 TFTPサーバへのアクセス。DHCPサーバは、IPアドレスを割り当てる以外に、Cisco IP Phone
に対して TFTPサーバも指定します。電話機の IPアドレスを静的に定義した場合は、電話機
がある場所で TFTPサーバを設定する必要があります。設定すると、電話機は TFTPサーバに
直接アクセスします。

DHCPで割り当てられる TFTPサーバの代わりに、代替 TFTPサーバを割り当てて使用するこ
ともできます。

（注）

10 設定ファイルの要求。 TFTPサーバは、設定ファイルを保持しています。このファイルは、
Cisco Unified Communications Managerに接続するためのパラメータに加え、電話機に関するそ
の他の情報を定義しています。

11 CiscoUnifiedCommunicationsManagerへの接続。設定ファイルは、Cisco IP PhoneとCiscoUnified
CMとの間の通信方法、およびロード IDを電話機に提供する方法を定義します。電話機は、
このファイルを TFTPサーバから取得すると、リストで優先順位が最も高い Cisco Unified CM
への接続を確立しようとします。

（暗号化または認証された）セキュアなシグナリングのために電話機のセキュリティプロファ

イルを設定し、Cisco Unified Communications Managerをセキュアモードに設定している場合、
電話機は TLS接続を実行します。それ以外の場合は、電話機は非セキュア TCP接続を実行し
ます。

電話機をデータベースに手動で追加した場合は、Cisco Unified Communications Managerが電話
機を識別します。電話機がデータベースに手動で追加されていない場合、自動登録が Cisco
Unified Communications Managerで有効になっていれば、その電話機は、Cisco
UnifiedCommunicationsManagerデータベースに対してその電話機自体の自動登録を試みます。

CTLクライアントを設定している場合、自動登録は無効になっています。その場合、電話機
を手動で Cisco Unified Communications Managerデータベースに追加する必要があります。

（注）

外部デバイス

弊社では、不要な無線周波数（RF）および可聴周波数（AF）を遮断するヘッドセット、ケーブ
ル、コネクタなどの高品質の外部デバイスの使用を推奨しています。

すべての Cisco IP Telephony製品が外部デバイス、コードまたはケーブルをサポートしている
わけではありません。詳細については、電話機のマニュアルを参照してください。

（注）
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これらのデバイスの品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によっては、

雑音が入ることもあります。その場合は、次の方法で対処してください。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスを離す。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスのケーブルの経路を離す。

•外部デバイス用にシールドされたケーブルを使用するか、シールドおよびコネクタが高品質
のケーブルを使用する。

•外部デバイスのケーブルを短くする。

•外部デバイスのケーブルに、フェライトまたは同様のデバイスを適用する。

シスコでは、外部デバイス、ケーブル、およびコネクタのパフォーマンスを保証できません。

欧州連合諸国では、EMC Directive（89/336/EC）に完全に準拠した外部スピーカー、マイクロ
フォン、ヘッドセットだけを使用してください。

注意

USB ポート情報
Cisco IP Phone 8851および 8861は、各USBポートに接続される最大 5台のデバイスをサポートし
ます。電話機に接続された各デバイスは、最大デバイス数に含まれます。たとえば、ご使用の電

話機は側面ポートで 5台のUSBデバイス、背面ポートでさらに 5台の標準USBデバイスをサポー
トできます。多くのサードパーティ製USB製品は複数のUSBデバイスとしてカウントされます。
たとえば、USBハブとヘッドセットを含むデバイスは、2台のUSBデバイスとしてカウントでき
ます。詳細については、USBデバイスのマニュアルを参照してください。

（注） •通電していないハブはサポートされません。また、電力供給されていても5個以上のポー
トを備えたハブはサポートされません。

• USBハブを経由して電話機に接続している USBヘッドセットはサポートされません。

電話機に接続された Cisco IP Phone 8800シリーズキー拡張モジュール（KEM）は、USBデバイス
としてカウントされます。 3台の KEMが電話機に接続されている場合、3台の USBデバイスと
してカウントされます。

電話機設定ファイル

電話機設定ファイルは TFTPサーバに保存されており、Cisco Unified CommunicationsManagerに接
続するためのパラメータを定義しています。通常、電話機のリセットが必要となるような変更を

Cisco Unified Communications Managerに加えると、その変更内容は、電話機設定ファイルに自動
的に反映されます。
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第 2 章

Cisco IP Phone ハードウェア

• Cisco IP Phone 8841、8851、8861の概要, 21 ページ

• Cisco IP Phone 8841, 23 ページ

• Cisco IP Phone 8851, 27 ページ

• Cisco IP Phone 8861, 32 ページ

• 用語の違い, 37 ページ

Cisco IP Phone 8841、8851、8861 の概要
Cisco IP Phone 8841、8851、および 8861はインターネットプロトコル（IP）ネットワーク経由の
音声通信を提供します。 Cisco IP Phoneは、デジタルビジネスフォンとほぼ同様に機能し、電話
コールの発受信に加えて、ミュート、保留、転送、スピードダイヤル、コール転送などの機能を

使用できます。また、データネットワークに接続するため、IPテレフォニー機能が拡張され、
ネットワーク情報やサービス、およびカスタマイズ可能な機能やサービスにアクセスできるよう

になります。

Cisco IP Phone 8841、8851、8861の機能は次のとおりです。

• 24ビットカラー LCD画面

•最大 5回線をサポートするプログラム可能な機能ボタン。このボタンには他の機能をプログ
ラムすることもできます。

•ギガビットイーサネット接続機能

•ワイヤレスヘッドセット用 Bluetoothのサポート（Cisco IP Phone 8851および 8861のみ）

•外部マイクロフォンとスピーカーのサポート（Cisco IP Phone 8861のみ）

• Wi-Fiによるネットワーク接続機能（Cisco IP Phone 8861のみ）

• USBポート：

◦ Cisco IP Phone 8851には USBポート x 1

Cisco IP Phone 8841/8851/ 8861 アドミニストレーションガイド for Cisco Unified Communications Manager
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◦ Cisco IP Phone 8861には USBポート x 2

Cisco IP Phoneは、他のネットワークデバイスと同様に設定と管理を行う必要があります。これ
らの電話機は、次のコードのエンコードとデコードを行います。

• G.711 a-law

• G.711 mu-law

• G.722

• G.729a/G.729ab

• G.726

• iLBC

• L16

• OPUS

• iSAC

セル方式の電話、携帯電話、GSM電話、または双方向ラジオをCisco IP Phoneのすぐ近くで使
用すると、相互干渉が発生することがあります。詳細については、干渉が発生するデバイス

の製造元のマニュアルを参照してください。

注意

Cisco IPPhoneは、コール転送や転送、リダイヤル、スピードダイヤル、会議コール、ボイスメッ
セージングシステムへのアクセスなど、従来のテレフォニー機能を提供します。 Cisco Unified IP
Phoneでは、さらにその他の各種の機能も提供します。

Cisco Unified IP Phoneは、他のネットワークデバイスと同様に、Cisco Unified Communications
Managerおよび IPネットワークの他の部分にアクセスできるように設定する必要があります。
DHCPを使用すると、電話機上で設定する内容が少なくなります。ただし、ネットワークで必要
な場合は、IPアドレス、TFTPサーバ、サブネット情報などの情報を手動で設定できます。

Cisco Unified IP Phoneは、IPネットワーク上の他のサービスやデバイスと連携することで、高度
な機能を提供できます。たとえば、Cisco Unified Communications Managerを社内の Lightweight
Directory Access Protocol 3（LDAP3）標準ディレクトリと統合すると、ユーザが同僚の連絡先情報
を IP Phoneで直接検索できるようになります。 XMLを使用すると、天気予報、株価情報、商品
相場などのWebベースの情報にユーザがアクセスできるようになります。

さらに、Cisco Unified IP Phoneはネットワークデバイスであるため、詳細なステータス情報を IP
Phoneから直接取得することができます。この情報は、ユーザが IP Phoneを使用しているときに
生じた問題をトラブルシューティングするのに役立ちます。また、現在のコールに関する統計情

報や、ファームウェアのバージョンも電話機で取得できます。

Cisco IP Phoneを IPテレフォニーネットワークで機能させるには、IP Phoneを Cisco Catalystス
イッチなどのネットワークデバイスに接続する必要があります。また、コールを送受信する前

に、Cisco IP Phoneを Cisco Unified Communications Managerシステムに登録する必要があります。

   Cisco IP Phone 8841/8851/ 8861 アドミニストレーションガイド for Cisco Unified Communications Manager
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Cisco IP Phone 8841
ここでは、Cisco IP Phone 8841の属性について説明します。

電話機の接続

次の図を使用して、企業 IPテレフォニーネットワークに電話機を接続します。

アクセスポート（10/100/1000 PC）接続5DCアダプタポート（DC48V）1

補助ポート6AC-DC電源装置（任意）2

ハンドセットの接続7AC電源コンセント（任意）3

アナログヘッドセット接続（任意）8ネットワークポート（10/100/1000 SW）接
続 IEEE 802.3at電源対応。

4
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Cisco IP Phone 8841は Cisco IP Phone 8800キー拡張モジュールをサポートしません。（注）

ボタンとハードウェア

着信コール（赤く点滅）または新しいボイスメッセージ（赤く

点灯）があることを示します。

ハンドセットのライト

ストリップ

1

電話機に関する情報（電話番号、アクティブコールと回線のス

テータス、ソフトキーオプション、スピードダイヤル、発信コー

ル、および電話機のメニューなど）を表示します。

電話スクリーン2
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電話機には、電話回線、機能、コールセッションに簡単にアク

セスできる次のようなボタンがあります。

•プログラム可能な機能ボタン（左側）：回線のコールの表
示、またはスピードダイヤルやすべてのコールなどの機能

へのアクセスに使用しますこれらのボタンは機能ボタンと

も呼ばれます。

•セッションボタン（右側）：コールへの応答、保留中のコー
ルの再開、または（アクティブコールで使用していない場

合）不在着信の表示などの電話機能の開始を含むタスクに

使用します。電話機の各コールは、セッションボタンに関

連付けられています。

アラビア語など右から左に読むロケールを使用する場

合、ラインボタンとセッションボタンの位置は入れ替

わります。

（注）

システム管理者が行った電話機の設定に応じて、ボタンは次のい

ずれかにアクセスします。

•電話回線およびインターコム回線

•短縮ダイヤル番号（短縮ダイヤルボタン、回線ステータス
短縮ダイヤル機能を含む）

• Webベースのサービス（個人アドレス帳ボタンなど）

•コール機能（プライバシーボタンなど）

表示されるボタンの色によって、回線の状態が次のように示され

ます。

•緑、点灯：アクティブコールまたは双方向のインターコム
コール

•緑、点滅：保留コール

•オレンジ、点灯：プライバシー機能が使用中、一方向のイ
ンターコムコール、サイレントがアクティブ、またはハン

トグループにログイン中

•オレンジ、点滅：着信コールまたは復帰コール

•赤色、点灯：リモート回線の使用中（共有回線または回線
ステータス）

•赤、点滅：リモート回線が保留中

プログラム可能な機能

ボタンとセッションボ

タン

3

Cisco IP Phone 8841/8851/ 8861 アドミニストレーションガイド for Cisco Unified Communications Manager
10.5    

25

Cisco IP Phone 8841



システム管理者が行った電話機の設定に応じて、有効なソフト

キーオプションが電話スクリーンに表示されます。

ソフトキーボタン4

ナビゲーションクラスタと選択ボタンにより、メニューのスク

ロールや項目の強調表示、強調表示された項目の選択ができま

す。

ナビゲーションクラス

タと選択ボタン

5

接続されたコールまたはセッションを終了します。リリースボタン6

アクティブコールを保留にしたり、保留中のコールを再開した

りします。

保留/復帰ボタン7

会議コールを開始します。会議ボタン8

コールを転送します。転送ボタン9

スピーカーフォンモードのオン/オフを切り替えます。スピー
カーフォンがオンになっているとき、ボタンは点灯しています。

スピーカーフォンボタ

ン

10

マイクロフォンモードのオン/オフを切り替えます。マイクロ
フォンがミュートになっているとき、ボタンは点灯しています。

ミュートボタン11

ヘッドセットモードのオン/オフを切り替えます。ヘッドセット
がオンになっているときは、ボタンが点灯します。

ヘッドセットボタン12
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電話番号のダイヤル、文字の入力、また項目番号を入力してメ

ニュー項目の選択を行います。

キーパッド13

受話器、ヘッドセット、スピーカフォンの音量（オフフック）お

よび呼出音の音量（オンフック）を制御します。

音量ボタン14

[ディレクトリ（Directories）]メニューを開閉します。連絡先ボ
タンを使用して、個人および社内のディレクトリにアクセスしま

す。

連絡先ボタン15

[アプリケーション（Applications）]メニューを開閉します。ア
プリケーションボタンを使用して、電話履歴、ユーザ設定、電

話機の設定、電話機のモデル情報にアクセスします。

アプリケーションボタ

ン

16

ボイスメッセージングシステムを自動的にダイヤルします（シ

ステムによって異なります）。

メッセージボタン17

直前の画面またはメニューに戻ります。戻るボタン18

電話機のハンドセットです。[ハンドセット
（Handset）]

19

Cisco IP Phone 8851
ここでは、Cisco IP Phone 8851の属性について説明します。

電話機の接続

次の図を使用して、企業 IPテレフォニーネットワークに電話機を接続します。

Cisco IP Phone 8841/8851/ 8861 アドミニストレーションガイド for Cisco Unified Communications Manager
10.5    

27

Cisco IP Phone 8851



アクセスポート（10/100/1000 PC）接続5DCアダプタポート（DC48V）1

補助ポート6AC-DC電源装置（任意）2

ハンドセットの接続7AC電源コンセント（任意）3

アナログヘッドセット接続（任意）8ネットワークポート（10/100/1000 SW）接
続 IEEE 802.3at電源対応。

4

各 USBポートは、電話機に接続されたサポート対象およびサポート対象外のデバイスを最大
5台サポートします。電話機に接続された各デバイスは、最大デバイス数に含まれます。た
とえば、電話機は 5台のUSBデバイスをサポートできます。多くのサードパーティ製USB製
品は複数の USBデバイスとしてカウントされます。たとえば、USBハブとヘッドセットを含
むデバイスは、2台の USBデバイスとしてカウントできます。詳細については、USBデバイ
スのマニュアルを参照してください。

（注）
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ボタンとハードウェア

着信コール（赤く点滅）または新しいボイスメッセージ（赤く

点灯）があることを示します。

ハンドセットのライト

ストリップ

1

電話機に関する情報（電話番号、アクティブコールと回線のス

テータス、ソフトキーオプション、スピードダイヤル、発信コー

ル、および電話機のメニューなど）を表示します。

電話スクリーン2
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電話機には、電話回線、機能、コールセッションに簡単にアク

セスできる次のようなボタンがあります。

•プログラム可能な機能ボタン（左側）：回線のコールの表
示、またはスピードダイヤルやすべてのコールなどの機能

へのアクセスに使用しますこれらのボタンは機能ボタンと

も呼ばれます。

•セッションボタン（右側）：コールへの応答、保留中のコー
ルの再開、または（アクティブコールで使用していない場

合）不在着信の表示などの電話機能の開始を含むタスクに

使用します。電話機の各コールは、セッションボタンに関

連付けられています。

アラビア語など右から左に読むロケールを使用する場

合、ラインボタンとセッションボタンの位置は入れ替

わります。

（注）

システム管理者が行った電話機の設定に応じて、ボタンは次のい

ずれかにアクセスします。

•電話回線およびインターコム回線

•短縮ダイヤル番号（短縮ダイヤルボタン、回線ステータス
短縮ダイヤル機能を含む）

• Webベースのサービス（個人アドレス帳ボタンなど）

•コール機能（プライバシーボタンなど）

表示されるボタンの色によって、回線の状態が次のように示され

ます。

•緑、点灯：アクティブコールまたは双方向のインターコム
コール

•緑、点滅：保留コール

•オレンジ、点灯：プライバシー機能が使用中、一方向のイ
ンターコムコール、サイレントがアクティブ、またはハン

トグループにログイン中

•オレンジ、点滅：着信コールまたは復帰コール

•赤色、点灯：リモート回線の使用中（共有回線または回線
ステータス）

•赤、点滅：リモート回線が保留中

プログラム可能な機能

ボタンとセッションボ

タン

3
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システム管理者が行った電話機の設定に応じて、有効なソフト

キーオプションが電話スクリーンに表示されます。

ソフトキーボタン4

ナビゲーションクラスタと選択ボタンにより、メニューのスク

ロールや項目の強調表示、強調表示された項目の選択ができま

す。

ナビゲーションクラス

タと選択ボタン

5

接続されたコールまたはセッションを終了します。リリースボタン6

アクティブコールを保留にしたり、保留中のコールを再開した

りします。

保留/復帰ボタン7

会議コールを開始します。会議ボタン8

コールを転送します。転送ボタン9

スピーカーフォンモードのオン/オフを切り替えます。スピー
カーフォンがオンになっているとき、ボタンは点灯しています。

スピーカーフォンボタ

ン

10

マイクロフォンモードのオン/オフを切り替えます。マイクロ
フォンがミュートになっているとき、ボタンは点灯しています。

ミュートボタン11

ヘッドセットモードのオン/オフを切り替えます。ヘッドセット
がオンになっているときは、ボタンが点灯します。

ヘッドセットボタン12
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電話番号のダイヤル、文字の入力、また項目番号を入力してメ

ニュー項目の選択を行います。

キーパッド13

受話器、ヘッドセット、スピーカフォンの音量（オフフック）お

よび呼出音の音量（オンフック）を制御します。

音量ボタン14

[ディレクトリ（Directories）]メニューを開閉します。連絡先ボ
タンを使用して、個人および社内のディレクトリにアクセスしま

す。

連絡先ボタン15

[アプリケーション（Applications）]メニューを開閉します。ア
プリケーションボタンを使用して、電話履歴、ユーザ設定、電

話機の設定、電話機のモデル情報にアクセスします。

アプリケーションボタ

ン

16

ボイスメッセージングシステムを自動的にダイヤルします（シ

ステムによって異なります）。

メッセージボタン17

直前の画面またはメニューに戻ります。戻るボタン18

電話機のハンドセットです。ハンドセット19

Cisco IP Phone 8861
ここでは、Cisco IP Phone 8861の属性について説明します。

電話機の接続

次の図を使用して、企業 IPテレフォニーネットワークに電話機を接続します。
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補助ポート6DCアダプタポート（DC48V）1

ハンドセットの接続7AC-DC電源装置（任意）2

アナログヘッドセット接続（任意）8AC電源コンセント（任意）3

USBポート9ネットワークポート（10/100/1000 SW）接
続 IEEE 802.3at電源対応。

4

オーディオイン/アウトポート10アクセスポート（10/100/1000 PC）接続5
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各 USBポートは、最大 5個のサポート対象デバイスおよびサポート外デバイスとの接続をサ
ポートします。電話機に接続された各デバイスは、最大デバイス数に含まれます。たとえば、

電話機では 5台のUSBデバイス（たとえば 3台のCiscoUnified IP Color Key ExpansionModule、
1台のハブ、もう 1台の標準 USBデバイス）を側面ポートでサポートし、さらに 5台の標準
USBデバイスを背面ポートでサポートできます多くのサードパーティ製 USB製品は複数の
USBデバイスとしてカウントされます。たとえば、USBハブとヘッドセットを含むデバイス
は、2台の USBデバイスとしてカウントできます。詳細については、USBデバイスのマニュ
アルを参照してください。

（注）

ボタンとハードウェア

着信コール（赤く点滅）または新しいボイスメッセージ（赤く

点灯）があることを示します。

ハンドセットのライト

ストリップ

1

電話機に関する情報（電話番号、アクティブコールと回線のス

テータス、ソフトキーオプション、スピードダイヤル、発信コー

ル、および電話機のメニューなど）を表示します。

電話スクリーン2
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電話機には、電話回線、機能、コールセッションに簡単にアク

セスできる次のようなボタンがあります。

•プログラム可能な機能ボタン（左側）：回線のコールの表
示、またはスピードダイヤルやすべてのコールなどの機能

へのアクセスに使用しますこれらのボタンは機能ボタンと

も呼ばれます。

•セッションボタン（右側）：コールへの応答、保留中のコー
ルの再開、または（アクティブコールで使用していない場

合）不在着信の表示などの電話機能の開始を含むタスクに

使用します。電話機の各コールは、セッションボタンに関

連付けられています。

アラビア語など右から左に読むロケールを使用する場

合、ラインボタンとセッションボタンの位置は入れ替

わります。

（注）

システム管理者が行った電話機の設定に応じて、ボタンは次のい

ずれかにアクセスします。

•電話回線およびインターコム回線

•短縮ダイヤル番号（短縮ダイヤルボタン、回線ステータス
短縮ダイヤル機能を含む）

• Webベースのサービス（個人アドレス帳ボタンなど）

•コール機能（プライバシーボタンなど）

表示されるボタンの色によって、回線の状態が次のように示され

ます。

•緑、点灯：アクティブコールまたは双方向のインターコム
コール

•緑、点滅：保留コール

•オレンジ、点灯：プライバシー機能が使用中、一方向のイ
ンターコムコール、サイレントがアクティブ、またはハン

トグループにログイン中

•オレンジ、点滅：着信コールまたは復帰コール

•赤色、点灯：リモート回線の使用中（共有回線または回線
ステータス）

•赤、点滅：リモート回線が保留中

プログラム可能な機能

ボタンとセッションボ

タン

3
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システム管理者が行った電話機の設定に応じて、有効なソフト

キーオプションが電話スクリーンに表示されます。

ソフトキーボタン4

ナビゲーションクラスタと選択ボタンにより、メニューのスク

ロールや項目の強調表示、強調表示された項目の選択ができま

す。

ナビゲーションクラス

タと選択ボタン

5

接続されたコールまたはセッションを終了します。リリースボタン6

アクティブコールを保留にしたり、保留中のコールを再開した

りします。

保留/復帰ボタン7

会議コールを開始します。会議ボタン8

コールを転送します。転送ボタン9

スピーカーフォンモードのオン/オフを切り替えます。スピー
カーフォンがオンになっているとき、ボタンは点灯しています。

スピーカーフォンボタ

ン

10

マイクロフォンモードのオン/オフを切り替えます。マイクロ
フォンがミュートになっているとき、ボタンは点灯しています。

ミュートボタン11

ヘッドセットモードのオン/オフを切り替えます。ヘッドセット
がオンになっているときは、ボタンが点灯します。

ヘッドセットボタン12
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アドミニストレーションガイドユーザガイド

メッセージ受信インジケータ（MWI）またはメッセージ受信
ランプ

メッセージインジケータ

プログラム可能なボタンまたはプログラム可能な回線キー

（PLK）
プログラム可能な機能ボタン

[簡易発信（New Call）]バブル[簡易発信（New Call）]ウィンド
ウ

ボイスメッセージシステムボイスメールシステム
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第 II 部

Cisco IP Phone の設置
• Cisco IP Phoneの設置, 41 ページ

• Cisco Unified Communications Managerでの電話機の設定, 77 ページ

• セルフケアポータルの管理, 93 ページ











Cisco IP Phone の設置
電話機がネットワークに接続されると、電話機の起動プロセスが開始され、電話機がCiscoUnified
Communications Managerに登録されます。電話機の設置を完了するには、DHCPサービスを有効
にするかどうかに応じて、電話機上でネットワーク設定値を設定します。

自動登録を使用した場合は、電話機をユーザに関連付ける、ボタンテーブルや電話番号を変更す

るなど、電話機の特定の設定情報をアップデートする必要があります。

外部デバイスを使用する前に、外部デバイス, （18ページ）を参照してください。（注）

手順

ステップ 1 電話機の電源を次の中から選択します。

• Power over Ethernet（PoE）

•外部電源

詳細については、電話機の所要電力, （6ページ）を参照してください。

ステップ 2 ハンドセットをハンドセットポートに接続します。

ワイドバンド対応ハンドセットは、Cisco IP Phoneで使用するために特別に設計されたものです。
ハンドセットは、着信コールやボイスメッセージがあることを通知する、ライトストリップを備

えています。

ステップ 3 ヘッドセットまたはワイヤレスヘッドセットを接続します。ヘッドセットは設置の際に接続しな

くても、後から追加できます。詳細については、ヘッドセット,（102ページ）またはワイヤレス
ヘッドセット, （106ページ）を参照してください。

ステップ 4 ストレートイーサネットケーブルを使用して、スイッチを Cisco IP Phoneの 10/100/1000 SWとい
うラベルの付いたネットワークポートに接続します。 Cisco IP Phoneには、イーサネットケーブ
ルが 1箱に 1本添付されています。 10 Mbps接続にはカテゴリ 3/5/5eのいずれかのケーブルを使
用し、100 Mbps接続にはカテゴリ 5/5eケーブル、1000 Mbps接続の場合はカテゴリ 5eケーブル
を使用してください。詳細については、ネットワークポートとコンピュータポートのピン割り

当て, （5ページ）を参照してください。

ステップ 5 ストレートイーサネットケーブルを使用して、デスクトップコンピュータなど、他のネットワー

クデバイスを Cisco IP Phoneのコンピュータポートに接続します。別のネットワークデバイス
は、ここで接続しなくても後で接続できます。

10Mbps接続にはカテゴリ3/5/5eのいずれかのケーブルを使用し、100Mbps接続にはカテゴリ5/5e
ケーブル、1000Mbps接続の場合はカテゴリ 5eケーブルが使用できます。詳細については、ネッ
トワークポートとコンピュータポートのピン割り当て, （5ページ）を参照してください。

ステップ 6 電話機が机の上にある場合は、フットスタンドを調節します。詳細については、フットスタンド

の接続,（100ページ）を参照してください。電話機が壁に取り付けられている場合は、受話器が
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[ネットワークのセットアップ（Network Setup）]メニューにあるオプション設定値を変更するに
は、オプションのロックを編集のために解除しておく必要があります。

Cisco Unified CMの管理の [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウにある [設定アクセ
ス（Settings Access）]フィールドを使用すると、電話機から [設定（Settings）]メニューやこ
のメニューのオプションにアクセスできるかどうかを制御できます。設定アクセスフィール

ドでは、次の値を設定できます。

（注）

• [有効（Enabled）]：[設定（Settings）]メニューへのアクセスを許可します。

• [無効（Disabled）]：[設定（Settings）]メニューへのアクセスを禁止します。

• [非許可（Restricted）]：[ユーザ設定（UserPreferences）]メニューへのアクセスを許可し、
音量の設定変更の保存を許可します。 [設定（Settings）]メニューの他のオプションへの
アクセスは禁止します。

[管理者設定（Administrator Settings）]メニューのオプションにアクセスできない場合は、設定
アクセスフィールドを確認してください。

手順

ステップ 1 アプリケーション

を押します。

ステップ 2 [管理者設定（Administrator Settings）]を選択します。

ステップ 3 [ネットワークのセットアップ（Network Setup）]または [セキュリティのセットアップ（Security
Setup）]を選択します。

ステップ 4 必要な場合はユーザ IDとパスワードを入力し、[ログイン（Sign-In）]をクリックします。

ステップ 5 次のいずれかの操作を実行して、目的のメニューを表示します。

•ナビゲーションの矢印を使用して目的のメニューを選択し、[選択（Select）]を押します。

•電話機のキーパッドを使用して、メニューに対応する番号を入力します。

ステップ 6 サブメニューを表示するには、ステップ 5を繰り返します。

ステップ 7 メニューを終了するには、[終了（Exit）]または Uターン型の矢印 を押します。
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電話機パスワードの適用

[管理者設定（Admin Settings）]電話スクリーンでパスワードを入力しない限り、電話機の管理者
オプションを変更できないよう、電話機にパスワードを適用できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[デバイス
（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル（Common Phone
Profile）]を使用して [共通の電話プロファイルの設定（CommonPhone ProfileConfiguration）]ウィ
ンドウに移動します。

ステップ 2 [電話ロック解除パスワード（Local Phone Unlock Password）]オプションで、パスワードを入力し
ます。

ステップ 3 電話機が使用する共通の電話プロファイルに、パスワードを適用します。

電話機からのテキストメニューの入力

オプション設定値を編集するときは、次のガイドラインに従ってください。

•編集するフィールドを強調表示するには、ナビゲーションパッドの矢印を使用します。次に
ナビゲーションパッドの [選択（Select）]を押すとフィールドがアクティブになります。
フィールドがアクティブになったら、値を入力できます。

•数値と文字を入力するには、キーパッド上のキーを使用します。

•キーパッドを使用して文字を入力するには、対応する数値キーを使用します。キーを 1回ま
たは何回か押して、個々の文字を表示します。たとえば、[2]を 1回押して「a」を、すばや
く 2回押して「b」を、すばやく 3回押して「c」を表示します。一時停止した後、カーソル
は自動的に進み、次の文字を入力できます。

•入力を誤ったときは、矢印ソフトキー を押します。このソフトキーを押すと、カーソルの

左側にある文字が削除されます。

•変更内容を保存しない場合は、[保存（Save）]を押す前に、[キャンセル（Cancel）]を押し
ます。

• IPアドレスを入力するには、ユーザ用に分割されている 4個のセグメントに値を入力しま
す。左端からピリオドまでの数字を入力し終わったら、右向き矢印キーを使用して次のセグ

メントに移動します。左端の数字の後のピリオドは自動的に挿入されます。

• IPv6アドレスのコロンを入力するには、キーパッドの *を押します。
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Cisco Unified Communications Manager からのワイヤレス LAN のセットアップ
[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、ワイヤレス
Cisco Unified IP Phoneの [Wi-Fi]というパラメータを有効にする必要があります。

CiscoUnified CommunicationsManager Administrationの [電話の設定（Phone Configuration）]ウィ
ンドウ（[デバイス（Device）] > [電話機（Phone）]）で、MACアドレスの設定時に、有線の
MACアドレスを使用します。 Cisco Unified Communications Managerの登録では、無線MAC
アドレスを使用しません。

（注）

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、次の手順を
実行します。

手順

ステップ 1 特定の電話機でワイヤレス LANを有効にするには、次の手順を実行します。
a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
b) 必要な電話を特定します。
c) [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクションの [Wi-Fi]パラメー
タに [設定の有効化（Enable Setting）]を選択します。

d) [共通設定の上書き（Override Common Settings）]チェックボックスをチェックします。

ステップ 2 電話機のグループに対してワイヤレス LANを有効にするには、
a) [デバイス（Device）]> [デバイスの設定（DeviceSettings）]> [共通の電話プロファイル（Common

Phone Profile）]の順に選択します。
b) [Wi-Fi]パラメータに [設定の有効化（Enable Setting）]を選択します。
c) [共通設定の上書き（Override Common Settings）]チェックボックスをチェックします。
d) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を使用して、電話機を共通プロファイルと関連付けま
す。

ステップ 3 ネットワークのすべてのWLAN対応電話機に対してワイヤレス LANを有効にするには、
a) [システム（System）] > [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]を選
択します。

b) [Wi-Fi]パラメータに [設定の有効化（Enable Setting）]を選択します。
c) [共通設定の上書き（Override Common Settings）]チェックボックスをチェックします。

電話機からのワイヤレス LAN のセットアップ
Cisco IP PhoneをWLANに接続可能にするには、先に適切なWLAN設定で電話機のネットワーク
プロファイルを設定する必要があります。電話機の [ネットワークのセットアップ（Network
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Setup）]メニューを使用して [Wi-Fiクライアントのセットアップ（Wi-Fi client setup）]サブメ
ニューにアクセスし、WLAN設定をセットアップすることができます。

ワイヤレス設定の値は、Cisco IP Phoneキーパッドでのみ設定できます。Cisco IP Phoneをワイ
ヤレスモードで使用している場合は、ACアダプタを使用する必要があります。イーサネット
に接続すると、ワイヤレスは無効になります。

（注）

WiFiが Cisco Unified Communications Managerで無効にされている場合、[ネットワーク設定
（Network Setup）]メニューには [Wi-Fiクライアントのセットアップ（Wi-Fi client setup）]オ
プションが表示されません。

（注）

手順

ステップ 1 [アプリケーション（Applications）]を押します。

ステップ 2 [管理者設定（Administrator Settings）] > [ネットワークのセットアップ（Network Setup）] > [Wi-Fi
クライアントのセットアップ（Wi-Fi client setup）]を選択します。

ステップ 3 次の表に示すようにワイヤレス設定をセットアップします。

表 7：[Wi-Fi クライアントのセットアップ（Wi-Fi client setup）] メニューオプション

変更の手順説明オプション

[ワイヤレス（Wireless）]フィール
ドの設定, （68ページ）を参照し
てください。

Cisco IP Phoneの無線をオンまたはオフ
にします。次の有効な値を指定します。

• [オン（On）]：電話機の無線をオ
ンにします。

• [オフ（Off）]：電話機の無線をオ
フにします。

デフォルト：[オン（On）]

ワイヤレス

（Wireless）
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変更の手順説明オプション

[WLANサインインアクセス
（WLANSign In Access）]フィール
ドの設定, （69ページ）を参照し
てください。

メインの [アプリケーション
（Applications）]メニューで、[ワイヤレ
スサインインアクセス（Wireless Sign in
Access）]ウィンドウの表示を有効にし
ます。

• [オン（On）]：[ワイヤレスサイン
インアクセス（Wireless Sign in
Access）]ウィンドウが表示されま
す。この値をオンにすると、メイ

ンの [アプリケーション
（Applications）]メニューで、ワイ
ヤレスユーザ IDおよびパスワード
のサインインまたは変更ができま

す。オンにせずにサインイン情報

を変更するには、[セキュリティ
（Security）]メニューレベルまで
移動してから、サインインクレデ

ンシャルが必要な PEAPまたは
EAP-FASTのいずれかの方法を選
択します。

• [オフ（Off）]：[ワイヤレスサイン
インアクセス（Wireless Sign in
Access）]ウィンドウは表示されま
せん。

デフォルト：Off

ワイヤレスサイン

インアクセス

（Wireless Sign in
Access）

[IPv4のセットアップ（IPv4Setup）]
までスクロールし、選択を押しま

す。

[IPv4のセットアップ（IPv4 Setup）]設
定サブメニューでは、次の作業を実行で

きます。

• DHCPサーバが割り当てた IPアド
レスの、電話機による使用のオン/
オフ。

• IPアドレス、サブネットマスク、
デフォルトルータ、DNSサーバ、
および代替 TFTPサーバの手動設
定。

IPv4アドレスフィールドの詳細につい
ては、IPv4のセットアップ, （59ペー
ジ）を参照してください。

IPv4のセットアッ
プ（IPv4 Setup）
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変更の手順説明オプション

[IPv6のセットアップ（IPv6Setup）]
までスクロールし、選択ボタンを押

します。

[IPv6のセットアップ（IPv4 Setup）]設
定サブメニューでは、次の作業を実行で

きます。

• IPv6対応ルータを介して SLAAC
が取得した、または DHCPv6サー
バによって割り当てられた IPv6ア
ドレスの使用を、電話機で有効ま

たは無効にします。

• IPv6アドレス、プレフィックス
長、デフォルトルータ、DNSサー
バ、および代替 TFTPサーバを手
動設定します。

IPv6アドレスフィールドの詳細につい
ては、IPv6のセットアップ, （63ペー
ジ）を参照してください。

IPv6のセットアッ
プ（IPv6 Setup）

表示専用。変更不可。電話機固有のメディアアクセスコント

ロール（MAC）アドレス。
MACアドレス
（MAC Address）

[ドメイン名（Domain Name）]
フィールドの設定, （67ページ）
を参照してください。

電話機が所属するドメインネームシス

テム（DNS）ドメインの名前。
ドメイン名

（Domain Name）

[SSID]フィールドの設定, （69ペー
ジ）を参照してください。

ワイヤレスアクセスポイントにアクセ

スする固有識別情報、サービスセット

ID（SSID）を指定します。

SSID
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変更の手順説明オプション

[セキュリティモード（Security
Mode）]フィールドの設定, （69
ページ）を参照してください。

電話機がWLANへのアクセスに使用す
る認証のタイプです。次の有効な値を

指定します。

• [オープン（Open）]：暗号化せず、
すべてのアクセスポイント（AP）
にアクセスします。

• [WEP]：802.11認証を行ったうえで
オープンにするが、データの暗号

化に有線と同等のプライバシー

（WEP）を使用します。すべての
APへのアクセスおよび、ローカル
APでのWEPキーを通じた認証を
指定します。

• [PSK]：WEPを使用した共有キー
の認証です。

• [EAP-FAST]：Extensible
Authentication Protocol Flexible
Authentication via Secure Tunneling
（EAP-FAST）では、ユーザ名と暗
号化されたセキュアなパスワード

をネットワークの RADIUSサーバ
と交換します。このネットワーク

では、Protected Access Credential
（PAC）を使用することで認証用
のセキュアなトンネルが確立され

ています。 EAP-FASTではWPA
およびWPA2をサポートしていま
す。

• [PEAP(MSCHAPV2)]：Protected
Extensible Authentication Protocol
（LEAP）の認証では、ユーザ名と
暗号化されたセキュアなパスワー

ドをネットワークの RADIUSサー
バと交換します。 PEAPは、シス
コ独自バージョンの EAPです。
PEAPではWPAおよびWPA2をサ
ポートしています。

セキュリティモー

ド（Security
Mode）
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変更の手順説明オプション

[802.11モード（802.11 Mode）]
フィールドの設定, （69ページ）
を参照してください。

WLANで使用されるワイヤレス信号規
格を指定します。次の有効な値を指定

します。

• [自動（Auto）]：デフォルト値。

• 2.4 Ghz

• 5.0 Ghz

802.11モード
（802.11 Mode）

ネットワークの設定

ネットワークでDHCPを使用していない場合は、Cisco IP Phoneをネットワークに設置した後に、
電話機上で次のネットワーク設定値を設定する必要があります。

• IPアドレス

• IPサブネット情報

• IPv6形式のアドレス

• TFTPサーバの IPアドレス

必要に応じて、ドメイン名と DNSサーバ設定値も設定できます。

[イーサネットの設定（Ethernet Configuration）]メニューは、さまざまなネットワーク設定値を表
示および変更するためのオプションを提供します。次の表に、これらのオプションの説明を示し

ます。また、該当する場合には、それらの変更方法についても併せて説明します。

VPN接続を確立してイーサネットデータフィールドを上書きします。（注）
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表 8：[イーサネットのセットアップ（Ethernet Setup）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

[IPv4のセットアップ（IPv4
Setup）]までスクロールし、選
択を押します。

IPv4のセットアップ, （59ペー
ジ）を参照してください。

[IPv4のセットアップ（IPv4
Setup）]設定サブメニューでは、
次の作業を実行できます。

• DHCPサーバが割り当てた
IPアドレスの、電話機によ
る使用のオン/オフ。

• IPアドレス、サブネットマ
スク、デフォルトルータ、

DNSサーバ、および代替
TFTPサーバの手動設定。

このオプションは、電話機がIPv4
専用モードまたはデュアルス

タックモードで設定されている

場合にのみ表示されます。

IPv4のセットアップ（IPv4
Setup）

[IPv6のセットアップ（IPv6
Setup）]までスクロールし、選
択を押します。

IPv6のセットアップ, （63ペー
ジ）を参照してください。

電話機の IPv6設定。IPv6のセットアップ（IPv6
Setup）

表示専用。変更不可。電話機固有のメディアアクセス

コントロール（MAC）アドレ
ス。

MACアドレス（MAC
Address）

[ドメイン名（Domain Name）]
フィールドの設定, （67ペー
ジ）を参照してください。

電話機が所属するドメインネー

ムシステム（DNS）ドメインの
名前。

ドメイン名（DomainName）
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変更の手順説明オプション

表示専用。変更不可。

電話機は、Cisco Discovery
Protocol（CDP）または Link
Level Discovery Protocol Media
Endpoint Discovery
（LLDP-MED）を通じて接続先
VLAN IDを取得します。 IDの
情報は電話機が接続されている

スイッチから提供されます。

VLANIDを手動で割り当てるに
は、[管理 VLAN ID（Admin
VLAN ID）]オプションを使用
します。

電話機が所属する、CiscoCatalyst
スイッチに設定された補助

VLAN。

電話機が補助 VLANをまだ受信
していない場合、このオプション

は管理 VLANを示しています。

補助 VLANと管理 VLANのいず
れも設定されていない場合、この

オプションは空白になります。

接続先VLANID（Operational
VLAN ID）

[管理 VLAN ID（Admin VLAN
ID）]フィールドの設定, （67
ページ）を参照してください。

電話機がメンバーになっている補

助 VLAN。

電話機がスイッチから補助VLAN
を受信していない場合のみ使用さ

れ、その他の場合は値が無視され

ます。

管理 VLAN ID（Admin
VLAN ID）

[PC VLAN]フィールドの設定,
（67ページ）を参照してくださ
い。

ボイス VLANをサポートしない
サードパーティスイッチと電話

機が連携できるようにします。

このオプションを変更する前に、

[管理 VLAN ID（Admin VLAN
ID）]オプションを設定する必要
があります。

PC VLAN
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変更の手順説明オプション

[SWポートのセットアップ（SW
Port Setup）]フィールドの設定,
（68ページ）を参照してくださ
い。

ネットワークポートの速度と二

重化モード。次の有効な値を指

定します。

•自動ネゴシエーション
（Auto Negotiate）

• [1000フル（1000 Full）]：
1000-BaseT/全二重

• [100ハーフ（100 Half）]：
100-BaseT/半二重

• [100フル（100 Full）]：
100-BaseT/全二重

• [10ハーフ（10 Half）]：
10-BaseT/半二重

• [10フル（10 Full）]：
10-BaseT/全二重

電話機がスイッチに接続されてい

る場合は、スイッチ上のポートを

電話機と同じ速度および二重化方

式に設定するか、両方を自動ネゴ

シエーションに設定します。

このオプションの設定値を変更す

る場合は、[PCポート設定（PC
Port Configuration）]オプション
を同じ設定値に変更する必要があ

ります。

SWポートのセットアップ
（SW Port Setup）
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変更の手順説明オプション

[PCポートのセットアップ（SW
Port Setup）]フィールドの設定,
（68ページ）を参照してくださ
い。

複数の電話機の設定を同時に行

うには、[エンタープライズ電話
の設定（Enterprise Phone
Configuration）]ウィンドウ（[シ
ステム（System）] > [エンター
プライズ電話の設定（Enterprise
Phone Configurations）]）で [リ
モートポート設定（Remote Port
Configuration）]を有効化しま
す。

Cisco Unified
Communications
Managerで [リモート
ポート設定（Remote
Port Configuration）]に
ポートが設定されてい

る場合は、電話機で

データを変更すること

はできません。

（注）

コンピュータ（アクセス）ポート

の速度とデュプレックス。有効

な値は、次のとおりです。

•自動ネゴシエーション
（Auto Negotiate）

• [1000フル（1000 Full）]：
1000-BaseT/全二重

• [100ハーフ（100 Half）]：
100-BaseT/半二重

• [100フル（100 Full）]：
100-BaseT/全二重

• [10ハーフ（10 Half）]：
10-BaseT/半二重

• [10フル（10 Full）]：
10-BaseT/全二重

電話機がスイッチに接続されてい

る場合は、スイッチ上のポートを

電話機と同じ速度および二重化方

式に設定するか、両方を自動ネゴ

シエーションに設定します。

このオプションの設定値を変更す

る場合は、[SWポート設定（SW
Port Configuration）]オプション
を同じ設定値に変更する必要があ

ります。

PCポートのセットアップ
（PC Port Setup）

手順

ステップ 1 アプリケーション を押します。

ステップ 2 [ネットワーク設定（NetworkSettings）]メニューにアクセスするには、[管理者設定（Administrator
Settings）] > [ネットワークのセットアップ（Network Setup）]を選択します。

   Cisco IP Phone 8841/8851/ 8861 アドミニストレーションガイド for Cisco Unified Communications Manager
10.5

58

ネットワークの設定



IPv4 のセットアップ
次の表で、[IPv4のセットアップ（IPv4 Setup）]メニューのオプションを説明します。

表 9：[IPv4 のセットアップ（IPv4 Setup）] メニューのオプション

変更の手順説明オプション

[DHCPを使う（DHCP
Enabled）]フィールドの設
定, （70ページ）を参照し
てください。

電話機のDHCPが有効か無効かを示します。

DHCPが有効な場合、DHCPサーバによって
電話に IPアドレスが割り当てられます。
DHCPが無効な場合、管理者が、電話機に手
動で IPアドレスを割り当てる必要がありま
す。

詳細については、DHCPを使用するための電
話機のセットアップ, （72ページ）および
DHCPを使用しないための電話機のセットアッ
プ, （73ページ）を参照してください。

DHCPを使う
（DHCP Enabled）

[IPアドレス（IP Address）]
フィールドの設定,（70ペー
ジ）を参照してください。

電話機のインターネットプロトコル（IP）ア
ドレス。

IPアドレスをこのオプションで割り当てる場
合は、サブネットマスクとデフォルトルー

タも割り当てる必要があります。この表の

[サブネットマスク（SubnetMask）]オプショ
ンと [デフォルトルータ（DefaultRouter）]オ
プションを参照してください。

IPアドレス（IP
Address）

[サブネットマスク（Subnet
Mask）]フィールドの設定,
（70ページ）を参照してく
ださい。

電話機で使用されるサブネットマスク。サブネットマスク

（Subnet Mask）

[デフォルトルータ（Default
Router）]フィールドの設定,
（71ページ）を参照してく
ださい。

電話機で使用される、デフォルトルータ。デフォルトルータ

（Default Router）
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変更の手順説明オプション

[DNSサーバ（DNS Server）]
フィールドの設定,（71ペー
ジ）を参照してください。

電話機で使用されるプライマリ DNSサーバ
（[DNSサーバ 1（DNSServer 1）]）およびオ
プションのバックアップ DNSサーバ（[DNS
サーバ 2（DNS Server 2）]～ [DNSサーバ 3
（DNS Server 3）]）。

DNSサーバ 1
（DNS Server 1）

DNSサーバ 2
（DNS Server 2）

DNSサーバ 3
（DNS Server 3）

[代替 TFTP（Alternate
TFTP）]フィールドの設定,
（71ページ）を参照してく
ださい。

電話機が代替 TFTPサーバを使用しているか
どうかを示します。

代替 TFTP
（Alternate TFTP）
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変更の手順説明オプション

[TFTPサーバ 2（TFTP Server
2）]フィールドの設定, （72
ページ）を参照してくださ

い。

CTLファイルまたは ITLファ
イルのロックを解除し忘れた

場合、どちらかのファイルで

TFTPサーバ 2アドレスを変
更した後、[セキュリティ設
定（Security Configuration）]
メニューから [削除（Erase）]
を押すことによって、それら

のファイルを削除できます。

新しい CTLファイルまたは
ITLファイルが新しい TFTP
サーバ2アドレスからダウン
ロードされます。

プライマリの TFTPサーバが使用不能の場合
に、電話機で使用されるオプションのバック

アップ TFTPサーバ。

プライマリTFTPサーバもバックアップTFTP
サーバも、電話機のCTLファイルまたは ITL
ファイルに記述されていない場合は、[TFTP
サーバ 2（TFTP Server 2）]オプションの変更
内容を保存する前に、これらのファイルのい

ずれかをロック解除する必要があります。こ

の場合、[TFTPサーバ 2（TFTP Server 2）]オ
プションへの変更を保存すると、ファイルの

いずれかは削除されます。新しい CTLファ
イルまたは ITLファイルが新しい TFTPサー
バ 2アドレスからダウンロードされます。

電話機が TFTPサーバを探すとき、プロトコ
ルに関係なく、手動で割り当てられた TFTP
サーバが優先されます。 IPv6と IPv4の両方
の TFTPサーバが設定に含まれる場合、電話
機は、手動で割り当てられた IPv6 TFTPサー
バおよび IPv4 TFTPサーバを優先することに
よって、TFTPサーバを探す順序の優先順位
を決定します。電話機は、次の順序で TFTP
サーバを探します。

1 手動で割り当てられた IPv4 TFTPサーバ

2 手動で割り当てられた IPv6サーバ

3 DHCPが割り当てられた TFTPサーバ

4 DHCPv6が割り当てられた TFTPサーバ

CTLまたは ITLファイルの詳細に
ついては、『Cisco Unified
Communications Manager Security
Guide』を参照してください。

（注）

TFTPサーバ 2
（TFTP Server 2）

表示専用。電話機が IPアドレスを DHCPサーバではな
く BOOTPサーバから受信するかどうかを示
します。

BOOTPサーバ
（BOOTP Server）
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変更の手順説明オプション

このフィールドは DHCPが
有効な場合に編集できます。

VLANから電話機を削除し
て、再割り当てのために電話

機の IPアドレスを解放する
場合は、このオプションを

[はい（Yes）]に設定し、[適
用（Apply）]を押します。

DHCPで割り当てられた IPアドレスを解放し
ます。

DHCPアドレス解
放（DHCP Address
Released）

手順

ステップ 1 アプリケーション を押します。

ステップ 2 [ネットワーク設定（NetworkSettings）]メニューにアクセスするには、[管理者設定（Administrator
Settings）] > [ネットワークのセットアップ（Network Setup）]を選択します。

ステップ 3 [IPv4設定（IPv4 settings）]メニューにアクセスするには、[イーサネットの設定（Ethernet
configuration）] > [IPv4のセットアップ（IPv4 Setup）]から IPv4のオプションに移動します。

IPv6 のセットアップ
IPv6アドレッシングが電話機でサポートされます。有効な IPv6アドレスはサブネットプレフィッ
クスを含めて最大 128ビットです。

IPv6アドレスは、次の形式のいずれかでなければなりません。

•コロンで区切られた、4桁の 16進数の 8つのグループで構成され、左端の数字が最上位ビッ
トを表します。各グループの先行する 0または末尾の 0は省略されることがあります。

•圧縮形式では、ゼログループが連続する1箇所を二重コロンに短縮して表します。これは、
あるアドレスについて 1度だけ可能なことに注意してください。

IPv6セットアップオプションをデバイスで設定する前に、IPv6を Cisco Unified Communication
Administrationで有効化し、設定する必要があります。次のデバイス設定フィールドが IPv6設定
に適用されます。

• IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）

•シグナリング用の IPアドレッシングモード設定

IPv6が Unifiedクラスタで有効な場合、[IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]のデ
フォルトは [IPv4と IPv6（IPv4 and IPv6）]（デュアルスタック）です。このアドレッシングモー
ドでは、電話機は IPv4アドレス 1個と IPv6アドレス 1個を取得して使用します。メディアの必
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説明デフォルト値オプション

電話機の現在の IPv6アドレスを表示したり、新しい IPv6
アドレスを入力したりすることができます。

次の 2種類のアドレス形式がサポートされます。

•コロンによって区切られた、8グループの 16進数
X:X:X:X:X:X:X:X

•圧縮形式では、ゼログループが連続する 1箇所を二
重コロンに短縮して表します。

このオプションを使用して IPアドレスを割り当てる場合
は、IPv6プレフィックス長とデフォルトルータも割り当
てる必要があります。

::IPv6アドレス（IPv6
Address）

サブネットの現在のプレフィックス長を表示したり、新し

いプレフィックス長を入力したりすることができます。

サブネットプレフィックス長は、10進数で1～128です。

0IPv6プレフィックス
長（IPv6 Prefix
Length）

電話機で使用されるデフォルトルータを表示したり、新

しい IPv6デフォルトルータを入力したりすることができ
ます。

::IPv6デフォルトルー
タ（IPv6 Default
Router）

電話機で使用されるプライマリ DNSv6サーバを表示した
り、新しいサーバを入力したりすることができます。

::IPv6 DNSサーバ 1
（IPv6 DNS Server
1）

電話機で使用されるセカンダリ DNSv6サーバを表示した
り、新しいセカンダリ DNSv6サーバを設定したりするこ
とができます。

::IPv6 DNSサーバ 2
（IPv6 DNS Server
2）

ユーザが代替（セカンダリ）IPv6 TFTPサーバを使用でき
るようにします。

NoIPv6代替TFTP（IPv6
Alternate TFTP）

電話機で使用されるプライマリ IPv6TFTPサーバを表示し
たり、新しいプライマリTFTPサーバを設定したりするこ
とができます。

::IPv6 TFTPサーバ 1
（IPv6 TFTP Server
1）

（任意）プライマリ IPv6TFTPサーバが使用できないとき
にセカンダリ IPv6TFTPサーバを表示するか、ユーザに新
しいセカンダリ TFTPサーバの設定を許可します。

::IPv6 TFTPサーバ 2
（IPv6 TFTP Server
2）

ユーザが IPv6関連情報を解放できるようにします。NoIPv6アドレス解放
（IPv6 Address
Released）
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手順

ステップ 1 アプリケーション を押します。

ステップ 2 [ネットワーク設定（NetworkSettings）]メニューにアクセスするには、[管理者設定（Administrator
Settings）] > [ネットワークのセットアップ（Network Setup）]を選択します。

ステップ 3 [IPv6設定（IPv6 settings）]メニューにアクセスするには、次の手順のいずれかを実行します。

• Cisco Unified Communications ManagerでWi-Fiが無効になっている場合：[イーサネットの設
定（Ethernet Configuration）] > [IPv6のセットアップ（IPv6 Setup）]に移動します。

• Cisco Unified Communications ManagerでWi-Fiが無効になっている場合：[Wi-Fiクライアン
トのセットアップ（Wi-Fi client setup）] > [IPv6のセットアップ（IPv6 Setup）]に移動しま
す。

ステップ 4 IPv6アドレスを入力するには、
a) 入力するフィールドをクリックします。
b) フィールドの内容を変更します（次の情報を参照してください）。

次の表では、アドレス形式について説明します。

説明フォーマット

コロンによって区切られた、8グループの 16進数。各グルー
プの先行する0または末尾の0は省略されることがあります。

例：2001:db8:0:0:0:52:0:1

X:X:X:X:X:X:X:X

ゼログループが連続する 1箇所を二重コロンに短縮して表し
ます。

例：2001:db8::52:0:1

圧縮

•アドレスにコロン（：）を入力するには、キーパッドのアスタリスク（*）を押します。

• 16進数の a、b、cを入力するには、キーパッドの 2を押し、スクロールして数字を選んでか
ら、Enterを押します。

• 16進数の d、e、fを入力するには、キーパッドの 3を押し、スクロールして数字を選んでか
ら、Enterを押します。

•アドレスの各部分を入力してから、[適用（Apply）]または [復帰（Revert）]を押します。

ステップ 5 次の手順でトグルフィールドを変更します。

a) オプションが [いいえ（No）]に設定されている場合、[はい（Yes）]を押して有効にします。
オプションが [はい（Yes）]に設定されている場合、[いいえ（No）]を押して無効にします。
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b) [適用（Apply）]を押して変更を適用するか、[復帰（Revert）]を押して変更をキャンセルしま
す。

[ドメイン名（Domain Name）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [DHCPを使う（DHCP Enabled）]オプションを [いいえ（No）]に設定します。

ステップ 2 [ドメイン名（Domain Name）]オプションまでスクロールし、[選択（Select）]を押して、新しい
ドメイン名を入力します。

ステップ 3 [適用（Apply）]を押します。

[管理 VLAN ID（Admin VLAN ID）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [管理 VLAN ID（Admin VLAN ID）]オプションまでスクロールし、 [選択（Select）]を押して、
新しい管理 VLAN IDの設定を入力します。

ステップ 2 [適用（Apply）]を押します。

[PC VLAN] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [管理 VLAN ID（Admin VLAN ID）]オプションが設定されていることを確認します。

ステップ 2 [PC VLAN]オプションまでスクロールし、[選択（Select）]を押して、新しい PC VLAN設定値を
入力します。

ステップ 3 [適用（Apply）]を押します。
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[SW ポートのセットアップ（SW Port Setup）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [SWポートのセットアップ（SW Port Setup）]オプションまでスクロールし、[選択（Select）]を
押します。

ステップ 3 目的の設定値までスクロールし、[選択（Select）]を押します。

[PC ポートのセットアップ（SW Port Setup）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 2 [PCポートのセットアップ（SWPort Setup）]オプションまでスクロールし、[選択（Select）]を押
します。

ステップ 3 目的の設定値までスクロールし、[選択（Select）]を押します。

[ワイヤレス（Wireless）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ワイヤレス（Wireless）]オプションまでスクロールしてからトグルスイッチを使用すると、オン
とオフの設定値を切り替えることができます。

ステップ 2 [適用（Apply）]を押します。
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[WLAN サインインアクセス（WLAN Sign In Access）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [ワイヤレスサインイン（Wireless Sign In）]オプションまでスクロールしてから、トグルスイッ
チを使用すると、オンとオフの設定値を切り替えることができます。

ステップ 2 [適用（Apply）]を押します。

[SSID] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [SSID]オプションにスクロールし、[選択（Select）]を押し、SSIDを入力します。

ステップ 2 [適用（Apply）]を押します。

[セキュリティモード（Security Mode）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [セキュリティモード（Security Mode）]オプションまでスクロールし、目的の値を強調表示しま
す。

ステップ 2 [適用（Apply）]をクリックします。

[802.11 モード（802.11 Mode）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [802.11モード（802.11 Mode）]オプションまでスクロールし、目的の値を強調表示します。

ステップ 2 [適用（Apply）]をクリックします。
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[DHCP を使う（DHCP Enabled）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [DHCPを使う（DHCP Enabled）]オプションまでスクロールします。

ステップ 2 DHCPを無効にするには、[いいえ（No）]を押し、DHCPを有効にするには、[はい（Yes）]を押
します。

[IP アドレス（IP Address）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [DHCPを使う（DHCP Enabled）]オプションを [いいえ（No）]に設定します。

ステップ 2 [IPアドレス（IP Address）]オプションまでスクロールし、[選択（Select）]を押して、新しい IP
アドレスを入力します。

ステップ 3 [適用（Apply）]を押します。

[サブネットマスク（Subnet Mask）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [DHCPを使う（DHCP Enabled）]オプションを [いいえ（No）]に設定します。

ステップ 2 [サブネットマスク（Subnet Mask）]オプションまでスクロールし、[選択（Select）]を押して、
新しいサブネットマスクを入力します。

ステップ 3 [適用（Apply）]を押します。
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[デフォルトルータ（Default Router）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [DHCPを使う（DHCP Enabled）]オプションを [無効（Disable）]に設定します。

ステップ 2 適切な [デフォルトルータ（Default Router）]オプションまでスクロールし、[選択（Select）]を
押して、新しいルータの IPアドレスを入力します。

ステップ 3 [適用（Apply）]を押します。

[DNS サーバ（DNS Server）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [DHCPを使う（DHCP Enabled）]オプションを [いいえ（No）]に設定します。

ステップ 2 適切な [DNSサーバ（DNSServer）]オプションまでスクロールし、[選択（Select）]を押して、新
しい DNSサーバの IPアドレスを入力します。

ステップ 3 [適用（Apply）]を押します。

ステップ 4 複数の DNSサーバが設定できる場合、必要に応じて手順 2と 3を繰り返してバックアップ DNS
サーバを割り当てます。

[代替 TFTP（Alternate TFTP）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 [代替 TFTP（Alternate TFTP）]オプションにスクロールします。

ステップ 2 電話機で代替 TFTPサーバを使用する場合は、[はい（Yes）]を押します。

ステップ 3 電話機で代替 TFTPサーバを使用しない場合は、[いいえ（No）]を押します。
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[TFTP サーバ 1（TFTP Server 1）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 必要に応じて（電話機の管理ドメインを変更する場合など）、CTLファイルまたは ITLファイル
をロック解除します。CTLファイルと ITLファイルの両方がある場合は、いずれかのファイルを
ロック解除します。

ステップ 2 DHCPを有効にしている場合は、[代替 TFTP（Alternate TFTP）]オプションを [はい（Yes）]に設
定します。

ステップ 3 [TFTPサーバ 1（TFTP Server 1）]オプションまでスクロールし、[選択（Select）]を押して、新し
い TFTPサーバの IPアドレスを入力します。

ステップ 4 [適用（Apply）]を押し、[保存（Save）]を押します。

[TFTP サーバ 2（TFTP Server 2）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 必要に応じて（電話機の管理ドメインを変更する場合など）、CTLファイルまたは ITLファイル
をロック解除します。CTLファイルと ITLファイルの両方がある場合は、どちらかのファイルを
ロック解除します。

ステップ 2 [ネットワークの設定（Network Configuration）]のオプションのロックを解除します。

ステップ 3 [TFTPサーバ 1（TFTP Server 1）]オプションに IPアドレスを入力します。

ステップ 4 [TFTPサーバ 2（TFTP Server 2）]オプションまでスクロールし、[選択（Select）]を押して、新し
いバックアップ TFTPサーバの IPアドレスを入力します。セカンダリの TFTPサーバがない場合
は、[削除（Delete）]を使用して前の値のフィールドをクリアします。

ステップ 5 [適用（Apply）]を押してから、[保存（Save）]を押します。

DHCP を使用するための電話機のセットアップ
DHCPを有効にして、DHCPサーバが自動的に IPアドレスを Cisco IP Phoneに割り当て、TFTP
サーバに電話を転送できるようにするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 アプリケーションを押して、[管理者設定（Administrator Settings）] > [ネットワークのセットアッ
プ（Network Setup）] > [イーサネットのセットアップ（Ethernet Setup）] > [IPv4のセットアップ
（IPv4 Setup）]を選択します。

ステップ 2 DHCPを有効にするには、[DHCPを使う（DHCP Enabled）]を [はい（Yes）]に設定します。
DHCPは、デフォルトで有効になっています。

ステップ 3 代替 TFTPサーバを使用するには、[代替 TFTPサーバ（Alternate TFTP Server）]を [はい（Yes）]
に設定し、TFTPサーバの IPアドレスを入力します。

DHCPで割り当てられる TFTPサーバを使用する代わりに、代替 TFTPサーバを割り当
てる必要があるかどうかを、ネットワーク管理者に相談してください。

（注）

ステップ 4 [適用（Apply）]を押します。

DHCP を使用しないための電話機のセットアップ
DHCPを使用しない場合は、IPアドレス、サブネットマスク、TFTPサーバ、およびデフォルト
のルータを電話機でローカルに設定する必要があります。

手順

ステップ 1 アプリケーションを押して、[管理者設定（Administrator Settings）] > [ネットワークのセットアッ
プ（Network Setup）] > [イーサネットのセットアップ（Ethernet Setup）] > [IPv4のセットアップ
（IPv4 Setup）]を選択します。

ステップ 2 DHCPを無効にして、IPアドレスを手動で設定する場合：
a) [DHCPを使う（DHCP Enabled）]を [いいえ（No）]に設定します。
b) 電話機のスタティック IPアドレスを入力します。
c) サブネットマスクを入力します。
d) デフォルトルータの IPアドレスを入力します。
e) [代替 TFTPサーバ（Alternate TFTP Server）]を [はい（Yes）]に設定し、TFTPサーバ 1の IP
アドレスを入力します。

ステップ 3 [適用（Apply）]を押します。

電話機の起動確認

Cisco IP Phoneを電源に接続すると、次の手順が繰り返され、電話機の起動診断プロセスが開始さ
れます。
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手順

ステップ 1 CiscoUnified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [IP Phone
サービス（Phone Services）]を選択します。

ステップ 2 ユーザがCisco Unified Communicationsセルフケアポータルにアクセスでき、そこから設定済みの
サービスを選択して登録できることを確認します。

エンドユーザに提供する必要がある情報については、セルフケアポータルの管理, （93ページ）
を参照してください。
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手順

ステップ 1 [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択して、[新規追加（Add
New）]をクリックします。

ステップ 2 [ユーザ情報（User Information）]ペインで、次の情報を入力します。

• [ユーザ ID（User ID）]：エンドユーザの識別名を入力します。Cisco Unified Communications
Managerでは、ユーザ IDの作成後の変更はできません。使用できる特殊文字は、=、+、<、
>、#、;、\、,、""、および空白です。例：johndoe

• [パスワード（Password）]および [パスワードの確認（ConfirmPassword）]：エンドユーザの
パスワードとして、5文字以上の英数字または特殊文字を入力します。使用できる特殊文字
は、=、+、<、>、#、;、\、,、""、および空白です。

• [姓（Last Name）]：エンドユーザの姓を入力します。使用できる特殊文字は、=、+、<、
>、#、;、\、,、""、および空白です。例：doe

• [電話番号（Telephone Number）]：エンドユーザのプライマリ電話番号を入力します。エン
ドユーザは、電話機に複数の回線を接続できます。例：26640（John Doeの社内電話番号）

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

エンドユーザグループへのユーザの追加

ユーザを Cisco Unified Communications Managerの標準エンドユーザグループに追加するには、次
の手順を実行します。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページから、[ユーザ管理（UserManagement）] > [ユー
ザグループ（User Groups）]の順に選択します。
[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 適切な検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 [標準 CCMエンドユーザ（Standard CCM End Users）]リンクを選択します。対象の標準 CCMエ
ンドユーザについての [ユーザグループの設定（User Group Configuration）]ウィンドウが表示さ
れます。

ステップ 4 [グループにエンドユーザを追加（Add EndUsers to Group）]を選択します。 [ユーザの検索と一覧
表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [ユーザの検索（Find User）]ドロップダウンリストボックスを使用して、追加するユーザを探
し、[検索（Find）]をクリックします。
検索条件に一致するユーザのリストが表示されます。
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ステップ 6 表示されるレコードのリストで、このユーザグループに追加するユーザのチェックボックスをク

リックします。リストが長い場合は、下部のリンクを使用すると、さらに多くの結果を表示でき

ます。

検索結果のリストには、すでにそのユーザグループに属しているユーザは表示されま

せん。

（注）

ステップ 7 [選択項目の追加（Add Selected）]を選択します。

電話機とユーザの関連付け

Cisco Unified Communications Managerの [エンドユーザ（End User）]ウィンドウから、電話機を
ユーザに関連付けます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページから、[ユーザ管理（User Management）] > [エ
ンドユーザ（End User）]の順に選択します。
[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 適切な検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 表示されるレコードのリストで、ユーザのリンクを選択します。

ステップ 4 [デバイスの割り当て（Device Associations）]を選択します。
[ユーザデバイス割り当て（User Device Association）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 適切な検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 6 デバイスの左にあるボックスをオンにして、ユーザに関連付けるデバイスを選択します。

ステップ 7 [選択/変更の保存（Save Selected/Changes）]を選択して、デバイスをユーザに関連付けます。

ステップ 8 ウィンドウの右上にある [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから、[ユーザの設
定に戻る（Back to User）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。
[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示され、選択した関連付けられ
たデバイスが [制御するデバイス（Controlled Devices）]ペインに表示されます。

ステップ 9 [選択/変更の保存（Save Selected/Changes）]を選択します。

Survivable Remote Site Telephony
Survivable Remote Site Telephony（SRST）は、制御する Cisco Unified Communications Managerとの
通信が切断されたときに、電話機の基本的な機能へのアクセスを確保します。このシナリオで

は、電話機は進行中のコールをアクティブなまま保持し、ユーザは使用可能な機能のサブセット
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にアクセスできます。フェールオーバーが発生すると、ユーザの電話機にアラートメッセージが

表示されます。

次の表は、フェールオーバー中の機能の利用可能性について説明します。

表 11：SRST 機能のサポート

注記サポート済み機能

Yes発信

Yes終了

Yesリダイヤル

Yes応答

Yes保留

Yes復帰

Yes会議

[アクティブコール（Active
Calls）]ソフトキーが表示され
ません。

No会議のアクティブコール（参

加）

No会議リスト

Yes転送

Noアクティブコールへの転送（直

接転送）

Yes自動応答

Yesコール待機

Yes発信者 ID

Yesオーディオメッセージ受信イ

ンジケータ

Yesすべてのコールのプログラム可

能な回線キー

Yes応答のプログラム可能な回線

キー
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注記サポート済み機能

他の機能により制限されるた

め、会議が唯一サポートされて

いる機能です。

Yesユニファイドセッションプレ

ゼンテーション

ボイスメールは Cisco Unified
CommunicationsManagerクラス
タの他のユーザと同期されませ

ん。

Yesボイスメール

転送ステートはSRSTモードに
シェアドラインアピアランス

がないため転送を設定する電話

機でのみ使用できます。 [すべ
てのコールの転送（CallForward
All）]設定は、Cisco Unified
Communications Managerから
SRSTへのフェールオーバーま
たは SRSTからCommunications
Managerへのフェールバックに
は保存されません。

CommunicationsManagerで引き
続きアクティブな元の [すべて
のコールの転送（Call Forward
All）]は、フェールオーバー後
にデバイスが Communications
Managerに再接続されると表示
される必要があります。

Yesすべてのコールの転送

Yesスピードダイヤル

Yesサービス IRLのプログラム可能
な回線キー

[即転送（iDivert）]ソフトキー
が表示されません。

Noボイスメールへの転送（即転

送）

回線はサポートされています

が、共有できません。

一部回線のフィルタ

[パーク（Park）]ソフトキーが
表示されません。

Noパークモニタリング
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注記サポート済み機能

「この機能は現在使用できませ

ん」というメッセージが表示さ

れます。

No割込み

メッセージのカウントバッジ

が電話の画面に表示されませ

ん。

[メッセージ受信（Message
Waiting）]アイコンのみが表示
されます。

No拡張されたメッセージ待機イン

ジケータ

ソフトキーが表示されません。Noダイレクトコールパーク

BLF機能キーはスピードダイ
ヤルキーのように動作します。

一部BLF

コールは無期限に保留状態のま

まになります。

No保留復帰

コールはローカル保留のコール

として表示されます。

Noリモート回線の保留

[ミートミー（Meet Me）]ソフ
トキーが表示されません。

Noミートミー

ソフトキーによるアクションが

ありません。

Noピック

ソフトキーによるアクションが

ありません。

Noグループピックアップ

ソフトキーによるアクションが

ありません。

Noその他のグループピックアッ

プ

ソフトキーによるアクションが

ありません。

No迷惑呼 ID

ソフトキーによるアクションが

ありません。

NoQRT

ソフトキーによるアクションが

ありません。

Noハントグループ
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注記サポート済み機能

ソフトキーによるアクションが

ありません。

Noインターコム

ソフトキーによるアクションが

ありません。

Noモビリティ

ソフトキーによるアクションが

ありません。

Noプライバシー

[折返し（Call Back）]ソフト
キーが表示されません。

No折り返し

Cisco Unified Communications Manager 機能のセットアップ
Cisco Unified CMの管理で、Cisco IP Phoneのプロダクト固有の設定パラメータを設定できます。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理で、次のいずれかのウィンドウを選択してください。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]（[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウ）
[プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]部分

• [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]（[共通の電話プロファイルの設定（Common Phone Profile
Configuration）]ウィンドウ）

• [システム（System）] > [エンタープライズ電話の設定（Enterprise PhoneConfiguration）]（[エ
ンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウ）

ステップ 2 ?を [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]でクリック
すると、パラメータの説明を表示します。

ステップ 3 パラメータを設定するときは、更新する設定ごとに [共通設定の上書き（OverrideCommonSettings）]
チェックボックスを選択します。

このボックスをチェックしないと、対応するパラメータ設定が有効になりません。

3つの設定ウィンドウでパラメータを設定した場合、設定の優先順序は次のとおりです。

1 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウ

2 [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]ウィンドウ

3 [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウ
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[システム（System）] > [エンタープライ
ズパラメータ（Enterprise Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [セルフケアポータル（SelfCarePortal）]領域で、[セルフケアポータルのデフォルトサーバ（Self
Care Portal Default Server）]フィールドを設定します。

ステップ 3 ポータルでユーザがアクセスできるパラメータをイネーブルまたはディセーブルにします。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。
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第 III 部

ハードウェアとアクセサリの設置
• Cisco IP Phoneのアクセサリ, 99 ページ

• Cisco IP Phoneキー拡張モジュール, 111 ページ

• 壁面取り付け, 125 ページ





第 6 章

Cisco IP Phone のアクセサリ

• アクセサリサポート, 99 ページ

• フットスタンドの接続, 100 ページ

• ケーブルロックによる電話機の固定, 101 ページ

• 外部スピーカおよびマイクロフォン, 101 ページ

• ヘッドセット, 102 ページ

アクセサリサポート

次のリストは、Cisco IP Phone 8841、8851、8861がサポートするアクセサリを示します。「X」は
特定の電話モデルのサポートを示し、ダッシュ（—）はサポートされていないことを意味します。

表 12：Cisco IP Phone 8841、8851、8861 のアクセサリのサポート

Cisco IP
Phone 8861

Cisco IP
Phone 8851

Cisco IP
Phone 8841

タイプアクセサリ

シスコ製アクセサリ

XX-アドオンモ

ジュール

Cisco IP Phone 8800キー拡張モジュール

サードパーティ製アクセサリ
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Cisco IP
Phone 8861

Cisco IP
Phone 8851

Cisco IP
Phone 8841

タイプアクセサリ

XXXアナログヘッドセット：ヘッドセット,（102ペー
ジ）を参照してください。この項では、

各ヘッドセットタイプについて説明して

います。

XXXアナログワイ

ドバンド

XX-Bluetooth

XX-USB（有線また
はワイヤレス）

X--外部 PCマイクロフォン：外部スピーカおよびマ

イクロフォン,（101ページ）を参照して
ください。

X--外部 PCスピーカー：外部スピーカおよびマイク

ロフォン,（101ページ）を参照してくだ
さい。

フットスタンドの接続

ユーザの電話機を卓上や机上に設置する場合、フットスタンドを電話機の背面に接続します。電

話機には、調整可能なフットスタンドが含まれます。電話機を卓上の表面に設置する場合は、35
～ 50度の間のいくつかの角度でチルトの高さを調整できます。

必要な角度にフットスタンドを調整する場合、思ったより大きな力が必要になる場合がありま

す。

（注）

   Cisco IP Phone 8841/8851/ 8861 アドミニストレーションガイド for Cisco Unified Communications Manager
10.5

100

フットスタンドの接続



手順

ステップ 1 コネクタを所定のスロットに挿入します。

ステップ 2 コネクタが所定の位置に収まるまでフットスタンドを押し込みます。

ケーブルロックによる電話機の固定

ラップトップケーブルロックを使用して、電話機をデスクトップに固定できます。ロックを電

話機の背面にある盗難防止用セキュリティコネクタに接続し、ケーブルをデスクトップに固定で

きます。

セキュリティスロットには最大20mmの幅のケーブルを挿入できます。互換性のあるラップトッ
プケーブルロックとして Kensington製のラップトップケーブルロックの他、電話機の背面にあ
るセキュリティスロットに適合するその他のメーカー製ラップトップケーブルロックがありま

す。

手順

ステップ 1 ケーブルロックのループの端を折り返し、電話機を固定したい物の周りに巻き付けます。

ステップ 2 ロックをケーブルのループの端まで通します。

ステップ 3 ケーブルロックのロックを解除します。

ケーブルロックには、鍵付き錠とダイヤル錠の 2種類があります。使用しているロッ
クの種類に従って、鍵または正しいダイアルの組み合わせを使用してロックを解除しま

す。

（注）

ステップ 4 ロックボタンを押したままにして、ロックの歯の位置を合わせます。

ステップ 5 ケーブルロックを電話機のロックスロットに挿入し、ロックボタンを放します。

ステップ 6 ケーブルロックをロックします。

鍵付き錠の場合、鍵を時計回りに 90度回転させて、ロックから鍵を抜きます。ダイヤ
ル錠の場合、ロックを 90度回して、ダイヤルの組み合わせを乱します。

（注）

外部スピーカおよびマイクロフォン

外部スピーカおよびマイクロフォンは、プラグアンドプレイ式のアクセサリです。Cisco IP Phone
では、外部 PCタイプのマイクロフォン、および増幅器で電力が供給されるスピーカーを、ライ
ンイン/アウトのジャックを使用して接続できます。外部マイクロフォンを接続すると内部マイク
ロフォンが無効になり、外部スピーカを接続すると電話機の内部スピーカが無効になります。
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低品質の外部オーディオデバイスを使用してラウドスピーカーを極端な大音量で再生したり、

マイクロフォンをラウドスピーカーのごく近くに設置したりすると、スピーカーフォンの通話

相手に不快なエコーが聞こえる場合があります。

（注）

ヘッドセット

シスコでは、Cisco IP Phoneで使用するサードパーティ製ヘッドセットについて社内でテストを実
施していますが、ヘッドセットや受話器のベンダーの製品については動作の保証やサポートは行っ

ていません。

電話機を使用すると、ヘッドセットのマイクロフォンが検出するバックグラウンドノイズの一部

が軽減されますが、さらにこのバックグラウンドノイズを削減して全体的なオーディオ品質を改

善するには、ノイズを遮断するヘッドセットを使用することを推奨します。

シスコでは、不要な無線周波数（RF）および可聴周波数（AF）が遮蔽された高品質のヘッドセッ
トなどの外部デバイスの使用を推奨しています。ヘッドセットの品質や、携帯電話および双方向

ラジオなど他のデバイスとの間隔によっては、雑音やエコーが入ることもあります。可聴ハム雑

音などのノイズは、相手方だけに聞こえる場合もあれば、Cisco IP Phoneのユーザおよび相手方の
両方に聞こえる場合もあります。ハム音やブザーのような雑音は、電灯、電気モーター、大型の

PCモニタなど、さまざまな外部ソースが原因となり得ます。

場合によっては、ローカル電源キューブやパワーインジェクタを使用することにより、ハム

雑音を軽減または除去できることがあります。

（注）

Cisco IP Phoneを実際に展開する場合、環境やハードウェアにより不整合が発生することがあるの
で、すべての環境に対して最適な唯一のヘッドセットを見出すことは不可能です。

ヘッドセットを選定して環境に大規模に展開する前に、実際の環境での使用に最適かどうかをテ

ストすることを推奨します。

関連トピック

外部デバイス, （18ページ）

音質

物理的、機械的、および技術的な性能以上に、ヘッドセットの音質がユーザと通話相手の双方に

とって良質である必要があります。音質の判断は主観によるので、シスコが特定のヘッドセット

のパフォーマンスを保証することは不可能です。しかし、大手メーカーのさまざまなヘッドセッ

トについて、Cisco IP Phoneで良好に作動することが報告されています。

詳細については、http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/voicesw/ucphone_headsets.htmlを参照して
ください。
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アナログのヘッドセット

アナログのヘッドセットは、Cisco IP Phone 8841、8851、および 8861でサポートされます。ただ
し、アナログのヘッドセットが接続されても、電話機は検出できません。このため、アナログの

ヘッドセットは、電話スクリーンの [アクセサリ（Accessories）]ウィンドウにデフォルトで表示
されます。

デフォルトでアナログヘッドセットを表示すると、ユーザはアナログヘッドセットに対してワイ

ドバンドを有効にすることができます。

アナログヘッドセットでのワイドバンドの有効化

電話機ではアナログヘッドセットがサポートされていますが、電話機はアナログヘッドセットが

接続されても検出できません。このため、アナログのヘッドセットはデフォルトで、電話スク

リーンの [アクセサリ（Accessories）]ウィンドウに表示されます。

デフォルトでアナログヘッドセットを表示すると、ユーザはアナログヘッドセットに対してワイ

ドバンドを有効にすることができます。

電話機はヘッドセットでワイドバンドコーデックをサポートしているかどうかを検出できません

が、ユーザは次の手順でアナログのヘッドセットでワイドバンドを有効化できます。

手順

ステップ 1 Cisco IP Phoneで、アプリケーション を押します。

ステップ 2 [アクセサリ（Accessories）]を選択します。

ステップ 3 アナログのヘッドセットを強調表示し、[セットアップ（Setup）]を押します。

ステップ 4 [オン/オフ（on/off）]トグルを使用して選択したヘッドセットのワイドバンドをオンまたはオフに
します。

アナログヘッドセットでのワイドバンドコーデックの有効化

電話機ではアナログヘッドセットがサポートされていますが、電話機はアナログヘッドセットが

接続されても検出できません。このため、アナログのヘッドセットはデフォルトで、電話スク

リーンの [アクセサリ（Accessories）]ウィンドウに表示されます。

デフォルトでアナログヘッドセットを表示すると、ユーザはアナログヘッドセットに対してワイ

ドバンドを有効にすることができます。

ワイドバンドの [オン/オフ（on/off）]トグルが使用できない場合は、次の手順に従ってユーザが
アナログのヘッドセットでワイドバンドコーデックを有効にできることを確認してください。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を
選択します。

ステップ 2 [電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウで、アナログのヘッドセットを追加す
る電話機の検索条件を入力し、[検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 目的の [デバイス名（DeviceName）]をクリックします。 [電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [プロダクト固有の設定（Product Specific
Configuration）]のレイアウト部分で、[ワイドバンドヘッドセット UI設定（Wideband Headset UI
Control）]というオプションが有効になっていることを確認します。このオプションは、デフォ
ルトで有効です。

ステップ 5 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [プロダクト固有の設定（Product Specific
Configuration）]レイアウト部分で、[ワイドバンドヘッドセット（Wideband Headset）]オプショ
ンを設定することもできます。（このオプションもデフォルトで有効です）。

有線ヘッドセット

有線ヘッドセットでは、音量ボタンやミュートボタンも含めて、Cisco IPPhoneのすべての機能を
使用できます。これらのボタンを使用して、ヘッドセットの音量を調整したり、ヘッドセットマ

イクからの音声が相手に聞こえないようにしたりすることができます。

有線ヘッドセットへの接続

有線ヘッドセットを Cisco IP Phoneに接続するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ヘッドセットを電話機の背面にあるヘッドセットポートに差し込みます。

ステップ 2 電話の発信または応答を行うには、電話機のヘッドセットボタンを押します。

有線ヘッドセットの無効化

ヘッドセットを無効にするには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用しま
す。ヘッドセットを無効にすると、スピーカーフォンも無効になります。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページでヘッドセットを無効にするには、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）]を選択し、変更する電話機を見つけます。

ステップ 2 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウ（[プロダクト固有の設定（Product Specific
Configuration）]レイアウト部分）で、[スピーカーフォンとヘッドセットの無効化（Disable
Speakerphone and Headset）]チェックボックスをオンにします。

USB ヘッドセット
有線およびワイヤレスの USBヘッドセットがサポートされています。背面 USBポート（ユーザ
の電話機にこのポートがある場合）または側面 USBポートに USBヘッドセット（またはワイヤ
レスヘッドセットの場合はベースステーション）を接続できます

USB ヘッドセットの有効化

Cisco Unified Communications Managerの管理ページ（表示されるウィンドウの [プロダクト固有の
設定（Product Specific Configuration）]のレイアウト部分）で、使用可能なUSBポート（背面USB
ポートのパラメータまたは側面USBポートのパラメータ）を有効にする必要があります。また、
Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、USBクラスを有効化/無効化するパラメー
タとして [オーディオクラス（Audio Class）]が選択されていることも確認します。

手順

ステップ 1 次のいずれかのウィンドウで USBヘッドセットを有効にします。

• [電話の設定（Phone Configuration）]（[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]）。

• [エンタープライズ電話の設定（Enterprise PhoneConfiguration）]（[システム（System）] > [エ
ンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]）。

• [共通の電話プロファイルの設定（CommonPhoneProfileConfiguration）]（[デバイス（Device）]
> [デバイスの設定（DeviceSettings）]> [共通の電話プロファイル（CommonPhoneProfile）]）。

ステップ 2 設定ウィンドウで対応する [共通設定の上書き（Override Common Settings）]パラメータを確認し
ます。

USB ヘッドセットの無効化

USBヘッドセットを無効化するには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで有効
化した USBポート（またはオーディオクラスのパラメータ）を無効化します。また、電話機の
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[アクセサリ（Accessories）]ウィンドウから別のタイプのヘッドセットを選択することもできま
す。この選択により、直前に有効にしていたヘッドセットが無効になります。

手順

ステップ 1 次のいずれかのウィンドウで USBヘッドセットを無効にします。

• [電話の設定（Phone Configuration）]（[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]）。

• [エンタープライズ電話の設定（Enterprise PhoneConfiguration）]（[システム（System）] > [エ
ンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]）。

• [共通の電話プロファイルの設定（CommonPhoneProfileConfiguration）]（[デバイス（Device）]
> [デバイスの設定（DeviceSettings）]> [共通の電話プロファイル（CommonPhoneProfile）]）。

ステップ 2 設定ウィンドウで対応する [共通設定の上書き（Override Common Settings）]パラメータを確認し
ます。

ワイヤレスヘッドセット

Cisco IP Phoneでは、ワイヤレスヘッドセットを使用できます。

シスコのWebサイトではご使用の IP電話機で動作するワイヤレスヘッドセットについて説明し
ています。次の URLにアクセスします。

http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/voicesw/ucphone_headsets.html

ヘッドセットの接続およびこの機能の使用については、ワイヤレスヘッドセットのマニュアルを

参照してください。

電子フックスイッチの有効化

電子フックスイッチ機能は、次のヘッドセットデバイスをサポートします。

• Jabra

◦ PRO9400および GO6400シリーズ

◦ PRO930

◦ GN9300シリーズ

◦ GN9120

• Plantronics

◦ Savi DECT 740、CS5xx DECT
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で [デバイス
（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 [ワイヤレスヘッドセットフックスイッチコントロール（Wireless Headset Hookswitch Control）]
セクションにスクロールします。

ステップ 3 [有効（Enable）]または [無効（Disable）]を選択します。

Bluetooth ワイヤレスヘッドセット
Cisco IP Phone 8851および 8861は、次の Bluetoothワイヤレスヘッドセットをサポートしていま
す。

• Jabra Motion

• Jabra Speak 510

• Jabra PRO 9470

• Jawbone ICON for Cisco

• Plantronics Voyager Pro+

• Plantronics Voyager PRO UC v2

Bluetoothでは、30フィート（10 m）以内の範囲の低帯域幅でワイヤレス接続を行えます。最大
のパフォーマンスが得られるのは、1～ 2 m（3～ 6フィート）の範囲内です。 Bluetoothワイヤ
レステクノロジーは、2.4 GHz帯域で動作します。これは 802.11b/g帯域と同じです。これは干渉
が発生する可能性があります。シスコでは次を推奨しています。

• 5 GHz帯域で動作する 802.11a、802.11nまたは 802.11acを使用します。

•他の 802.11b/gデバイス、Bluetoothデバイス、電子レンジ、大型の金属製品との間隔をあけ
ます。

Cisco IPPhoneは、共有キーによる認証と暗号化方式を利用してヘッドセットと接続します。Cisco
IP Phoneは最大 50のヘッドセットをひとつずつ接続できます。最後に接続されたヘッドセットが
デフォルトとして使用されます。通常、ペアリングはヘッドセットごとに 1回実行されます。

デバイスがペア化された後、両方のデバイス（電話機とヘッドセット）が有効化済みで、相互の

有効範囲内にある限り、そのBluetooth接続が維持されます。この接続は通常、一方のデバイスの
電源が切断された後、再び電源が投入されると、自動的に接続を再確立します。ただし、一部の

ヘッドセットでは、ユーザによる接続の再確立が必要です。

Bluetoothアイコン は、デバイスが接続されているかどうかに関係なく、Bluetoothがオンかど
うかを示します。
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干渉が発生する可能性が考えられます。シスコでは、他の 802.11b/gデバイス、Bluetoothデバイ
ス、電子レンジ、大型の金属製の物体を近くに置かないように推奨しています。可能であれば、

他の 802.11デバイスで 802.11aチャネルを使用するように設定してください。

Bluetoothワイヤレスヘッドセットが動作するために、ヘッドセットが電話機の直接の見通し線内
にある必要はありませんが、壁やドアなどの障害物、および他の電子デバイスからの干渉が接続

に影響を及ぼすことがあります。

ヘッドセットが Cisco IP Phoneから 30フィート（10 m）を超えて離れていると、Bluetoothの接続
は 15～ 20秒間のタイムアウト後にドロップされます。ペア化されたヘッドセットが Cisco IP
Phoneの範囲内に戻ってきたときに、当該電話機が別の Bluetoothヘッドセットに接続されていな
ければ、範囲内にあるBluetoothヘッドセットと自動的に再接続します。電力節約モードで動作す
る一部のタイプの電話機では、再接続を開始するために、ユーザがオペレーションボタンを押し

てヘッドセットを「ウェイクアップ」させることができます。

ヘッドセットを有効にしてから、電話アクセサリとして追加します。

電話機はさまざまハンズフリープロファイル機能をサポートしており、電話機を操作しなくても

ハンズフリーデバイス（Bluetoothワイヤレスヘッドセットなど）を使用して特定のタスクを実行
できます。たとえば、電話機で [リダイヤル（Redial）]を押す代わりに、Bluetoothワイヤレス
ヘッドセットからそのメーカーの手順に従って電話番号をリダイヤルできます。

次の各ハンズフリー機能は、Cisco IP Phone 8851および 8861で使用するBluetoothワイヤレスヘッ
ドセットに適用されます。

•コールへの応答

•コールの終了

•ヘッドセットのコールの音量を変更する

•リダイヤル

•発信者 ID

•即転送

•保留して許可

•リリースして許可

各種ハンズフリーデバイスは、それぞれ機能のアクティブ化方法が異なります。デバイスのメー

カーが、同じ機能を指すときに異なる用語を使用している可能性もあります。
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第 7 章

Cisco IP Phone キー拡張モジュール

• Cisco IP Phoneキー拡張モジュールセットアップの概要, 111 ページ

• KEM電源情報, 112 ページ

• Cisco IP Phoneへの 1台の KEMの接続, 112 ページ

• Cisco IP Phoneへの 2～ 3台の KEMの接続, 116 ページ

• キー拡張モジュールの Cisco Unified CMの管理でのセットアップ, 120 ページ

• キー拡張モジュールセットアップへのアクセス, 123 ページ

• キー拡張モジュールのリセット, 124 ページ

• キー拡張モジュールのトラブルシューティング, 124 ページ

Cisco IP Phone キー拡張モジュールセットアップの概要
Cisco IP Phone 8800キー拡張モジュール（KEM）を Cisco IP Phone 8851および 8861に接続し、ラ
インアピアランス、スピードダイヤル、またはプログラム可能ボタンを電話機に追加します。

プログラム可能ボタンは、電話回線ボタン、スピードダイヤルボタンまたは電話機能ボタンとし

て設定できます。

次の表に、電話機のモデルと、各モデルでサポートされるキー拡張モジュールの数を示します。
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表 13：Cisco IP Phone とサポートされる KEM の数

サポートされる KEM の数Cisco IP Phone モデル

KEM 3台（108の回線またはボタン）Cisco IP Phone 8861

KEM 2台（72の回線またはボタン）Cisco IP Phone 8851

Cisco IP Phone 8841は Cisco IP Phone 8800キー拡張モジュールをサポートしません。（注）

KEM 電源情報
Cisco IP Phone 8800キー拡張モジュールには、次の電力消費量と電源要件があります。

消費電力

KEM 1台あたり 48V DC、5W

電源要件

電話機が直接 KEMに電源を供給する。追加電源の要求はありません。

Cisco IP Phone への 1 台の KEM の接続

手順

ステップ 1 電話機からイーサネットケーブルを抜き取ります。

ステップ 2 装着されている場合、電話機からフットスタンドを取り外します。

ステップ 3 電話機側面のアクセサリコネクタカバーを探します。

次の図は、アクセサリコネクタカバーの位置を示します。
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ステップ 4 2つのアクセサリコネクタカバーを取り外します。
次の図は、アクセサリコネクタカバーの取り外しを示します。

スロットはスパインコネクタ専用に設計されています。他の物体を挿入すると、修理が

必要な損傷が電話機に発生します。

注目

ステップ 5 電話機の正面を上に向けます。

ステップ 6 KEMスパインコネクタの一端を Cisco IP Phoneのアクセサリコネクタに差し込みます。
a) アクセサリコネクタポートとスパインコネクタの位置を合わせます。
b) 電話機へスパインコネクタをしっかり押し込みます。

次の図は、スパインコネクタを示します。
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次の図は、スパインコネクタの取り付けを示します。

ステップ 7 次の図に示すように、スパインコネクタのもう一方の端を KEMに接続します。
a) KEMアクセサリコネクタポートとスパインコネクタの位置を合わせます。
b) KEMをスパインコネクタにしっかり押し込みます。
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ステップ 8 ドライバを使用して電話機にネジを固定します。

この手順によって、電話機と KEMが確実に常時接続されるようにします。次の図は、電話機と
KEMのネジ穴の位置を示します。

ネジが電話機にしっかり挿入され、締め付けられていることを確認しま

す。

（注）
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ステップ 9 （任意） フットスタンドを電話機とKEMに装着し、作業場所に平らに置けるよう両方のフット
スタンドを調節します。

ステップ 10 電話機にイーサネットケーブルを挿入します。

Cisco IP Phone への 2 ～ 3 台の KEM の接続

手順

ステップ 1 電話機からイーサネットケーブルを抜き取ります。

ステップ 2 装着されている場合、電話機からフットスタンドを取り外します。

ステップ 3 電話機側面のアクセサリコネクタカバーを探します。

次の図は、アクセサリコネクタカバーの位置を示します。

ステップ 4 2つのアクセサリコネクタカバーを取り外します。
次の図は、アクセサリコネクタカバーの取り外しを示します。
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スロットはスパインコネクタ専用に設計されています。他の物体を挿入すると、修理が

必要な損傷が電話機に発生します。

注目

ステップ 5 電話機の正面を上に向けます。

ステップ 6 KEMスパインコネクタの一端を Cisco IP Phoneのアクセサリコネクタに差し込みます。
a) アクセサリコネクタポートとスパインコネクタの位置を合わせます。
b) 電話機へスパインコネクタをしっかり押し込みます。

次の図は、スパインコネクタを示します。

次の図は、スパインコネクタの取り付けを示します。
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ステップ 7 次の図に示すように、スパインコネクタのもう一方の端を KEMに接続します。
a) KEMアクセサリコネクタポートとスパインコネクタの位置を合わせます。
b) KEMをスパインコネクタにしっかり押し込みます。
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1台目の KEMが Cisco IP Phoneに接続されました。

ステップ 8 別の KEMスパインコネクタを使用して、2台目の KEMを 1台目の KEMに接続します。

ステップ 9 3つ目の KEMスパインコネクタを使用して、3台目の KEMを 2台目（中間）の KEMに接続し
ます。次の図は、3台の KEMを接続した Cisco IP Phoneです。

ステップ 10 ドライバを使用して電話機および各 KEMにネジを固定します。
この手順によって、電話機と KEMが確実に常時接続されるようにします。次の図は、ネジ穴の
位置を示します。
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ネジが電話機にしっかり挿入され、締め付けられていることを確認しま

す。

（注）

ステップ 11 （任意） フットスタンドを電話機とKEMに装着し、作業場所に平らに置けるようすべてのフッ
トスタンドを調節します。

ステップ 12 電話機にイーサネットケーブルを挿入します。

キー拡張モジュールの Cisco Unified CM の管理でのセットアップ
キー拡張モジュールセットアップの間に、KEMを 1列モードまたは 2列モードで表示するよう
設定できます。
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1列モード

1列モードでは、画面の各行が 1本の回線に対応し、この回線には左側のボタンと右側のボ
タンのいずれかでアクセスできます。この設定では、キー拡張モジュールは 1ページ目に
9回線、2ページ目に 9回線を表示します。次の図は、1列モードを示します。
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2列モード

2列モードでは、画面の左側のボタンと右側のボタンとが、それぞれ異なる回線に割り当て
られます。この設定では、キー拡張モジュールは 1ページ目に 18回線、2ページ目に 18回
線を表示します。次の図は、2列モードを示します。

1列モードおよび 2列モードの両方で、ラベルが表示スペースより長い場合、テキスト省略記
号（…）が含まれます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
を選択します。

[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウが表示されます。 Cisco IP Phone 8800
キー拡張モジュールを設定する 1つ以上の電話機を検索できます。

ステップ 2 検索条件を選択するか入力して、[検索（Find）]をクリックします
[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]ウィンドウに、検索基準を満たす電話機の一覧が
表示されます。

ステップ 3 Cisco IPPhone 8800キー拡張モジュールを設定する電話機をクリックします。 [電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの右側にあるペインで [拡張モジュール情報
（Expansion Module Information）]セクションまでスクロールダウンし、[モジュール 1（Module
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キー拡張モジュールのリセット

この手順では、拡張モジュールを工場出荷時の状態にリセットする方法を説明します。

手順

ステップ 1 KEMに電源を入れ、[ページ 1（Page 1）]を押し、キーを押したままにします。 LCDが白に変
わってから少なくとも 1秒間、ページ 1を押し続けます。

ステップ 2 ページ 1を離すと、LEDが赤くなります。すぐに [ページ 2（Page 2）]を押し、少なくとも 1秒
間は [ページ 2（Page 2）]を押し続けます。

ステップ 3 ページ 2を離すと、すべての LEDがオレンジになります。

ステップ 4 回線 5、14、1、18、10、9の順に押します。
LCDが青に変わり、スピニングローダのアイコンが中央に表示されます。

KEMがリセットされます。

キー拡張モジュールのトラブルシューティング

キー拡張モジュール（KEM）のトラブルシューティング情報を取得するには、次の手順を実行し
ます。

手順

ステップ 1 CLIを開きます。

ステップ 2 次のコマンドを入力してデバッグモードを開始します。
debugsh

ステップ 3 ?を入力します。使用可能なすべてのコマンドとオプションが表示されます。

ステップ 4 適切なコマンドとオプションを使用して、必要な KEM情報を検索します。

ステップ 5 デバッグモードを終了するには、Ctrlキーを押した状態で Cキーを押します。

   Cisco IP Phone 8841/8851/ 8861 アドミニストレーションガイド for Cisco Unified Communications Manager
10.5

124

キー拡張モジュールのリセット



第 8 章

壁面取り付け

• 壁面取り付けオプション, 125 ページ

• 電話機のロック非対応壁面取り付けコンポーネント, 125 ページ

• キー拡張モジュール付き電話用ロック非対応壁面取り付けコンポーネント, 132 ページ

• ハンドセットレストの調整, 139 ページ

壁面取り付けオプション

Cisco IP Phone壁面取り付けキットに含まれている特殊な金具を使用して、電話機を壁面に取り付
けることができます。壁面取り付けキットは、電話機とは別にご注文ください。

次の壁面取り付けオプションを入手できます。

• Cisco IP Phone 8800シリーズ壁面取り付けキット：Cisco IP Phone 8841、8851、および 8861
用ロック非対応壁面取り付けキット。

• Cisco IP Phone 8800シリーズ壁面取り付けキットと 1台の KEM：Cisco IP Phone 8800キー拡
張モジュールが接続されたCisco IP Phone 8841、8851、および 8861に装着されるロック非対
応壁面取り付けキット。

電話機のロック非対応壁面取り付けコンポーネント

ここでは、Cisco IPPhone8800シリーズ壁面取り付けキットの取り付け方法について説明します。
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次の図は、電話機に設置されている壁面取り付けキットを示します。

図 1：電話機に装着した壁面取り付けキットの背面

次の図は、壁面取り付けキットが設置された電話機の側面を示します。

図 2：電話機に装着した壁面取り付けキットの側面
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次の図は、Cisco IP Phone 8800シリーズ壁面取り付けキットのコンポーネントを示しています。

図 3：コンポーネント

同梱物は、次のとおりです。

•電話機用ブラケット x 1個

•壁面用ブラケット x 1個

• #8-18 x 1.25インチのプラスネジ x 4個、アンカー x 4個

• K30 x 8 mmのセルフタッピングネジ x 2本

• 6インチのイーサネットケーブル X 1本

電話へのロック非対応壁面取り付けキットの取り付け

壁面取り付けキットはコンクリート、れんが、または同様の硬い表面を含むほとんどの表面に配

置できます。コンクリート、れんが、または同様の硬い表面にキットを取り付けるには、壁の表

面に合ったネジとアンカーを用意する必要があります。

はじめる前に

ブラケットの取り付けには、次の工具が必要です。

• #1と #2のプラスドライバー

•水準器

•鉛筆

現在、目的の位置に電話用のイーサネットジャックが存在しない場合は、イーサネットジャック

も設置します。このジャックには、イーサネット接続のために適切に配線されている必要があり

ます。通常の電話ジャックは使用できません。
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手順

ステップ 1 取り付け位置に、壁面用ブラケットを取り付けます。ブラケットをイーサネットジャックにかぶ

せて取り付けることも、近くのジャックまでイーサネットネットワークケーブルを配線すること

もできます。

ジャックを電話機の背面に配置する場合は、イーサネットジャックを壁にぴったり付

けるか、埋め込む必要があります。

（注）

a) ブラケットの背面の矢印が上向きになるように、ブラケットを壁に設置します。
b) 水準器を使用してブラケットが水平であることを確認した後、鉛筆でネジ穴の位置に印を付け
ます。

c) #2のプラスドライバーを使用して、鉛筆で付けた印にアンカーの中心を慎重に合わせ、アン
カーを壁面に押し込みます。

d) アンカーを時計回りの方向に回し、壁面と平らになるまで押し込みます。
e) 付属のネジと #2のプラスドライバーを使用して、ブラケットを壁面に装着します。

次の図は、ブラケットの取り付け手順を示します。

図 4：ブラケットの取り付け
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ステップ 2 IP Phoneに電話機用ブラケットを装着します。
a) 電話本体から、ハンドセットのコード（ヘッドセットがある場合はヘッドセットコード）以
外、電源コードと他のすべてのコードを抜きます。

b) ブラケットのタブを電話機背面の取り付け用タブに挿入して、電話機用ブラケットを装着しま
す。ブラケットの穴から、電話機のポートにアクセスできることを確認してください。

c) 1番のプラスドライバを使用し、電話機用ブラケットをセルフタッピングネジで IP Phoneに
固定します。

d) コードを元通りに装着し、電話本体に付いているクリップで固定します。

次の図に、ブラケットを電話機に装着する方法を示します。

図 5：電話機用ブラケットの装着

ステップ 3 ケーブルを電話機に接続します。

a) イーサネットケーブルを 10/100/1000 SWネットワークポートと壁面のジャックに接続しま
す。

b) （任意） 電話機にネットワークデバイス（コンピュータなど）を接続する場合、ケーブルを
10/100/1000コンピュータ（PCアクセス）ポートに装着します。

c) （任意）外部電源を使用する場合、電源コードを電話機に差し込み、電話本体のPCポートの
横に付いているクリップで、コードをはさんで固定します。

d) （任意） ケーブルの終端が壁面ブラケットの中にある場合は、ケーブルをジャックに接続し
ます。
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次の図は、ケーブルを示します。

図 6：ケーブルの接続

ステップ 4 壁面ブラケットの上部にあるタブを電話機ブラケットのスロットに挿入して、電話機をブラケッ

トに装着します。

ケーブルの終端がブラケットの外に出る場合は、ブラケット下部のケーブル差し込み口を使用し

て、ブラケット背面の壁に終端がない電源コードやその他のケーブルを配置します。電話機用ブ

ラケットと壁面用ブラケットの開口部によって、複数の円形の開口部ができ、1つの開口部に 1
本のケーブルを通すことができるようになっています。
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次の図は、壁面用ブラケットへの電話機の設置方法を示します。

図 7：壁面用ブラケットへの電話の設置

ステップ 5 電話機を壁面ブラケットにしっかりと押し付け、下にスライドします。カチッという音がしてブ

ラケットのタブが位置に収まります。

ステップ 6 ハンドセットレストの調整, （139ページ）に進みます。

ロック非対応壁面取り付けからの電話機の取り外し

電話機のマウントプレートには、壁面用ブラケットにプレートをロックするための 2個のタブが
付いています。次の図は、タブの位置と形状を示します。

図 8：タブの位置
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壁面用ブラケットから電話とマウントプレートを取り外すには、これらのタブを外す必要があり

ます。

はじめる前に

金属棒 2本が必要です。

手順

ステップ 1 電話マウントプレートにある左右の穴に棒を 0.25インチ（0.5 cm）ほど差し込みます。

ステップ 2 内側にしっかりと押して（電話に向けて）タブを解除し、電話機を持ち上げて壁面用ブラケット

から電話を取り外し、自分の方に電話を引き寄せます。

図 9：タブの解除

ステップ 3 タブをしっかりと押し込んで外すと同時に電話機を持ち上げ、壁面用ブラケットから電話機を取

り外します。

キー拡張モジュール付き電話用ロック非対応壁面取り付けコンポーネ

ント

ここでは、電話機がキー拡張モジュールと接続された場合に、電話機へCisco IPPhone8800シリー
ズ壁面取り付けキットと 1台の KEMを取り付ける方法について説明します。

次の図は、電話機に設置されている壁面取り付けキットを示します。
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次の図は、壁面取り付けキットが設置された電話機の側面を示します。

次の図は、Cisco IP Phone 8800シリーズ壁面取り付けキットと 1台の KEMのコンポーネントを示
しています。

同梱物は、次のとおりです。

•電話機用ブラケット x 1個

•壁面用ブラケット x 1個
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• #8-18 x 1.25インチのプラスネジ x 6個、アンカー x 6個

• K30 x 8 mmのセルフタッピングネジ x 3本

• 6インチのイーサネットケーブル X 1本

キー拡張モジュール付き電話用ロック非対応壁面取り付けキットの装着

壁面取り付けキットはコンクリート、れんが、または同様の硬い表面を含むほとんどの表面に配

置できます。コンクリート、れんが、または同様の硬い表面にキットを取り付けるには、壁の表

面に合ったネジとアンカーを用意する必要があります。

はじめる前に

ブラケットの取り付けには、次の工具が必要です。

• #1と #2のプラスドライバー

•水準器

•鉛筆

現在、目的の位置に電話用のイーサネットジャックが存在しない場合は、イーサネットジャック

も設置します。このジャックには、イーサネット接続のために適切に配線されている必要があり

ます。通常の電話ジャックは使用できません。

手順

ステップ 1 取り付け位置に、壁面用ブラケットを取り付けます。ブラケットをイーサネットジャックにかぶ

せて取り付けることも、近くのジャックまでイーサネットネットワークケーブルを配線すること

もできます。

ジャックを電話機の背面に配置する場合は、イーサネットジャックを壁にぴったり付

けるか、埋め込む必要があります。

（注）

a) 壁面用ブラケットを壁面に合わせます。壁面用ブラケットの向きについては、次の図を参照し
てください。

b) 水準器を使用してブラケットが水平であることを確認した後、鉛筆でネジ穴の位置に印を付け
ます。

c) #2のプラスドライバーを使用して、鉛筆で付けた印にアンカーの中心を慎重に合わせ、アン
カーを壁面に押し込みます。

d) アンカーを時計回りの方向に回し、壁面と平らになるまで押し込みます。
e) 付属のネジと #2のプラスドライバーを使用して、ブラケットを壁面に装着します。
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ステップ 2 電話機用ブラケットを IP Phoneとキー拡張アセンブリに取り付けます。
a) 電話本体からハンドセットのコード（およびヘッドセットがある場合は、ヘッドセットのコー
ド）、電源コード、その他のすべてのコードを取り外します。

b) ブラケットのタブを電話機背面の取り付け用タブに挿入して、電話機用ブラケットを装着しま
す。ブラケットの穴から、電話機のポートにアクセスできることを確認してください。

c) 1番のプラスドライバを使用し、電話機用ブラケットをセルフタッピングネジで IP Phoneに
固定します。

d) ハンドセットのコード（および使用する場合は、ヘッドセットのコード）をブラケットの穴に
通します。コードを元通りに装着し、電話本体に付いているクリップで固定します。

ヘッドセットコネクタとハンドセットコネクタは、壁面マウントブラケットの外側からアク

セスできる必要があります。
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ステップ 3 ケーブルを接続します。

a) イーサネットケーブルを 10/100/1000 SWネットワークポートと壁面のジャックに接続しま
す。

b) （任意） 電話機にネットワークデバイス（コンピュータなど）を接続する場合、ケーブルを
10/100/1000コンピュータ（PCアクセス）ポートに装着します。

c) （任意）外部電源を使用する場合、電源コードを電話機に差し込み、電話本体のPCポートの
横に付いているクリップで、コードをはさんで固定します。

d) （任意） ケーブルの終端が壁面ブラケットの中にある場合は、ケーブルをジャックに接続し
ます。
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ステップ 4 電話機用ブラケットの上部にあるタブを壁面ブラケットのスロットに挿入して、電話機を壁面ブ

ラケットに装着します。

ケーブルをブラケット外で終端する場合は、ブラケット下部のケーブル差し込み口を使用して電

源コードやブラケットの後ろの壁で終端しない他のケーブルを配置します。電話機用ブラケット

と壁面用ブラケットの開口部によって、複数の円形の開口部ができ、1つの開口部に 1本のケー
ブルを通すことができるようになっています。

ステップ 5 ハンドセットレストの調整, （139ページ）に進みます。
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ロック非対応壁面取り付けからの電話機とキー拡張モジュールの取り外し

電話機のマウントプレートには、壁面用ブラケットにプレートをロックするための 2個のタブが
付いています。次の図は、タブの位置と形状を示します。

壁面用ブラケットから電話とマウントプレートを取り外すには、これらのタブを外す必要があり

ます。

はじめる前に

金属棒 2本が必要です。

手順

ステップ 1 電話マウントプレートにある左右の穴に棒を 0.25インチ（0.5 cm）ほど差し込みます。

ステップ 2 内側にしっかりと押して（電話に向けて）タブを解除し、電話機を持ち上げて壁面用ブラケット

から電話を取り外し、自分の方に電話を引き寄せます。
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ハンドセットレストの調整

電話機が壁に取り付けられている場合は、受話器が受け台から滑り落ちないように受話器の受け

台を調整する必要があります。

手順

ステップ 1 受け台からハンドセットを外し、ハンドセットレストからプラスチックタブを引き出します。

ステップ 2 タブを 180度回します。

ステップ 3 角のノッチが手前になるように、2本指でタブを持ちます。

ステップ 4 タブを受け台のスロットに合わせ、タブをスロット内に均等に押し込みます。回したタブの上部

から突起が出ている状態になります。

ステップ 5 ハンドセットをハンドセットレストに戻します。
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第 IV 部

Cisco IP Phone の管理
• Cisco IP Phoneのセキュリティ, 143 ページ

• Cisco IP Phoneのカスタマイズ, 161 ページ

• 電話機の機能および設定, 169 ページ

• 社内ディレクトリとパーソナルディレクトリ, 233 ページ













説明機能

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページから制御する追加セキュリティ
オプション。

• PCポートの無効化

• Gratuitous ARP（GARP）の無効化

• PCボイス VLANアクセスの無効化

• [設定（Setting）]メニューへのアクセスの無効化。または、[設定
（Preferences）]メニューにアクセスすること、音量の変更を保存することの
み可能な、限定的なアクセスの提供

•電話機のWebページへのアクセスの無効化

• Bluetoothアクセサリポートの無効化

電話機のセキュリティの強化

Cisco IP Phoneは 802.1X認証を使用して、ネットワークへのアクセスの要求およ
びネットワークアクセスができます。詳細については、802.1X認証, （157ペー
ジ）を参照してください。

802.1X認証

セキュリティ目的で Survivable Remote Site Telephony（SRST）リファレンスを設定
してから、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで従属デバイスをリ
セットすると、TFTPサーバは電話機の cnf.xmlファイルにSRST証明書を追加し、
そのファイルを電話機に送信します。その後、セキュアな電話機はTLS接続を使
用して、SRST対応ルータと相互に対話します。

SRST向けのセキュアなSIPフェー
ルオーバー

デバイスと Cisco Unified Communications Managerサーバの間で送信されるすべて
の SIPシグナリングメッセージが暗号化されるようにします。

シグナリング暗号化

[セキュリティのセットアップ（Security Setup）]メニューには、さまざまなセキュリティ設定に
関する情報が表示されます。メニューでは、[信頼リスト（Trust List）]メニューにもアクセスで
き、CTLファイルまたは ITLファイルが電話機にインストールされているかどうかを示します。

次の表に、[セキュリティのセットアップ（Security Setup）]メニューのオプションを示します。

表 15：[セキュリティのセットアップ（Security Setup）] メニュー

変更の手順説明オプション

Cisco Unified CMの管理で、[デバイス
（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
この設定は [電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウの [プロトコル固
有情報（Protocol Specific Information）]の部分
に表示されます。

電話機に設定されているセキュリティモー

ドを表示します。

セキュリティモード

（Security Mode）
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電話コールのセキュリティ

電話機にセキュリティを実装している場合は、電話スクリーンに表示されるアイコンによって、

セキュアな電話コールや暗号化された電話コールを識別できます。また、コールの開始時にセ

キュリティトーンが再生される場合は、接続された電話機がセキュアであり保護されているかど

うかも判断できます。

セキュアなコールでは、すべてのコールシグナリングとメディアストリームが暗号化されます。

セキュアなコールは高度なレベルのセキュリティを提供し、コールに整合性とプライバシーを提

供します。処理中のコールが暗号化されているときは、電話スクリーンのコール時間タイマーの

右側にあるコール進捗アイコンが、次のアイコン に変化します。

コールが PSTNなどの非 IPコールレッグを経由してルーティングされる場合、コールが IP
ネットワーク内で暗号化されており、鍵のアイコンが関連付けられていても、そのコールはセ

キュアではないことがあります。

（注）

セキュアなコールではコールの開始時にセキュリティトーンが再生され、接続先の電話機もセ

キュアな音声を送受信していることを示します。セキュアでない電話機にコールが接続される

と、セキュリティトーンは再生されません。

セキュアなコールは、2台の電話機間でのみサポートされます。電話会議や共有回線などの一
部の機能は、セキュアなコールが設定されているときは使用できません。

（注）

Cisco Unified Communications Managerで電話機をセキュア（暗号化および信頼された）として設
定した場合、その電話機には「保護」ステータスを割り当てることができます。その後、必要に

応じて、保護された電話機は、コールの初めに通知トーンを再生するように設定できます。

• [保護されたデバイス（Protected Device）]：セキュアな電話機のステータスを保護に変更す
るには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウにある [保護されたデバイス（Protected Device）]チェックボック
スをオンにします（[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]）。

• [セキュアインディケーショントーンの再生（Play Secure Indication Tone）]：保護された電
話機で、セキュアまたは非セキュアな通知トーンの再生を有効にするには、[セキュアイン
ディケーショントーンの再生（Play Secure Indication Tone）]設定を [はい（True）]に設定し
ます。デフォルトでは、[セキュアインディケーショントーンの再生（Play Secure Indication
Tone）]は [いいえ（False）]に設定されます。このオプションは、CiscoUnifiedCommunications
Managerの管理（[システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]で設定
します。サーバを選択してから、Unified Communications Managerサービスを選択します。
[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウで、[機能 -セキュア
トーン（Feature - Secure Tone）]領域内にあるオプションを選択します。デフォルト設定は
[いいえ（False）]です。
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セキュアな会議コールの特定

セキュアな会議コールを開始し、参加者のセキュリティレベルをモニタすることができます。セ

キュアな電話会議は、次のプロセスに従って確立されます。

1 ユーザがセキュアな電話機で会議を開始します。

2 Cisco Unified Communications Managerが、コールにセキュアな会議ブリッジを割り当てます。

3 参加者が追加されると、Cisco Unified Communications Managerは、各電話機のセキュリティ
モードを検証し、セキュアな会議のレベルを維持します。

4 電話機に会議コールのセキュリティレベルが表示されます。セキュアな会議では、電話機の

画面の [会議（Conference）]の右側にセキュアアイコン が表示されます。

参加者の電話機のセキュリティモードおよびセキュアな会議ブリッジの可用性によっては、

会議コールのセキュリティレベルに影響する連携動作と制限事項があります。

（注）

次の表は、発信側の電話機のセキュリティレベル、参加者のセキュリティレベル、およびセキュ

アな会議ブリッジの可用性に応じた、会議のセキュリティレベルの変更に関する情報を示してい

ます。

表 16：会議コールのセキュリティの制限事項

アクションの結果参加者のセキュリティレ

ベル

使用される

機能

発信側の電話

機のセキュリ

ティレベル

非セキュアな会議ブリッジ

非セキュアな会議

セキュア（Secure）会議非セキュア

（Nonsecure）

セキュアな会議ブリッジ

非セキュアな会議

少なくとも 1台のメン
バーが非セキュア。

会議セキュア

（Secure）

セキュアな会議ブリッジ

セキュアな暗号化レベルの会議

セキュア（Secure）会議セキュア

（Secure）

発信側は「セキュリティレベルを満たし

ていません。コールを拒否します（Does
not meet Security Level, call rejected）」と
いうメッセージを受け取る。

最小限のセキュリティレ

ベルが暗号化。

ミートミー非セキュア

（Nonsecure）

セキュアな会議ブリッジ

会議はすべてのコールを受け入れる。

最小限のセキュリティレ

ベルは非セキュア

ミートミーセキュア

（Secure）
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セキュアな電話コールの識別

ユーザの電話機および相手側の電話機でセキュアなコールが設定されている場合にセキュアなコー

ルが確立されます。相手側の電話機は、同じ Cisco IPネットワーク内にあっても、Cisco IPネッ
トワーク以外のネットワークにあってもかまいません。セキュアなコールは 2台の電話機間での
み形成できます。会議コールや、複数回線を使用するその他のコールはサポートされません。

セキュアなコールは、次のプロセスに従って確立されます。

1 ユーザがセキュアな電話機（セキュリティモードで保護された電話機）でコールを開始しま

す。

2
電話スクリーンにセキュアアイコン が表示されます。このアイコンは、この電話機がセ

キュアなコール用に設定されていることを示しますが、接続する他の電話機もセキュアである

という意味ではありません。

3 そのコールが別のセキュアな電話機に接続された場合は、ユーザにセキュリティトーンが聞こ

え、通話の両端が暗号化および保護されていることを示します。コールが非セキュアな電話機

に接続された場合は、ユーザにはセキュリティトーンが聞こえません。

セキュアなコールは、2台の電話機間の対話をサポートしています。電話会議や共有回線など
の一部の機能は、セキュアなコールが設定されているときは使用できません。

（注）

保護された電話機だけで、セキュアまたは非セキュアなインディケーショントーンが再生されま

す。保護されていない電話機ではトーンは聞こえません。コール中にコール全体のステータスが

変化すると、それに従って通知トーンも変化し、保護された電話機は対応するトーンを再生しま

す。

このような状況にない場合、保護された電話機はトーンを再生しません。

• [セキュアインディケーショントーンの再生（Play Secure Indication Tone）]オプションが有
効になっている場合

◦エンドツーエンドのセキュアなメディアが確立され、コールステータスがセキュアに
なった場合、電話機はセキュアインディケーショントーン（間に小休止を伴う 3回の
長いビープ音）を再生します。

◦エンドツーエンドの非セキュアなメディアが確立され、コールステータスが非セキュア
になった場合、電話機は、非セキュアのインディケーショントーンを再生します（間に

小休止を伴う 6回の短いビープ音）。

[セキュアインディケーショントーンの再生（Play Secure Indication Tone）]オプションが無効に
なっている場合、トーンは再生されません。

   Cisco IP Phone 8841/8851/ 8861 アドミニストレーションガイド for Cisco Unified Communications Manager
10.5

152

サポート対象のセキュリティ機能



セキュアなコールは、2台の電話機間でのみサポートされます。セキュアなコールが設定され
ている場合は、会議コール、シェアドライン、エクステンションモビリティといった一部の

機能は使用できません。

（注）

割り込みの暗号化

Cisco Unified Communications Managerは、会議の確立時に電話機のセキュリティステータスを確
認し、会議のセキュリティ表示を変更するか、またはコールの確立をブロックしてシステムの整

合性とセキュリティを維持します。

電話機に暗号化が設定されていない場合、その電話機を使用して暗号化されたコールに割り込む

ことはできません。この場合、割り込みに失敗すると、割り込みが開始された電話機でリオー

ダートーン（速いビジー音）が聞こえます。

割り込みの開始側の電話機に暗号化が設定されている場合、割り込みの開始側は暗号化された電

話機からセキュアでないコールに割り込むことができます。割り込みが発生すると、CiscoUnified
Communications Managerはそのコールをセキュアでないコールに分類します。

割り込みの開始側の電話機に暗号化が設定されている場合、割り込みの開始側は暗号化されたコー

ルに割り込むことができ、電話機はそのコールが暗号化されていることを示します。

WLAN セキュリティ（WLAN Security）

通信圏内にあるすべてのWLANデバイスは他のWLANトラフィックをすべて受信できるため、
WLAN内の音声通信の保護は重要です。侵入者による音声トラフィックの操作や傍受を防止する
ため、Cisco SAFEセキュリティアーキテクチャは、Cisco IP Phoneと Cisco Aironet APをサポート
します。ネットワーク内のセキュリティの詳細については、http://www.cisco.com/en/US/netsol/ns744/
networking_solutions_program_home.htmlを参照してください。

Cisco Wireless IPテレフォニーソリューションは、ワイヤレス Cisco IP Phoneがサポートする次の
認証方式を使用して、不正ログインおよび改ざんされた通信を防ぐワイヤレスネットワークセ

キュリティを提供します。

•オープン認証：オープンシステムでは、任意のワイヤレスデバイスが認証を要求できます。
要求を受けた APは、任意のリクエスタまたはユーザのリスト上にあるリクエスタだけに認
証を与える場合があります。ワイヤレスデバイスとAPとの間の通信は暗号化されない可能
性もあります。暗号化される場合、デバイスは有線と同等のプライバシー（WEP）キーを使
用してセキュリティを提供できます。WEPを使用しているデバイスは、WEPを使用してい
る APでの認証だけを試みます。

•共有キー認証：APは、APとの通信を試みるすべてのデバイスに対して、暗号化されていな
いチャレンジテキストのストリングを送信します。認証を要求しているデバイスは、事前に

設定されたWEPキーを使用してチャレンジテキストを暗号化し、APに返します。チャレ
ンジテキストが正しく暗号化されている場合、APは要求側のデバイスの認証を許可します。
デバイスのWEPキーが AP上のWEPキーと一致する場合にだけ、デバイスは認証を受ける
ことができます。
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共有キー認証は、Cisco IP Phone 8861には適用されません。（注）

共有キー認証は、他のユーザがチャレンジをモニタできるため、WEPによるオープン認証よ
りも安全性が低くなる可能性があります。暗号化されていないチャレンジテキストストリ

ングと暗号化されているチャレンジテキストストリングを比較することにより、侵入者は

WEPキーを計算できます。

• Extensible Authentication Protocol-Flexible Authentication via Secure Tunneling（EAP-FAST）認
証：このクライアントサーバのセキュリティアーキテクチャは、APと、CiscoAccessControl
Server（ACS）などの RADIUSサーバとの間の Transport Level Security（TLS）トンネル内の
EAPトランザクションを暗号化します。

TLSトンネルでは、クライアント（電話機）とRADIUSサーバの間の認証に ProtectedAccess
Credential（PAC）が使用されます。サーバはAuthority ID（AID）をクライアント（電話機）
に送信します。それを受けてクライアントは適切な PACを選択します。クライアント（電
話機）は PAC-Opaqueを RADIUSサーバに返します。サーバは、そのマスターキーで PAC
を復号します。これで両方のエンドポイントに同じ PACキーが含まれ、TLSトンネルが構
築されます。 EAP-FASTでは、自動 PACプロビジョニングがサポートされていますが、
RADIUSサーバ上で有効にする必要があります。

Cisco ACSでの PACの有効期限は、デフォルトで 1週間です。電話機に期限
切れの PACが存在する場合、電話機が新しい PACを取得するまでの間は、
RADIUSサーバでの認証に比較的長い時間がかかります。 PACプロビジョニ
ングの遅延を回避するには、ACSサーバまたはRADIUSサーバで PACの有効
期間を 90日以上に設定します。

（注）

• Protected ExtensibleAuthentication Protocol（PEAP）：クライアント（電話機）とRADIUSサー
バ間の、シスコ独自のパスワードベースの相互認証方式です。 Cisco IP Phoneは、ワイヤレ
スネットワークでの認証に PEAPを使用できます。

次の認証方式では、RADIUSサーバを使用して認証キーを管理します。

• WPA/WPA2:一意の認証キーを生成するために RADIUSサーバの情報を使用します。これら
のキーは、中央集中型の RADIUSサーバで生成されるため、WPA/WPA2は、APおよび電話
機に格納されているWPA事前共有キーよりも高いセキュリティを提供します。

• Cisco Centralized Key Management（CCKM）：RADIUSサーバとワイヤレスドメインサーバ
（WDS）の情報を使用して、キーの管理および認証をします。WDSは、高速でセキュアな
再認証用に、CCKM対応クライアントデバイスのセキュリティクレデンシャルのキャッシュ
を作成します。

WPA/WPA2および CCKMでは、暗号化キーは電話機に入力されず、APと電話機の間で自動的に
生成されます。ただし認証で使用するEAPユーザ名とパスワードは、各電話機に入力する必要が
あります。
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音声トラフィックの安全性を確保するため、Cisco IPPhoneでは、暗号化方式としてWEP、TKIP、
および Advanced Encryption Standards（AES）をサポートします。暗号化にこれらのメカニズムを
使用すると、APと Cisco IP Phoneとの間で、シグナリング SIPパケットと音声リアルタイムトラ
ンスポートプロトコル（RTP）パケットの両方が暗号化されます。

WEP

ワイヤレスネットワークでWEPを使用すると、オープン認証または共有キー認証を使用す
ることにより、APで認証が行われます。正常に接続させるには、電話機で設定されたWEP
キーと APで設定されたWEPキーが一致する必要があります。 Cisco IP Phoneは、40ビッ
ト暗号化または 128ビット暗号化を使用し、電話機および APで静的なままのWEPキーを
サポートしています。

EAPと CCKMの認証では、暗号化にWEPキーを使用できます。 RADIUSサーバはWEP
キーを管理し、すべての音声パケットの暗号化を認証した後で一意のキーを APに渡しま
す。そのため、次のWEPキーを各認証で変更できます。

TKIP

WPAと CCKMは、WEPにいくつかの改良が加えられた TKIP暗号化を使用します。 TKIP
は、パケットごとのキーの暗号化、および暗号化が強化されたより長い初期ベクトル（IV）
を提供します。さらに、メッセージ完全性チェック（MIC）は、暗号化されたパケットが
変更されていないことを確認します。 TKIPは、侵入者がWEPを使用してWEPキーを解読
する可能性を排除します。

AES

WPA2認証に使用される暗号化方式。この暗号化の国内規格は、暗号化と復号化に同じキー
を持つ対称型アルゴリズムを使用します。 AESは、128ビットサイズの暗号ブロック連鎖
（CBC）暗号化を使用し、最小のキーサイズとして 128、192、および 256ビットのキーを
サポートします。 Cisco IP Phoneは 256ビットのキーサイズをサポートします。

Cisco IP Phoneは、CMICによる Cisco Key Integrity Protocol（CKIP）をサポートしません。（注）

認証方式と暗号化方式は、ワイヤレス LAN内で設定されます。 VLANは、ネットワーク内およ
びAP上で設定され、認証と暗号化の異なる組み合わせを指定します。 SSIDは、VLANとVLAN
の特定の認証および暗号化方式に関連付けられます。ワイヤレスクライアントデバイスを正常

に認証するには、認証および暗号化方式で使用する SSIDと同じ SSIDを APと Cisco IP Phoneに
設定する必要があります。

一部の認証方式では、特定のタイプの暗号化が必要です。オープン認証では、セキュリティを高

めるために、暗号化で静的WEPを使用できます。ただし、共有キー認証を使用している場合は、
暗号化に静的WEPを設定し、電話機でWEPキーを設定する必要があります。
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（注） • WPA事前共有キーまたはWPA2事前共有キーを使用する場合、その事前共有キーを電話
機で静的に設定する必要があります。これらのキーは、APに存在するキーと一致してい
る必要があります。

• Cisco IP Phoneは、自動 EAPネゴシエーションをサポートしていません。EAP-FASTモー
ドを使用するには、EAP-FASTモードを指定する必要があります。

次の表に、Cisco IP Phoneがサポートしている、Cisco Aironet APで設定される認証方式と暗号化
方式のリストを示します。表には、APの設定に対応する電話機のネットワーク設定オプション
を示します。

表 17：認証方式と暗号化方式

Cisco IP Phone の設定Cisco AP の設定

認証共通の暗号化キー管理認証

オープン（Open）なしオープン（Open）

オープン+WEP
（Open+WEP）

WEPオープン（静的WEP）
（Open (Static WEP)）

共有+WEP（Shared+WEP）WEP共有キー（静的WEP）
（Shared key (Static WEP)）

PEAPWEPオプションの
CCKM

PEAP

802.1x

PEAPTKIPWPA（オプショ
ンで CCKMを使
用）

PEAP

WPA

PEAPAESWPA2PEAP

WPA2

EAP-FASTWEPオプションの
CCKM

EAP-FAST

802.1x

EAP-FASTTKIPWPA

オプションの
CCKM

WPAを使用した EAP-FAST
（EAP-FAST with WPA）

EAP-FASTAESWPA2WPA2を使用した EAP-FAST
（EAP-FAST with WPA2）
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トしているスイッチもあります（CiscoCatalystスイッチなど）。スイッチの設定により、PC
を電話機の PCポートに接続できるかどうかが決定されます。

◦有効：複数ドメインの認証をサポートするスイッチを使用している場合、PCポートを
有効化し、そのポートに PCを接続できます。この場合、スイッチと接続先 PC間の認
証情報の交換をモニタするために、Cisco IP PhoneはプロキシEAPOLログオフをサポー
トします。 Cisco Catalystスイッチでの IEEE 802.1Xサポートの詳細については、次の
URLにある Cisco Catalystスイッチのコンフィギュレーションガイドを参照してくださ
い。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/ps708/tsd_products_support_series_home.html

◦無効：スイッチで同じポート上の複数の 802.1X準拠デバイスがサポートされていない
場合は、802.1X認証を有効にするときに PCポートを無効にするようにしてください。
このポートを無効にしないで PCを接続しようとすると、スイッチは電話機と PCの両
方に対してネットワークアクセスを拒否します。

•ボイス VLANの設定：802.1X標準では VLANが考慮されないため、この設定をスイッチの
サポートに基づいて行うようにしてください。

◦有効：複数ドメインの認証をサポートするスイッチを使用している場合は、ボイスVLAN
を引き続き使用できます。

◦無効：スイッチで複数ドメインの認証がサポートされていない場合は、ボイス VLAN
を無効にし、ポートをネイティブ VLANに割り当てることを検討してください。

• MD5共有秘密の入力：電話機で 802.1X認証を無効にするか、工場出荷時の状態にリセット
すると、以前に設定されたMD5共有秘密は削除されます。

802.1X 認証へのアクセス

次の手順に従って、802.1X認証の設定にアクセスできます。

手順

ステップ 1 [アプリケーション（Applications）]を押します。

ステップ 2 [管理者設定（Administrator Settings）] > [セキュリティのセットアップ（Security Setup）] > [802.1X
認証（802.1X Authentication）]を選択します。

ステップ 3 [802.1X認証（802.1XAuthentication）]オプション, （158ページ）の説明に従ってオプションを設
定します。

ステップ 4 メニューを終了するには、[終了（Exit）]を押します。

[802.1X 認証（802.1X Authentication）] オプション

次の表では、802.1X認証オプションについて説明します。
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表 18：802.1X 認証の設定

変更の手順説明オプション

[デバイス認証（Device
Authentication）]フィールドの設
定,（159ページ）を参照してくだ
さい。

802.1X認証が有効かどうかを示します。

• [有効（Enabled）]：電話機は802.1X認
証を使用してネットワークアクセスを

要求します。

• [無効（Disabled）]：デフォルト設定で
す。電話機は、CDPを使用してVLAN
およびネットワークアクセスを取得し

ます。

デバイス認証

（Device
Authentication）

表示専用。変更不可。[状態（State）]：802.1x認証の状態を表示し
ます。

• [切断済み（Disconnected）]：802.1x認
証が電話機に設定されていないことを

示します。

• [認証済（Authenticated）]：電話が認証
されたことを示します。

• [保留（Held）]：認証プロセスが進行
中であることを示します。

[プロトコル（Protocol）]：802.1x認証に使
用されるEAP方式を表示します（EAP-FAST
またはEAP-TLSである場合があります）。

トランザクショ

ンステータス

（Transaction
Status）

[デバイス認証（Device Authentication）] フィールドの設定

手順

ステップ 1 アプリケーションボタン を押した後、[管理者設定（Administrator Settings）] > [セキュリティ
のセットアップ（Security Setup）] > [802.1X認証（802.1X Authentication）]を選択します。

ステップ 2 [デバイス認証（Device Authentication）]オプションを [はい（Yes）]または [いいえ（No）]に設
定します。

ステップ 3 [適用（Apply）]を押します。
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◦ 1台の電話機に指定する場合：Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [電
話の設定（Phone configuration）]ウィンドウにある [アイドル（Idle）]フィールド。

◦複数の電話機に同時に指定する場合：[エンタープライズパラメータ設定（Enterprise
Parameters Configuration）]ウィンドウにある [URLアイドル（URL Idle）]フィールド、
または一括管理ツール（BAT）の [アイドル（Idle）]フィールド

•アイドル表示 XMLサービスを起動するまでの電話機の未使用時間の指定

◦ 1台の電話機に指定する場合：Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [電
話の設定（Phone configuration）]ウィンドウにある [アイドルタイマー（Idle Timer）]
フィールド。

◦複数の電話機に同時に指定する場合：[エンタープライズパラメータ設定（Enterprise
Parameters Configuration）]ウィンドウにある [URLアイドル時間（URL Idle Time）]
フィールド、または一括管理ツール（BAT）の [アイドルタイマー（IdleTimer）]フィー
ルド

手順

ステップ 1 CiscoUnified CommunicationsManager Administrationで、[設定（Settings）] > [デバイス設定（Device
Configuration）]を選択します。

ステップ 2 [アイドル URL（Idle URL）]フィールドに、未使用時画面 XMLサービスの URLを入力します。

ステップ 3 [URLのアイドル時間（Idle URL Time）]フィールドに、未使用時画面 XMLサービスを表示する
までアイドル状態の電話機が待機する時間を入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。
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第 11 章

電話機の機能および設定

• 電話機の機能および設定の概要, 170 ページ

• Cisco IP Phoneユーザのサポート, 171 ページ

• テレフォニー機能, 171 ページ

• 機能ボタンとソフトキー, 192 ページ

• スピーカーフォンを無効にする, 194 ページ

• Cisco IP Phoneでの省電力のスケジュール, 194 ページ

• Cisco IP Phoneでの Power Save Plus（EnergyWise）のスケジュール, 196 ページ

• エージェントグリーティングの有効化, 200 ページ

• DFビットのセットアップ, 201 ページ

• サイレントの設定, 202 ページ

• モニタリングと録音のセットアップ, 203 ページ

• LLDPの電力ネゴシエーションのセットアップ, 204 ページ

• Bluetoothプロファイルのセットアップ, 204 ページ

• 自動ポート同期の設定, 205 ページ

• SSHアクセスの設定, 205 ページ

• コールの転送通知のセットアップ, 206 ページ

• クライアント識別コードのセットアップ, 207 ページ

• コールの回線ステータスのリストの有効化, 208 ページ

• デュアルバンク情報のセットアップ, 208 ページ

• 強制承認コードの設定, 209 ページ

• 着信コール Toastタイマーの設定, 209 ページ
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• ピアファームウェア共有の設定, 210 ページ

• リモートポート設定のセットアップ, 211 ページ

• ヘッドセットの側音制御の設定, 212 ページ

• デバイスから呼び出された録音を有効化, 213 ページ

• Releaseボタンからのダイヤルトーンのセットアップ, 214 ページ

• パークモニタリング, 214 ページ

• 実行可能な着信呼警告の有効化, 218 ページ

• コール履歴表示拡張の有効化, 219 ページ

• 共有回線のコール履歴の有効化, 220 ページ

• デフォルト回線フィルタのセットアップ, 220 ページ

• カスタム回線フィルタのセットアップ, 221 ページ

• 電話ボタンテンプレート, 221 ページ

• 電話機のWebページへのアクセスの制御, 225 ページ

• ソフトキーテンプレートの設定, 226 ページ

• RTP/sRTPポート範囲のセットアップ, 229 ページ

• TLS再開タイマーのセットアップ, 230 ページ

• ビジュアルボイスメールのセットアップ, 231 ページ

• 特定ユーザのビジュアルボイスメールのセットアップ, 232 ページ

• ユーザグループのビジュアルボイスメールのセットアップ, 232 ページ

電話機の機能および設定の概要

Cisco IP Phoneをネットワークに設置し、ネットワークの設定値を設定して、IP Phoneを Cisco
Unified Communications Managerに追加した後は、Cisco Unified Communications Managerの管理ア
プリケーションを使用して、テレフォニー機能を設定する必要があります。必要に応じて、電話

テンプレートの修正、サービスのセットアップ、ユーザの割り当ても行います。

Cisco IP Phoneのその他の設定値は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで変更で
きます。このWebベースのアプリケーションを使用して、電話機登録基準とコーリングサーチ
スペースのセットアップ、社内ディレクトリとサービスの設定、電話ボタンテンプレートの修

正、その他のタスクを行うことができます。

関連トピック

Cisco IP Phoneユーザのサポート, （171ページ）
Cisco Unified Communications Managerのマニュアル, （xvページ）
各言語ユーザのサポート, （315ページ）
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説明と詳細情報機能

HTTPなど、すべてのWebサービスへのアクセスを無効にすると、セキュリ
ティが強化されます。Webアクセスを有効にすると、ユーザはWebサービス
にのみアクセスできます。

Webアクセスはデフォルトで無効に
なっています。

機能ボタンとソフトキー

次の表に、ソフトキーで使用可能な機能、専用機能ボタンで使用可能な機能、さらにプログラム

可能な機能ボタンとして設定する必要がある機能を示します。この表の「X」は、その機能が対
応するボタンのタイプまたはソフトキーでサポートされることを意味します。 2つのボタンタイ
プとソフトキーのうち、プログラム可能な機能ボタンだけはCisco IPPhoneの管理ページでの設定
が必要です。

プログラム可能な機能ボタンの設定の詳細については、電話ボタンテンプレート,（221ページ）
を参照してください。

表 19：機能とボタンおよびソフトキーの対応

ソフトキープログラマブル機能ボタ

ン

専用機能ボタン機能名

Xアラートコール

Xすべてのコール

XX応答

X割込み

XX折り返し

Xすべてのコールの転送

XXコールパーク

Xコールパークの回線ス

テータス

XXコールピックアップ

（ピックアップ）

Xコールピックアップの

回線ステータス
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ソフトキープログラマブル機能ボタ

ン

専用機能ボタン機能名

XX会議

X即転送

XXサイレント

XXグループピックアップ

XX保留

Xハントグループ

Xインターコム

XX迷惑呼 ID（MCID）

XXミートミー

XXモバイルコネクト（モ

ビリティ）

Xミュート

XXその他のピックアップ

Xキューステータスの

PLKサポート

Xプライバシー

Xキューステータス

XX品質レポートツール

（QRT）

X録音

XXリダイヤル

XXスピードダイヤル

XXスピードダイヤルの回

線ステータス
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ソフトキープログラマブル機能ボタ

ン

専用機能ボタン機能名

XUSBヘッドセットの保
留ボタンのサポート

XX転送

スピーカーフォンを無効にする

デフォルトでは、Cisco IP Phoneでスピーカーフォンが有効です。

スピーカーを無効にするには、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページを使用します。

手順

ステップ 1 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。

ステップ 2 変更する電話機を選択します。

ステップ 3 電話機の [電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウで、[スピーカーフォンの無効化（Disable
Speakerphone）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

Cisco IP Phone での省電力のスケジュール
電力を節約し、電話スクリーンディスプレイの寿命を確実に伸ばすには、不要なときに表示をオ

フにするように設定します。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用すると、ディスプレイを特定の曜日の
指定時刻にオフにし、他の曜日では終日オフにするように設定できます。たとえば、ディスプレ

イを平日の勤務時間後にオフにし、土曜日と日曜日では終日オフにするように選択できます。

ディスプレイがオフのときはいつでも、次の操作でディスプレイをオンにできます。

•電話機の任意のボタンを押す。

ディスプレイがオンになり、そのボタンで指定されているアクションが実行されます。

•ハンドセットを持ち上げる。

ディスプレイは、オンにするとそのままオン状態になりますが、指定された期間にわたって電話

機がアイドル状態にあると、自動的にオフになります。
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表 21：EnergyWise の設定フィールド

説明フィールド

電話機の電源をオフにする日のスケジュールを選択します。スケジュールを設定する

日をクリックしたら、Controlキーを押したままにして、複数日を選択します。

デフォルトでは、どの日も選択されていません。

[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]がオンになっていると、緊急
（e911）の問題について警告するメッセージを受け取ります。

PowerSavePlusモード（「モード」）が有効である間は、モードに設定された
エンドポイントは、緊急コールでは無効で、インバウンドコールの受信がで

きません。このモードを選択することにより、次の条項に同意したものと見

なされます。（i）モードが有効である間、緊急コールとコールの受信用の代
替方法を責任を持って用意する必要があります。（ii）シスコはこのモードの
選択に関して何の責任を負いません。このモードを有効にすることは、お客様

の責任で行っていただきます。（iii）コール、発信、およびその他について、
このモードを有効にした場合の影響をユーザにすべて通知する必要がありま

す。

注意

PowerSavePlusを無効にするには、[EnergyWiseオーバーライドを許可（Allow
EnergyWise Overrides）]チェックボックスをオフにする必要があります。
[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドで、日数を
選択しないまま [EnergyWiseオーバーライドを許可（Allow EnergyWise
Overrides）]チェックボックスをオンにしたままにしておくと、Power Save
Plusは無効になりません。

（注）

Power Save Plusの有効化
（Enable Power Save Plus）

[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドにある日について、電
話機の電源を自動的にオンにする時刻を決定します。

このフィールドには、24時間形式で入力します（00:00は午前 0時）。

たとえば、午前 7時（0700）に自動的に電話機の電源をオンにする場合は、 7:00と入
力します。午後2時（1400）に電話機の電源をオンにするには、14:00と入力します。

デフォルト値はブランクで、これは 00:00を意味します。

[電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]は、[電話機をオフにする時刻
（Phone Off Time）]より 20分以上遅い時刻に設定する必要があります。た
とえば、[電話機をオフにする時刻（Phone Off Time）]が 7:00の場合、[電話
機をオンにする時刻（PhoneOnTime）]は 7:20より前に設定しないでくださ
い。

（注）

電話機をオンにする時刻

（Phone On Time）
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説明フィールド

[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドで選択した日につい
て、電話機の電源をオフにする時刻。 [電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]
フィールドと [電話機をオフにする時刻（PhoneOffTime）]フィールドに同じ値が含ま
れている場合、電話機はオフになりません。

このフィールドには、24時間形式で入力します（00:00は午前 0時）。

たとえば、午前 7時（0700）に自動的に電話機の電源をオフにする場合は、 7:00と入
力します。午後2時（1400）に電話機の電源をオフにするには、14:00と入力します。

デフォルト値はブランクで、これは 00:00を意味します。

[電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]は、[電話機をオフにする時刻
（Phone Off Time）]より 20分以上遅い時刻に設定する必要があります。た
とえば、[電話機をオフにする時刻（Phone Off Time）]が 7:00の場合、[電話
機をオンにする時刻（PhoneOnTime）]は 7:20より前に設定しないでくださ
い。

（注）

電話機をオフにする時刻

（Phone Off Time）

電話機の電源をオフにする前に、電話機をアイドル状態にしておく必要がある時間の

長さ。

タイムアウトは次の条件で発生します。

•電話機がスケジュールどおりに Power Save Plusモードになっていたが、電話機の
ユーザが [選択（Select）]キーを押したために、Power Save Plusモードが解除さ
れた場合。

•接続スイッチで電話機が再びオンになった場合

• [電話機をオフにする時刻（Phone Off Time）]になったが、通話中の場合。

このフィールドの範囲は 20～ 1440分です。

デフォルト値は 60分です。

電話機をオフにするアイドル

タイムアウト（Phone Off Idle
Timeout）
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説明フィールド

これを有効にすると、[電話機をオフにする時刻（Phone Off Time）]で指定した時刻の
10分前に電話機で音声アラートの再生が開始されます。

音声アラートは、電話機の呼出音を使用します。この音は、10分間のアラート期間中
の特定期間、短く再生されます。呼出音は、ユーザが指定した音声レベルで再生され

ます。音声アラートのスケジュールは次のとおりです。

•電源オフの 10分前に、呼出音が 4回再生されます。

•電源オフの 7分前に、呼出音が 4回再生されます。

•電源オフの 4分前に、呼出音が 4回再生されます。

•電源オフの 30秒前に、呼出音は、15回再生されるか、電話機の電源がオフにな
るまで再生されます。

このチェックボックスが表示されるのは、[Power SavePlusの有効化（Enable Power Save
Plus）]リストボックスで 1日以上が選択されている場合だけです。

音声アラートを有効にする

（Enable Audio Alert）

その電話機が含まれる EnergyWiseドメイン。

このフィールドの最大長は 127文字です。

EnergyWiseドメイン
（EnergyWise Domain）

EnergyWiseドメイン内でエンドポイントとの通信に使用されるセキュリティの秘密パ
スワード。

このフィールドの最大長は 127文字です。

EnergyWiseシークレット
（EnergyWise secret）
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説明フィールド

このチェックボックスにより、電話機に電源レベルの更新を送信するためのEnergyWise
ドメインコントローラのポリシーを許可するかどうかを決定します。次の条件が適用

されます。

• [Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドで 1日以上を選
択する必要があります。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページの設定は、EnergyWiseがオー
バーライドを送信しても、スケジュールに適用されます。

たとえば、[電話機をオフにする時刻（Phone Off Time）]が 22:00（午後 10時）に設定
されていると仮定すると、[電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]フィールドの
値は 06:00（午前 6時）となり、[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]
では 1日以上が選択されています。

• EnergyWiseが 20:00（午後 8時）に電話機をオフにするように指示すると、この
指示は、午前 6時に設定された [電話機をオンにする時刻（Phone On Time）]ま
で有効となります（電話機ユーザによる介入が発生しないと仮定した場合）。

•午前 6時になると、電話機はオンとなり、Unified Communications Managerの管理
ページの設定から電力レベルの変更の受信を再開します。

•電力レベルを電話機で再び変更するには、EnergyWiseは電力レベル変更コマンド
を新たに再発行する必要があります。

PowerSavePlusを無効にするには、[EnergyWiseオーバーライドを許可（Allow
EnergyWise Overrides）]チェックボックスをオフにする必要があります。
[Power Save Plusの有効化（Enable Power Save Plus）]フィールドで、日数を
選択しないまま [EnergyWiseオーバーライドを許可（Allow EnergyWise
Overrides）]チェックボックスをオンにしたままにしておくと、Power Save
Plusは無効になりません。

（注）

EnergyWiseオーバーライドを
許可（Allow EnergyWise
Overrides）

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

エージェントグリーティングの有効化

エージェントグリーティング機能では、エージェントが事前録音したグリーティングを作成した

り更新したりできます。このグリーティングは、エージェントが発信者と話しはじめる前に、顧

客コールなどのコールの開始時に再生されます。エージェントは、必要に応じて 1つまたは複数
のグリーティングを事前録音し、グリーティングを作成および更新できます。
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• [プロダクト固有の設定（Product SpecificConfiguration）]エリアで設定したパラメータは、さ
まざまなデバイスの [デバイス設定（DeviceConfiguration）]ウィンドウと [エンタープライズ
電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウにも表示されることがあります。

これらの他のウィンドウでも同じパラメータを設定した場合、優先される設定は、次の順序で決

定されます。

1 [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウの設定値（最も高い優先順位）

2 [共通の電話プロファイルの設定（Common Phone Profile Configuration）]ウィンドウの設定値

3 [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウの設定値（最も低
い優先順位）

自動ポート同期の設定

単一の電話機または電話機のグループで同期を設定できます。

手順

ステップ 1 単一の電話機の自動ポート同期を設定するには、

a) Cisco Unified Communications Managerの管理アプリケーションで、[デバイス（Device）] > [電
話（Phone）]を選択します。

b) 電話機を特定します。
c) [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]ペインで、自動ポート同期パ
ラメータを設定します。

d) [保存（Save）]を選択します。

ステップ 2 電話機のグループに対して自動ポート同期を設定するには、

a) Cisco Unified Communications Managerの管理アプリケーションで、[システム（System）] > [エ
ンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]を選択します。

b) 自動ポート同期パラメータを設定します。
c) [保存（Save）]を選択します。

SSH アクセスの設定
ポート 22を経由する SSHデーモンへのアクセスを有効または無効にすることができます。ポー
ト 22を開いたままにしておくと、電話機はサービス拒否（DoS）攻撃を受けやすい状態になりま
す。デフォルトでは、SSHドメインは無効になっています。
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SSHアクセスパラメータはデフォルトで無効になっています。これらの電話機のユーザが SSH
を使用する前に、SSHアクセスパラメータを有効にする必要があります。

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理で、次のいずれかのウィンドウを選択してください。

• [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] > [電話の設定（Phone Configuration）]

両方のウィンドウでパラメータを設定すると、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
> [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]ウィンドウの設定が優先されま
す。

（注）

ステップ 2 適切な電話機を選択します。

ステップ 3 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]ペインまでスクロールし、[SSH
アクセス（SSH Access）]ドロップダウンリストボックスから [有効（Enable）]を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

コールの転送通知のセットアップ

コール転送設定を制御できます。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を
選択します。

ステップ 2 セットアップする電話を特定します。

ステップ 3 [コールの転送通知（Call Forward Notification）]フィールドを設定します。

表 22：[コールの転送通知（Call Forward Notification）] フィールド

説明フィールド

このチェックボックスをオンにした場合、発信者名が通知ウィンドウ

に表示されます。

デフォルトでは、このチェックボックスはオンになっています。

発信者名（Caller Name）
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コールの回線ステータスのリストの有効化

コールの回線ステータスのリストを有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理に移動し、[システム（System）] > [エンタープライ
ズパラメータ（Enterprise Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [コールの回線ステータスのリスト（Line Status for Call Lists）]ドロップダウンリストボックスか
ら適切なプロファイルを選択します。

[無効（Disabled）]オプションはデフォルトで選択されています。

[プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]エリアで設定したパラメータは、さまざ
まなデバイスの [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウと [エンタープライズ電話の設
定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウにも表示されることがあります。これらの他の
ウィンドウでも同じパラメータを設定した場合、優先される設定は、次の順序で決定されます。

1 [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウの設定値

2 [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]ウィンドウの設定値

3 [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウの設定値

ステップ 3 [保存（Save）]を選択します。

デュアルバンク情報のセットアップ

デュアルバンク情報をセットアップするには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 CiscoUnified CommunicationsManager Administrationで、[デバイス（Device）] > [デバイスのデフォ
ルト（Device Defaults）]を選択します。

ステップ 2 [非アクティブロード情報（Inactive Load Information）]フィールドで、ロード情報をチェックし
ます。

ステップ 3 [一括管理（Bulk Administration）] > [インポート/エクスポート（Import/Export）] > [エクスポート
（Export）] > [デバイスのデフォルト（Device Defaults）]と選択し、エクスポートジョブをスケ
ジュールします。

ステップ 4 エクスポートされた tarファイルをダウンロードし、untarします。

ステップ 5 エクスポートされた CSVファイルでファイル形式をチェックし、その CSVファイルに、値が正
しい [非アクティブロード情報（Inactive Load Information）]の列があることを確認します。
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• [システム（System）] > [エンタープライズ電話（Enterprise Phone）]

複数のウィンドウにパラメータを設定した場合、優先順位は次のとおりです。

1 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]

2 [デバイス（Device）]> [デバイスの設定（DeviceSettings）]> [共通の電話プロファイル（Common
Phone Profile）]

3 [システム（System）] > [エンタープライズ電話（Enterprise Phone）]

ステップ 2 必要に応じて、電話機を特定します。

ステップ 3 [着信コール Toastタイマー（Incoming Call Toast Timer）]フィールドを設定します。

説明フィールド

Toastが表示される時間を秒単位で指定します。この時間には、ウィ
ンドウのフェードインとフェードアウトの時間も含まれます。

有効値は、0、3、4、および 5です。

0は着信コール Toastの無効を指定します。

着信コール Toastタイマー
（Incoming Call Toast
Timer）

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

ピアファームウェア共有の設定

この機能を有効にすると、電話機は、ファームウェアイメージを構成するファイルを要求してい

るサブネット上の同じ電話機を検出し、転送階層をファイル単位で自動的に構築できます。ファー

ムウェアイメージを構成する個々のファイルは、階層内のルートの電話機だけを使用して TFTP
から取得され、これらのファイルは TCP接続によって転送階層に沿ってサブネット上の他の電話
機に迅速に転送されます。

この機能は、高速キャンパス LAN設定で次のメリットを提供します。

•中央集中型リモート TFTPサーバへの TFTP転送における輻輳が制限されます。

•ファームウェアのアップグレードを手動で制御する必要がなくなります。

•アップグレード時に多数の電話機が同時にリセットされた場合の電話機のダウンタイムが削
減されます。

帯域幅が制限されたWANリンクを経由するブランチまたは遠隔オフィス導入シナリオでは、ピ
アファームウェア共有がファームウェアのアップグレードに役立つ場合もあります。

このメニューオプションは、電話機がピアファームウェア共有をサポートしているかどうかを示

します。次の設定があります。
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•有効（Enabled）（デフォルト値）

•無効（Disabled）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
を選択します。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerに関連付けられた電話のリストからお使いの電話を検索し
ます。

ステップ 3 電話機の [デバイス名（Device Name）]をクリックします。

ステップ 4 [プロダクト固有の設定（Product SpecificConfiguration）]レイアウトエリアに移動し、[ピアファー
ムウェア共有（Peer Firmware Sharing）]ドロップダウンリストから [有効（Enable）]を選択しま
す。

ピアファームウェア共有は、デフォルトで有効になっています。

ステップ 5 更新する [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]エリアで、任意の設定に対して
[共通設定の上書き（Override Common Settings）]チェックボックスをオンにします。

•このチェックボックスをオンにしないと、対応するパラメータ設定が有効になりません。

• [プロダクト固有の設定（Product SpecificConfiguration）]エリアで設定したパラメータは、さ
まざまなデバイスの [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウと [エンタープライズ電
話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウにも表示されることがあります。

これらの他のウィンドウでも同じパラメータを設定した場合、優先される設定は、次の順序で決

定されます。

1 [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウの設定値（最も高い優先順位）

2 [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]ウィンドウの設定値

3 [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウの設定値（最も低
い優先順位）

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

リモートポート設定のセットアップ

スイッチリモートポート設定パラメータまたは PCのリモートポート設定パラメータを設定する
には、個々の電話機または複数の電話機を設定できます。
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手順

ステップ 1 個々の電話機にパラメータを設定するには、次の手順を実行します。

a) CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
を選択します。

b) 適切な IP Phoneを選択します。
c) [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]（スイッチポートのリモート
設定または PCポートのリモート設定）領域にスクロールして、パラメータを設定します。

d) [保存（Save）]を選択します。

ステップ 2 複数の電話機の設定を同時に設定するには、次の手順を実行します。

a) Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[システム（System）] > [エンタープラ
イズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]を選択します。

b) リモートポート設定パラメータを設定します。
c) [保存（Save）]を選択します。

ヘッドセットの側音制御の設定

ユーザがヘッドセットを使用してコールを処理する場合、話し中にフィードバックが聞こえると

感じることがあります。このような追加音声は側音と呼ばれます。側音が多すぎると、ユーザに

はヘッドセットの受話口に自分の声が聞こえるので、この側音が邪魔になります。側音の量は

ヘッドセットによって異なります。

側音レベルは調整が可能です。使用可能な側音レベルは次のとおりです。

•大（High）

•標準（Normal）（デフォルト）

•低（Low）

•オフ（Off）
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Release ボタンからのダイヤルトーンのセットアップ
アクティブコールから [発信（New Call）]ウィンドウおよびダイヤルトーンへの 1ボタンアク
セスをユーザに提供できます。

次の表に、Releaseボタン機能のダイヤルトーンのフィールドについて説明します。

説明フィールド

Releaseキーを押したとき、ユーザにダイヤル
トーンが聞こえるか（[有効（Enabled）]）聞こ
えないか（[無効（Disabled）]）を指定します。

[有効（Enabled）]または [無効（Disabled）]を
指定します。

デフォルトは [無効（Disabled）]です。

リリースボタンからダイヤルトーンを提供

（Provide Dial Tone from Release Key）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、次のいずれ
かのウィンドウに移動します。

• [システム（System）] > [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]

• [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] > [電話の設定（Phone Configuration）]

ステップ 2 [リリースボタンからダイヤルトーンを提供（Provide Dial Tone from Release Key）]フィールドを
設定します。

パークモニタリング

パークモニタリングがサポートされるのは、Cisco IP Phone 8841、8851または 8861でコールを
パークする場合だけです。パークモニタリングによって、パークされたコールのステータスがモ

ニタされます。パーク中のコールが取得されるか、またはパークされたコールによって破棄され

るまで、パークモニタリングコールバブルはクリアされません。このパークされたコールは、

コールをパークした電話機で同じコールバブルを使用して取得できます。
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パークモニタリングタイマーのセットアップ

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]には、パークモ
ニタリング用として、パークモニタリング復帰タイマー、パークモニタリング定期復帰タイマー、

未取得時のパークモニタリング転送タイマーという 3種類のクラスタ全体に対応するサービスタ
イマーパラメータがあります。各サービスパラメータにはデフォルトが含まれており、特別な

設定は必要ありません。これらのタイマーパラメータはパークモニタリング専用です。コール

パーク表示タイマーとコールパーク復帰タイマーはパークモニタリングには使用できません。

これらのパラメータの詳細については、次の表を参照してください。

[Cisco Unified CMサービスパラメータ（Cisco Unified CommunicationsManager Service Parameters）]
ページでタイマーを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で、[システム
（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]を選択します。

ステップ 2 [クラスタ全体のパラメータ（機能：一般）（Clusterwide Parameters (Feature-General)）]ペインに
ある、[パークモニタリング復帰タイマー（Park Monitoring Reversion Timer）]、[パークモニタリ
ング定期復帰タイマー（Park Monitoring Periodic Reversion Timer）]、[未取得時のパークモニタリ
ング転送タイマー（Park Monitoring Forward No Retrieve Timer）]フィールドを更新します。

表 23：パークモニタリングのサービスパラメータ

説明フィールド

デフォルト値は60秒です。このパラメータは、ユーザがパークしたコールを
取得するようにユーザに求めるまで、CiscoUnifiedCommunicationsManagerが
待機する秒数を決定します。このタイマーが開始するのは、ユーザが電話機

のParkを押したときです。タイマーが時間切れになるとアラームが鳴ります。

このサービスパラメータに指定された値は [電話番号の設定（DirectoryNumber
Configuration）]ウィンドウの [パークモニタリング（Park Monitoring）]セク
ションで回線ごとに上書きできます（このウィンドウを表示するには、Cisco
Unified Communications Managerの管理ページで、[コールルーティング（Call
Routing）] > [電話番号（Directory Number）]を選択します）。値として 0を
指定すると、[パークモニタリング定期復帰タイマー（ParkMonitoring Periodic
Reversion Timer）]サービスパラメータに指定された定期復帰間隔がすぐに利
用されます。（以下の説明を参照してください）たとえば、このパラメータ

を 0に設定し、パークモニタリング定期復帰タイマーを 15に設定した場合、
パークしたコールについてユーザにすぐに通知され、その後も未取得時のパー

クモニタリング転送タイマー（下記を参照）が時間切れになるまで15秒おき
に通知されます。

パークモニタリ

ング復帰タイ

マー（Park
Monitoring
ReversionTimer）
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説明フィールド

デフォルト値は 30秒です。このパラメータは、Cisco Unified Communications
Managerが、コールがパークされていることをユーザに再通知するまでに待機
する間隔（秒）を決定します。ユーザはこのような通知の際にオフフックに

するだけで、パークされたコールに接続できます。コールがパークされてお

り、未取得時のパークモニタリング転送タイマー（以下の説明を参照）に指

定した時間が経過するまでは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはパーク
されているコールについてユーザに通知し続けます。値として 0を指定する
と、パークされたコールに関する定期的な通知は無効になります。

パークモニタリ

ング定期復帰タ

イマー（Park
Monitoring
Periodic Reversion
Timer）

デフォルトは 300秒です。このパラメータは、パークアラーム通知が発生す
るまでの秒数を決定します。その後、パークされたコールは、パークしたユー

ザが [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウで指定し
た未取得時のパークモニタリング転送の接続先に転送されます [Cisco Unified
CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]で転送先
が指定されていない場合、コールは、パークされたときの回線に返されま

す）。[パークモニタリング復帰タイマー（Park Monitoring Reversion Timer）]
サービスパラメータが時間切れになると、このパラメータが開始します。 [未
取得時のパークモニタリング転送タイマー（ParkMonitoringForwardNoRetrieve
Timer）]が時間切れになると、コールはパークから削除され、指定された接
続先に転送されるか、パークしたユーザの回線に返されます。

パークモニタリ

ング転送非取得

時タイマー

（ParkMonitoring
Forward No
Retrieve Timer）

電話番号のパークモニタリングパラメータ設定

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウには、3種類のパラメータを設定
できる [パークモニタリング（Park Monitoring）]領域が含まれます。

手順

ステップ 1 [CiscoUnified CMの管理（CiscoUnified CommunicationsManager Administration）]で、[コールルー
ティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory Number）]を選択します。

ステップ 2 次の表に示すように、パークモニタリングのフィールドを設定します。
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表 24：パークモニタリングパラメータ

説明フィールド

パークされている側が外部の場合、パークしたユーザの [未取得時の
パークモニタリング転送の接続先（外部）（Park Monitoring Forward
No Retrieve Destination External）]パラメータに指定された接続先に
コールが転送されます。 [未取得時のパークモニタリング転送の接続
先（外部）（ParkMonitoring Forward No Retrieve Destination External）]
フィールドの値が空の場合、パークされた側のコールはパークした

ユーザの回線にリダイレクトされます。

未取得時のパークモニタ

リング転送の接続先（外

部）（Park Monitoring
Forward No Retrieve
Destination External）

パークされている側が内部の場合、パークしたユーザの [未取得時の
パークモニタリング転送の接続先（内部）（Park Monitoring Forward
No Retrieve Destination External）]パラメータに指定された接続先に
コールが転送されます。 [未取得時のパークモニタリング転送の接続
先（内部）（Park Monitoring Forward No Retrieve Destination Internal）]
が空の場合、パークされた側のコールはパークしたユーザの回線にリ

ダイレクトされます。

未取得時のパークモニタ

リング転送の接続先（内

部）（Park Monitoring
Forward No Retrieve
Destination Internal）

このパラメータは、ユーザがパークしたコールを取得するようにユー

ザに求めるまで、Cisco Unified Communications Managerが待機する秒
数を決定します。このタイマーが開始するのは、ユーザが電話機の

Parkを押したときです。タイマーが時間切れになるとアラームが鳴り
ます。

デフォルトは 60秒です。

0以外の値を設定すると、その値によって、[サービスパラメータ
（ServiceParameters）]ウィンドウで設定されたこのパラメータの値が
上書きされます。ただし、ここで値 0を設定すると、[サービスパラ
メータ（Service Parameters）]ウィンドウの値が使用されます。

パークモニタリング復帰

タイマー（Park
Monitoring Reversion
Timer）

ハントリストのパークモニタリングのセットアップ

ハントリストを介してルーティングされたコールがパークされているとき、未取得時のパークモ

ニタリング転送タイマーが時間切れになると、ハントパイロットの [未取得時のパークモニタリ
ング転送の接続先（Park Monitoring Forward No Retrieve Destination）]パラメータの値が使用され
ます（空白でない場合）。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CommunicationsManager Administration）]で、[コールルー
ティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハントパイロット（Hunt Pilot）]と
選択します。

ステップ 2 [未取得時のパークモニタリング転送の接続先（Park Monitoring Forward No Retrieve Destination）]
パラメータを設定します。

ハントパイロットの [未取得時のパークモニタリング転送の接続先（Park Monitoring Forward No
RetrieveDestination）]パラメータの値が空白の場合、未取得時のパークモニタリング転送タイマー
が時間切れになると、コールは [電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウで
設定された接続先に転送されます。

実行可能な着信呼警告の有効化

この機能が有効である場合、着信コールがあったときに実行可能なアラートが表示されます。ア

ラートは従来の着信コールのポップアップ通知に代わるもので、ユーザはアラートに応答する必

要があります。

カスタムラインフィルタと実行可能な着信コールアラート機能の両方を有効にすると、実行

可能なコールアラートはフィルタの対象回線だけに適用されます。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理で、次のいずれかを選択してください。

• [システム（System）] > [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]

• [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル
（Common Phone Profile）]

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]

ステップ 2 実行可能な着信コールアラートのフィールドを特定し、適切な設定にフィールドを設定します。

設定可能なフィールドの値は次のとおりです。

• [無効（Disabled）]：（デフォルト）実行可能な着信コールアラートは無効になっています。
従来の着信コールのポップアップアラートが表示されます。

• [すべての着信コールについて表示（Show for all Incoming Call）]：可視性に関係なくすべて
のコールの実行可能な着信アラートを表示します。
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• [非表示の着信コールについて表示（Show for Invisible Incoming Call）]：電話機に表示されな
いコールの実行可能な着信アラートを表示します。このパラメータは、着信アラートのポッ

プアップ通知と同様に動作します。

他のウィンドウでこのフィールドを設定すると、設定の優先順位は次のとおりです。

1 [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウの設定値

2 [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]ウィンドウの設定値

3 [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウの設定値

ステップ 3 [保存（Save）]を選択します。

コール履歴表示拡張の有効化

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CommunicationsManager Administration）]に移動して、[デ
バイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。

ステップ 2 Cisco Unified CMに関連付けられた電話機のリストからユーザの電話機を探します。

ステップ 3 電話機の [デバイス名（Device Name）]をクリックします。
[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [プロダクト固有の設定（Product SpecificConfigurationLayout）]領域に移動し、[ログ表示（Logging
Display）]ドロップダウンリストボックスから、[有効（Enable）]を選択します。
[無効（Disabled）]オプションはデフォルトで選択されています。

[プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]エリアで設定したパラメータは、さまざ
まなデバイスの [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウと [エンタープライズ電話の設
定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウにも表示されることがあります。

これらの他のウィンドウでも同じパラメータを設定した場合、優先される設定は、次の順序で決

定されます。

1 [デバイス設定（Device Configuration）]ウィンドウの設定値

2 [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]ウィンドウの設定値

3 [エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone Configuration）]ウィンドウの設定値
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボ
タンテンプレート（Phone Button Template）]を選択します。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックします。

ステップ 3 電話機のモデルを示します。

ステップ 4 [コピー（Copy）]を選択し、新しいテンプレートの名前を入力して、[保存（Save）]を選択しま
す。

[電話ボタンテンプレートの設定（Phone Button Template Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 5 割り当てるボタンを確認して、機能が表示されるドロップダウンリストから、その回線に関連付

ける [サービス URL（Service URL）]を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択して、サービスURLを使用して新しい電話ボタンテンプレートを作成しま
す。

ステップ 7 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択して、電話機の [電話の設定（PhoneConfiguration）]
ウィンドウを開きます。

ステップ 8 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストから、新しい電話ボ
タンテンプレートを選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]を選択して変更を保存し、次に [リセット（Reset）]を選択して変更を実装しま
す。

これで電話機のユーザが、セルフケアポータルにアクセスできるようになり、電話機のボタンに

サービスが関連付けられました。

すべてのコールの電話ボタンテンプレートの割り当て

複数のシェアドラインを持つユーザに、電話テンプレートの [すべてのコール（All Calls）]ボタ
ンを割り当てます。

電話機に [すべてのコール（All Calls）]ボタンを設定すると、ユーザはそのボタンを使用して次
の操作を実行できます。

•電話機の全回線から、現在のコールの全リストを表示します。

•（[通話履歴（Call History）]の下に）電話機の全回線から、すべての不在着信の一覧を表示
します。

•ユーザがオフフックにすると、ユーザのプライマリ回線でコールを発信できます。すべての
コール（All Calls）のデフォルトは、すべての発信コールに関してユーザのプライマリ回線
になります。
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手順

ステップ 1 [すべてのコール（All Calls）]ボタンを含むように電話ボタンテンプレートを変更します。

ステップ 2 電話機にテンプレートを割り当てます。

IP Phone サービスとしての PAB またはスピードダイヤルのセットアップ
電話ボタンテンプレートを変更して、サービス URLをプログラム可能なボタンに関連付けるこ
とができます。これを行うと、ユーザは、1つのボタンで、PABとスピードダイヤルにアクセス
できます。電話ボタンテンプレートを変更する前に、PABやスピードダイヤルを IP Phoneサー
ビスとして設定する必要があります。

（まだサービスでない）PABやスピードダイヤルを IP Phoneサービスとして設定するには、次の
手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定
（Device Settings）] > [IP Phoneサービス（Phone Services）]を選択します。
[IP Phoneサービスの検索と一覧表示（Find and List IP Phone Services）]ウィンドウが表示されま
す。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。
[IP Phoneサービスの設定（IP Phone Services Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 次の設定値を入力します。

• [サービス名（Service Name）]および [ASCIIサービス名（ASCII Service Name）]：Personal
Address Bookと入力します。

• [サービスの説明（Service Description）]：（オプション）サービスの説明を入力します。

•サービス URL（Service URL）

PABの場合は、次の URLを入力します。

http://<Unified CM-server-name>:8080/ccmpd/login.do?name=#DEVICENAME#&service=pab

ファストダイヤルの場合は、次の URLを入力します。

http://<Unified-CM-server-name>:8080/ccmpd/login.do?name=#DEVICENAME#&service=fd

•セキュアサービス URL（Secure Service URL）

PABの場合は、次の URLを入力します。

https://<Unified CM-server-name>:8443/ccmpd/login.do?name=#DEVICENAME#&service=pab

ファストダイヤルの場合は、次の URLを入力します。
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ステップ 5 割り当てるボタンを確認して、機能が表示されるドロップダウンリストから、その回線に関連付

ける [サービス URL（Service URL）]を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択して、サービスURLを使用して新しい電話ボタンテンプレートを作成しま
す。

ステップ 7 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択して、電話機の [電話の設定（PhoneConfiguration）]
ウィンドウを開きます。

ステップ 8 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストから、新しい電話ボ
タンテンプレートを選択します。

ステップ 9 [保存（Save）]を選択して変更を保存し、次に [リセット（Reset）]を選択して変更を実装しま
す。

これで電話機のユーザが、セルフケアポータルにアクセスできるようになり、電話機のボタンに

サービスが関連付けられました。

電話機の Web ページへのアクセスの制御
セキュリティ上の理由から、電話機のWebページへのアクセスはデフォルトで無効になっていま
す。これにより、電話機のWebページおよび Cisco Unified Communicationsセルフケアポータル
へのアクセスが禁止されます。

Cisco Quality Report Toolなどの一部の機能は、電話機のWebページにアクセスしないと正し
く動作しません。また、Webアクセスを無効にすると、CiscoWorksなどのWebアクセスに依
存するサービスアビリティアプリケーションにも影響します。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を
選択します。

ステップ 2 電話機の検索条件を指定して [検索（Find）]を選択します。または、[検索（Find）]を選択して
すべての電話機を表示します。

ステップ 3 デバイス名を選択して、そのデバイスの [電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウを開きま
す。

ステップ 4 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration）]領域までスクロールします。

ステップ 5 アクセスを有効にするには、[Webアクセス（Web Access）]ドロップダウンリストで、[有効
（Enabled）]を選択します。

ステップ 6 アクセスを無効にするには、[Webアクセス（Web Access）]ドロップダウンリストで、[無効
（Disabled）]を選択します。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]を選択します。
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注記Cisco Unified IP
Phone 8841、8851、
8861 でのソフト
キーとしてのサ

ポート

[ソフトキーテンプ
レートの設定（Softkey
Template
Configuration）] で設定
可能なソフトキー

機能

電話機は [不在転送（Forwardall）]
または [不在オフ（Forward off）]
を表示。

Yes不在転送（cfwdAll）すべてのコール

の転送

—Yesパーク（Park）コールパーク

—Yesピック（Pickup）コールピック

アップ

C割り込みだけがサポートされ、
電話機に [割り込み（Barge）]と
して表示。

YesC割り込み（cBarge）C割り込み

会議は専用ボタンです。Yes会議（Confrn）会議

電話機は [詳細の表示（Show
detail）]と表示。

Yes参加者（ConfList）会議リスト

電話機は [拒否（Decline）]と表
示。

Yes即転送（iDivert）即転送

サイレントをプログラム可能な回

線ボタンまたはソフトキーとして

設定します。

Yesサイレント（DND）サイレント

—Yes終了（EndCall）終了

—YesGピック（GPickUp）グループピック

アップ

保留は専用ボタンです。Yes保留（Hold）保留

ハントグループは、プログラム可

能な回線ボタンとして設定しま

す。

Yesハント（HLog）ハントグループ

—No参加（Join）参加
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注記Cisco Unified IP
Phone 8841、8851、
8861 でのソフト
キーとしてのサ

ポート

[ソフトキーテンプ
レートの設定（Softkey
Template
Configuration）] で設定
可能なソフトキー

機能

迷惑呼 IDをプログラム可能な機
能ボタンまたはソフトキーとして

設定します。

Yes迷惑呼 ID（MCID）迷惑呼 ID

—Yesミートミー

（MeetMe）
ミートミー

モバイルコネクトをソフトキーと

して設定します。

Yesモビリティ

（Mobility）
モバイルコネク

ト

—Yes発信（NewCall）発信

—Yes他 Grp（oPickup）その他のピック

アップ

—Noキューステータス

（Queue Status）
キュー統計情報

のPLKサポート

品質レポートツールをプログラム

可能な機能ボタンまたはソフト

キーとして設定します。

Yes品質レポートツール

（QRT）
品質レポート

ツール

—Yesリダイヤル（Redial）リダイヤル

—No会議の最後の参加者の

削除（Remove）
会議の最後の参

加者の削除

—Yes復帰（Resume）復帰

—No選択（Select）選択

電話機には、[スピードダイヤル
（SpeedDial）]と表示されます。

Yes短縮（AbbrDial）スピードダイヤ

ル

転送は専用ボタンです。Yes転送（Trfr）転送

—Noビデオ（VidMode）ビデオモード

コマンド
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ビジュアルボイスメールのセットアップ

ビジュアルボイスメールは、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager
Administration）]から、すべてのCisco IP Phoneまたは個別ユーザまたはユーザグループに設定さ
れます。すべての Cisco IP Phoneデバイスに対してビジュアルボイスメールを設定する場合は、
次の手順を使用します。

設定情報については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/visual-voicemail/
model.htmlで Ciscoビジュアルボイスメールのマニュアルを参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定
（Device Settings）] > [電話サービス（Phone Services）]を選択します。

ステップ 2 [新規追加（Add New）]を選択し、ビジュアルボイスメールの新しいサービスを作成します。

ステップ 3 [IP Phoneサービスの設定（IP Phone Services Configuration）]ウィンドウで、各フィールドに次の
情報を入力します。

•サービス名（Service Name）

•サービス URL（Service URL）

•サービスカテゴリ（Service Category）

•サービスタイプ（Service Type）

ステップ 4 [有効（Enable）]をチェックし、[保存（Save）]をクリックします。
[エンタープライズ登録（Enterprise Subscription）]はチェックしないでくださ
い。

（注）

ステップ 5 [サービスパラメータ情報（Service Parameter Information）]ウィンドウで、[新規パラメータ（New
Parameter）]をクリックし、各フィールドに次の情報を入力します。

•パラメータ名（Parameter Name）

•パラメータ表示名（Parameter Display Name）

•デフォルト値（Default Value）

•パラメータの説明（Parameter Description）

ステップ 6 [パラメータは必須（Parameter is Required）]をオンにして、[保存（Save）]をクリックします。
[パラメータはパスワード（コンテンツをマスクする）（Parameter is a Password (mask
contents)）]はチェックしないでください。

（注）
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ステップ 7 ウィンドウを閉じ、[Phoneサービスの設定（Phone Services Configuration）]ウィンドウで [保存
（Save）]をもう一度選択します。

特定ユーザのビジュアルボイスメールのセットアップ

特定のユーザにビジュアルボイスメールを設定する場合は、次の手順を使用します。

設定情報については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/visual-voicemail/
model.htmlで Ciscoビジュアルボイスメールのマニュアルを参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、[デバイス（Device）] > [電話（Phone）]
を選択します。

ステップ 2 目的のユーザに関連付けられているデバイスを選択します。

ステップ 3 [関連リンク（RelatedLinks）]ドロップダウンで、[サービスの登録/登録解除（Subscribe/Unsubscribe
Services）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 4 作成したVisualVoiceMailサービスを選択し、[次へ（Next）] > [登録（Subscribe）]を選択します。

ユーザグループのビジュアルボイスメールのセットアップ

複数の Cisco IP Phone 8841、8851、8861を一括で Cisco Unified Communications Managerにビジュ
アルボイスメールが登録された状態で追加するには、各電話機テンプレートで、電話機タイプに

応じた BATツールで電話機テンプレートを作成します。その後、ビジュアルボイスメールサー
ビスに登録し、テンプレートを使用して電話機を挿入します。

すでに Cisco IP Phone 8841、8851、8861電話機を登録してある状態から、ビジュアルボイスメー
ルサービスへの登録を実行する場合は、BATで電話機テンプレートを作成し、テンプレート内で
ビジュアルボイスメールサービスに登録し、それから BATツールを使用して電話機を更新しま
す。

詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/visual-voicemail/model.html
を参照してください。
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•アドレス帳同期化ツール（TABSynch）

ユーザはこれらの方法を使用してパーソナルディレクトリの機能を利用できます。

• Webブラウザから：Cisco Unified Communicationsセルフケアポータルから PABやスピード
ダイヤル機能を利用できます。

• Cisco IP Phoneから：連絡先を選択して、社内ディレクトリやユーザのパーソナルディレク
トリを検索できます。

• Microsoft Windowsアプリケーションから：TABSynchツールを使用して、PABをMicrosoft
WindowsAddress Book（WAB）と同期化することができます。Microsoft OutlookAddress Book
（OAB）を使用するユーザは、まず OABからWABにデータをインポートする必要があり
ます。次に TabSyncを使用してWABをパーソナルディレクトリと同期化します。 TABSync
の使用方法については、Cisco IP Phone Address Book Synchronizerのダウンロード, （234ペー
ジ）およびSynchronizerのセットアップ, （236ページ）を参照してください。

Cisco IP Phone Address Book Synchronizerを使用しているユーザが、エンドユーザデータのみにア
クセスできるようにするには、Cisco Unifiedサービスアビリティで Cisco UXL Web Serviceをアク
ティブ化します。

パーソナルディレクトリをWebブラウザから設定するには、ユーザがセルフケアポータルにア
クセスする必要があります。管理者は、ユーザに対して URLとサインイン情報を提供する必要
があります。

ユーザのパーソナルディレクトリのエントリのセットアップ

ユーザは、Cisco IP Phoneで、パーソナルディレクトリのエントリを設定できます。パーソナル
ディレクトリを設定するには、ユーザが以下にアクセスできる必要があります。

•セルフケアポータル：セルフケアポータルへのアクセス方法をユーザに必ず伝えてくださ
い。詳細については、セルフケアポータルへのアクセスの設定, （94ページ）を参照して
ください。

• Cisco IP Phone Address Book Synchronizer：ユーザにインストーラを必ず配布してください。
Cisco IP Phone Address Book Synchronizerのダウンロード, （234ページ）を参照してくださ
い。

Cisco IP Phone Address Book Synchronizer のダウンロード
Synchronizerのコピーをダウンロードしてユーザに送信するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 インストーラを入手するには、Cisco Unified CMの管理で、[アプリケーション（Application）] >
[プラグイン（Plugins）]を選択します。

ステップ 2 Cisco IP Phone Address Book Synchronizerプラグイン名の横にある [ダウンロード（Download）]を
選択します。

ステップ 3 ファイルをダウンロードするダイアログボックスが表示されたら、[保存（Save）]を選択します。

ステップ 4 TabSyncInstall.exeファイル、および Cisco IP Phone Address Book Synchronizerの導入, （235ペー
ジ）の手順を、このアプリケーションを必要としているすべてのユーザに送信します。

Cisco IP Phone Address Book Synchronizer の導入
Cisco IP Phone Address Book Synchronizerは、Microsoft Windowsのアドレス帳に格納されている
データを、Cisco Unified Communications Managerディレクトリおよびセルフケアポータルの個人
アドレス帳サービスと同期させることができます。

Windowsのアドレス帳と個人アドレス帳を適切に同期させるには、次の手順を実行する前に、
Windowsアドレス帳のすべてのユーザをWindowsアドレス帳に入力する必要があります。

ヒント

Synchronizer のインストール

Cisco IP Phone Address Book Synchronizerをインストールするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 システム管理者から Cisco IP Phone Address Book Synchronizerのインストーラファイルを入手して
ください。

ステップ 2 管理者から提供された TabSyncInstall.exeファイルをダブルクリックします。
パブリッシャのダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 [実行（Run）]を選択します。
[Cisco Unified CallManager Personal Address Book Synchronizerの InstallShieldウィザードへようこそ
（Welcome to the InstallShieldWizard for CiscoUnified CallManager Personal Address Book Synchronizer）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [次へ（Next）]を選択します。
[使用許諾契約（License Agreement）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 ライセンス契約に関する情報を読み、[同意します（I Accept）]を選択します。 [次へ（Next）]を
選択します。
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[インストール先（Destination Location）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 アプリケーションのインストール先ディレクトリを選択し、[次へ（Next）]を選択します。
[インストールの開始（Ready to Install）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 7 [インストール（Install）]を選択します。
インストールウィザードによって、アプリケーションがコンピュータにインストールされます。

インストールが完了すると、[InstallShieldウィザードの完了（InstallShieldWizardComplete）]ウィ
ンドウが表示されます。

ステップ 8 [完了（Finish）]を選択します。

ステップ 9 プロセスを完了するために、Synchronizerのセットアップ, （236ページ）の手順を実行します。

Synchronizer のセットアップ

Cisco IP Phone Address Book Synchronizerを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco IP Phone Address Book Synchronizerを開きます。
デフォルトのインストールディレクトリを受け入れた場合は、[スタート（Start）] > [すべてのプ
ログラム（All Programs）] > [Cisco Systems] > [TabSync]を選択することでアプリケーションを開
くことができます。

ステップ 2 ユーザ情報を設定するには、[ユーザ（User）]を選択します。
[Cisco Unified CallManagerユーザ情報（Cisco Unified CallManager User Information）]ウィンドウが
表示されます。

ステップ 3 Cisco IP Phoneのユーザ名とパスワードを入力し、[OK]を選択します。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Managerサーバ情報を設定するには、[サーバ（Server）]を選択しま
す。

[Configure Cisco Unified CallManagerサーバ情報の設定（Configure Cisco Unified CallManager Server
Information）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 CiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバの IPアドレスまたはホスト名とポート番号を入力し、
[OK]を選択します。
この情報が不明な場合は、システム管理者に問い合わせてください。

ステップ 6 ディレクトリ同期プロセスを開始するには、[同期（Synchronize）]を選択します。
[同期の状況（Synchronization Status）]ウィンドウに、アドレス帳の同期の状況が表示されます。
重複エントリに関するルールでユーザによる調整を選択しており、アドレス帳のエントリが重複

している場合は、[選択の重複（Duplicate Selection）]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 7 個人アドレス帳に登録するエントリを選択し、[OK]を選択します。

ステップ 8 同期化が完了したら、[終了（Exit）]を選択してCiscoUnifiedCallManagerAddress Book Synchronizer
を閉じます。

ステップ 9 同期化が機能しているかを確認するには、セルフケアポータルにログインし、[個人アドレス帳
（Personal Address Book）]を選択します。機能している場合は、Windowsのアドレス帳のユーザ
が表示されます。
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第 V 部

Cisco IP Phone のトラブルシューティング
• 電話システムの監視, 241 ページ

• トラブルシューティング, 287 ページ

• メンテナンス, 307 ページ

• 各言語ユーザのサポート, 315 ページ





第 13 章

電話システムの監視

• Cisco IP Phoneのステータス, 241 ページ

• Cisco IP Phone Webページ, 266 ページ

• XMLでの電話からの情報要求, 284 ページ

Cisco IP Phone のステータス
ここでは、Cisco IP Phone 8841、8851、8861でモデル情報、ステータスメッセージ、およびネッ
トワーク統計を表示する方法について説明します。

• [モデル情報（Model Information）]：電話機のハードウェアとソフトウェアに関する情報を表
示します。

• [ステータス（Status）]メニュー：ステータスメッセージ、ネットワーク統計、および現在
のコールに関する統計を表示する画面にアクセスできます。

これらの画面に表示される情報は、電話機の操作のモニタやトラブルシューティングに役立てる

ことができます。

また、これらの情報の大半およびその他の関連情報は、電話機のWebページからリモートで取得
することもできます。詳細については、Cisco IP Phone Webページ, （266ページ）を参照してく
ださい。

Cisco IP Phone 8841、8851、8861のトラブルシューティングの詳細については、トラブルシュー
ティング, （287ページ）を参照してください。

[モデル情報（Model Information）] ウィンドウの表示
[モデル情報（Model Information）]画面を表示するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [アプリケーション（Applications）]を押します。

ステップ 2 [電話の情報（Phone Information）]を選択します
ユーザがセキュアまたは認証済みのサーバに接続している場合、サーバオプションの右側にある

[電話の情報（Phone Information）]画面に対応するアイコン（ロックまたは認証マーク）が表示さ
れます。ユーザがセキュアまたは認証済みのサーバに接続していない場合、アイコンは表示され

ません。

ステップ 3 [モデル情報（Model Information）]画面を終了するには、[終了（Exit）]を押します。

[モデル情報（Model Information）] のフィールド

次の表で、[モデル情報（Model Information）]設定フィールドを説明します。

表 26：モデル情報の設定

説明オプション

電話機のモデル番号。モデル番号（Model
Number）

電話機の IPアドレス。IPアドレス（IP
Address）

電話機のホスト名。ホスト名（Host name）

現在、電話機にインストールされているファームウェアのバージョン。

ユーザは、[詳細（Details）]を押して詳細を確認できます。
アクティブロード

（Active Load）
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説明オプション

[非アクティブロード（Inactive Load）]はダウンロード進行中のときに
だけ表示されます。ダウンロードアイコン、および [アップグレード中
（Upgrade inProgress）]または [アップグレードに失敗しました（Upgrade
Failed）]という状態も表示されます。ユーザがアップグレード中に [詳
細（Details）]を押すと、ダウンロードファイル名とコンポーネントが
リストされます。

新しいファームウェアイメージは、保守ウィンドウより先にダウンロー

ドするよう設定できます。この場合、すべての電話機でファームウェ

アがダウンロードされるまで待たずに、非アクティブステータスに対

する既存ロードのリセットから、新しいロードのインストールへと急速

に切り替えられます。

ダウンロードが完了したときに、アイコンは完了ステータスを示すよう

に変更され、ダウンロードの成功に対してチェックマークが表示され、

ダウンロードの失敗に対して「X」が表示されます。可能な場合は、残
りのロードのダウンロードが継続されます。

非アクティブロード

（Inactive Load）

前回ファームウェアをアップグレードした日付。前回のアップグレード

（Last Upgrade）

電話機が登録されているサーバのドメイン名。アクティブサーバ

（Active Server）

スタンバイサーバのドメイン名。スタンバイサーバ

（Stand-by Server）

[ステータス（Status）] メニューの表示
[ステータス（Status）]メニューには次のオプションが含まれます。これらは電話機とその動作に
関する情報を示します。

• [ステータスメッセージ（Status Messages）]：[ステータスメッセージ（Status Messages）]画
面を表示します。ここには、重要なシステムメッセージのログが示されます。

• [イーサネット統計（Ethernet Statistics）]：[イーサネット統計（Ethernet Statistics）]画面を表
示します。ここには、イーサネットトラフィック統計が表示されます。

• [ワイヤレス統計（Wireless Statistics）]：[ワイヤレス統計（Wireless Statistics）]画面が表示さ
れます（該当する場合）

• [コール統計（Call Statistics）]：現在のコールのカウンタおよび統計を表示します。

• [現在のアクセスポイント（CurrentAccessPoint）]：[現在のアクセスポイント（CurrentAccess
Point）]画面が表示されます（該当する場合）
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[ステータス（Status）]メニューを表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ステータス（Status）]メニューを表示するには、[アプリケーション（Applications）]を押しま
す。

ステップ 2 [管理者設定（Administrator Settings）] > [ステータス（Status）]を選択します。

ステップ 3 [ステータス（Status）]メニューを終了するには、[終了（Exit）]を押します。

[ステータスメッセージ（Status Messages）] ウィンドウの表示

[ステータスメッセージ（StatusMessages）]画面には、電話機が最近生成したステータスメッセー
ジが 30件表示されます。この画面には、電話機が起動を完了していない場合でも、いつでもア
クセスできます。

手順

ステップ 1 アプリケーションボタン を押します。

ステップ 2 状態のステータスメッセージを [管理者設定（Administrator Settings）] > [ステータス（Status）] >
[ステータスメッセージ（Status Messages）]を選択します。

ステップ 3 現在のステータスメッセージを削除するには、[リストのクリア（Clear List）]を押します。

ステップ 4 [ステータスメッセージ（Status Messages）]画面を終了するには、[終了（Exit）]を押します。

ステータスメッセージフィールド

次の表に、電話機の [ステータスメッセージ（Status Messages）]画面に表示されるステータス
メッセージを示します。

表 27：Cisco Unified IP Phone のステータスメッセージ

考えられる状況と対処方法説明メッセージ

電話機の電源をオフ/オンにしま
す。

電話機のファイルシステムに対

して、設定ファイルのサイズが

大きすぎます。

CFG TFTPサイズエラー
（CFG TFTP Size Error）
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考えられる状況と対処方法説明メッセージ

ネットワークがビジーになってい

る：このエラーは、ネットワーク

負荷が軽減されると、自動的に解

決します。

DHCPサーバと電話機との間に
ネットワーク接続がない：ネット

ワーク接続を確認してください。

DHCPサーバがダウンしている：
DHCPサーバの設定を確認してく
ださい。

エラーが続く：スタティック IP
アドレスを割り当てることを検討

してください。スタティック IP
アドレスの割り当ての詳細につい

ては、ネットワークの設定, （54
ページ）を参照してください。

DHCPサーバが応答しませんで
した。

DHCPタイムアウト（DHCP
timeout）

ネットワークがビジーになってい

る：このエラーは、ネットワーク

負荷が軽減されると、自動的に解

決します。

DNSサーバと電話機との間にネッ
トワーク接続がない：ネットワー

ク接続を確認してください。

DNSサーバがダウンしている：
DNSサーバの設定を確認してく
ださい。

DNSサーバが応答しませんでし
た。

DNSタイムアウト（DNS
timeout）

TFTPサーバまたは
Cisco Unified Communications
Managerのホスト名が DNSに正
しく設定されていることを確認し

てください。

ホスト名ではなく、IPアドレス
を使用することを検討してくださ

い。

DNSがTFTPサーバまたはCisco
Unified Communications Manager
の名前を解決できませんでし

た。

DNS不明ホスト（DNS
unknown host）
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考えられる状況と対処方法説明メッセージ

電話機の設定ファイルは、電話機

が Cisco Unified Communications
Managerデータベースに追加され
たときに作成されます。電話機

が Cisco Unified Communications
Managerデータベースに存在しな
い場合、TFTPサーバは「CFG
ファイルが見つかりません（CFG
FileNotFound）」という応答を生
成します。

•電話機が Cisco Unified
CommunicationsManagerに登
録されていません。

電話機を自動登録できない

場合は、手動で電話機を
Cisco Unified Communications
Managerに追加する必要があ
ります。詳細については、

電話機の追加方法, （82
ページ）を参照してくださ

い。

• DHCPを使用している場合
は、DHCPサーバが正しい
TFTPサーバを指定している
ことを確認してください。

•スタティック IPアドレスを
使用している場合は、TFTP
サーバの設定を確認してく

ださい。TFTPサーバの割り
当ての詳細については、ネッ

トワークの設定, （54ペー
ジ）を参照してください。

TFTPサーバで、名前ベースのデ
フォルトの設定ファイルが見つ

かりませんでした。

ファイルが見つかりません

<Cfgファイル>（File not
found <Cfg File>）

影響はありません。引き続き電話

機はCisco Unified Communications
Managerに登録できます。

Cisco Unified Communications
Managerクラスタがセキュア
モードでない場合にこのメッ

セージが電話機に表示されま

す。

「ファイルが見つかりませ

ん <CTLFile.tlv>（File Not
Found <CTLFile.tlv>）」
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考えられる状況と対処方法説明メッセージ

Cisco TACに連絡してください。電話機が TFTPサーバから提供
されたエラーコードを認識しま

せん。

TFTPエラー（TFTP error）

ネットワークがビジーになってい

る：このエラーは、ネットワーク

負荷が軽減されると、自動的に解

決します。

TFTPサーバと電話機との間に
ネットワーク接続がない：ネット

ワーク接続を確認してください。

TFTPサーバがダウンしている：
TFTPサーバの設定を確認してく
ださい。

TFTPサーバが応答しませんでし
た。

TFTPタイムアウト（TFTP
timeout）

認証は一般的に、スイッチで

802.1xが設定されていない場合に
タイムアウトします。

サプリカントが802.1Xトランザ
クションを実行しようとしまし

たが、オーセンティケータが存

在しないためにタイムアウトに

なりました。

タイムアウト（Timed Out）
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考えられる状況と対処方法説明メッセージ

CTLファイルおよび ITLファイ
ルの更新に失敗しました。

信頼リストの更新に失敗し

ました（Trust List update
failed）
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考えられる状況と対処方法説明メッセージ

電話機はCTLファイルおよび ITL
ファイルをインストールしていま

すが、新しい CTLファイルおよ
び ITLファイルの更新に失敗しま
した。

失敗の理由として次が考えられま

す。

•ネットワークの障害が発生
した。

• TFTPサーバがダウンしてい
た。

• CTLファイルの署名に使用
された新しいセキュリティ

トークン、および、ITLファ
イルの署名に使用された

TFTP証明書が導入された
が、電話機の現在の CTL
ファイルおよび ITLファイ
ルには使用できない。

•内部的な電話障害が発生し
た。

解決策として次が考えられます。

•ネットワーク接続を確認し
ます。

• TFTPサーバがアクティブ
で、正常に機能しているか

どうかを確認する。

• Transactional Vsam Services
（TVS）サーバが Cisco
Unified Communications
Managerでサポートされてい
る場合は、TVSサーバがア
クティブで、正常に機能し

ているかどうかを確認する。

•セキュリティトークンおよ
びTFTPサーバが有効かどう
かを確認する。
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表 28：イーサネット統計情報

説明項目

電話機が受信したパケットの数。Rxフレーム（Rx Frames）

電話機が送信したパケットの数。Txフレーム（Tx Frames）

電話機が受信したブロードキャストパケットの数。Rx Broadcasts

電話機が最後にリセットされた原因。次のいずれかの値を指定し

ます。

•初期化済み（Initialized）

• TCP-timeout

• CM-closed-TCP

• TCP-Bad-ACK

• CM-reset-TCP

• CM-aborted-TCP

• CM-NAKed

• KeepaliveTO

• Failback

• Phone-Keypad

• Phone-Re-IP

• Reset-Reset

• Reset-Restart

• Phone-Reg-Rej

•拒否された HCのロード（Load Rejected HC）

• CM-ICMP-Unreach

• Phone-Abort

リスタートの原因（Restart
Cause）

電話機が最後にリブートしてから経過した時間。経過時間（Elapsed Time）

ネットワークポートのリンク状態と接続。たとえば、Auto 100
Mb Full-Duplexは、ネットワークポートがリンクアップ状態で、
全二重の100Mbps接続を自動ネゴシエーションしたことを意味し
ます。

ポート 1（Port 1）

PCポートのリンク状態と接続。ポート 2（Port 2）
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説明項目

• IPv4モードでは、表示のDHCPBOUNDなどのDHCPv4状態
だけが表示されます。

• IPv6モードでは、RPITER ADVERTISE., (GOOD IP)など、
DHCPv6状態だけが表示されます。

•デュアルスタックモードでは、DHCPv4および DHCPv6両
方の情報が表示されます。

DHCP状態（DHCP state）
（IPv4/IPv6）

次の表に、DHCPv4および DHCPv6状態の表示メッセージについて説明します。

表 29：DHCPv4 のイーサネット統計メッセージ

説明DHCPv4 状態

CDPがバインドされていないか、WLANが稼
働していない

CDP INIT

DHCPv4は BOUNDDHCP BOUND

DHCPv4は無効DHCP DISABLED

DHCPv4は INITDHCP INIT

DHCPv4は INVALID（これが初期状態）DHCP INVALID

DHCPv4は RENEWINGDHCP RENEWING

DHCPv4は REBINDINGDHCP REBINDING

DHCPv4は init-rebootDHCP REBOOT

DHCPv4は要求中DHCP REQUESTING

DHCPv4は RESYNCHDHCP RESYNC

DHCPv4は起動中DHCP WAITING COLDBOOT TIMEOUT

認識されない DHCPv4状態DHCP UNRECOGNIZED

重複した IPv4アドレスDISABLED DUPLICATE IP

DHCPv4タイムアウトDHCP TIMEOUT
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説明DHCPv4 状態

電話機は IPv6のみモードで、IPv4スタックは
オフ

IPV4 STACK TURNED OFF

不正な IPv4状態、発生すべきでないILLEGAL IPV4 STATE

表 30：DHCPv6 のイーサネット統計メッセージ

説明DHCPv6 状態

CDPを初期化中CDP INIT

DHCPv6は BOUNDDHCP6 BOUND

DHCPv6は DISABLEDDHCP6 DISABLED

DHCPv6は更新中DHCP6 RENEW

DHCPv6は再バインド中DHCP6 REBIND

DHCPv6は初期化中DHCP6 INIT

DHCPv6は請求中DHCP6 SOLICIT

DHCPv6は要求中DHCP6 REQUEST

DHCPv6は解放中DHCP6 RELEASING

DHCPv6は解放済みDHCP6 RELEASED

DHCPv6は無効化中DHCP6 DISABLING

DHCPv6は拒否中DHCP6 DECLINING

DHCPv6は拒否されたDHCP6 DECLINED

DHCPv6は INFOREQDHCP6 INFOREQ

DHCPv6は INFOREQ DONEDHCP6 INFOREQ DONE

DHCPv6は INVALID（これが初期状態）DHCP6 INVALID

DHCP6は DISABLEDだが、DUPLICATE IPV6
DETECTED

DISABLED DUPLICATE IPV6
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説明DHCPv6 状態

DHCP6は DISABLED -- DUPLICATE IPV6
DETECTED

DHCP6 DECLINED DUPLICATE IP

重複した自動設定 IPv6アドレスROUTER ADVERTISE., (DUPLICATE IP)

DHCPv6は起動中DHCP6 WAITING COLDBOOT TIMEOUT

DHCPv6タイムアウト、フラッシュメモリに保
存された値を使用

DHCP6 TIMEOUT USING RESTORED VAL

DHCP6はタイムアウト、フラッシュメモリか
らのバックアップなし

DHCP6 TIMEOUT CANNOT RESTORE

電話機は IPv4のみモードで、IPv6スタックは
オフ

IPV6 STACK TURNED OFF

ROUTER ADVERTISE., (GOOD IP)

ROUTER ADVERTISE., (BAD IP)

IPv6アドレスはルータまたはDHCPv6サーバか
らのものではない

UNRECOGNIZED MANAGED BY

不正な IPv6状態、発生すべきでないILLEGAL IPV6 STATE

[ワイヤレス統計（Wireless Statistics）] 画面の表示

[ワイヤレス統計（Wireless Statistics）]画面には、ワイヤレス Cisco IP Phone 8841、8851、8861に
関する統計情報が表示されます。

[ワイヤレス統計（Wireless Statistics）]画面を表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 アプリケーション を押します。

ステップ 2 [管理者設定（Administrator Settings）]を選択します。

ステップ 3 [ステータス（Status）]を選択します。

ステップ 4 [ワイヤレス統計（Wireless Statistics）]を選択します。 [ワイヤレス統計（Wireless Statistics）]の
各フィールドについては、WLAN統計, （259ページ）を参照してください。

ステップ 5 ワイヤレス統計を 0にリセットするには、[リストのクリア（Clear List）]を押します。

ステップ 6 [ワイヤレス統計（Wireless Statistics）]画面を終了するには、[終了（Exit）]を押します。
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WLAN 統計

次の表は、電話機でのWLAN統計を示します。

表 31：Cisco Unified IP Phone の WLAN 統計

説明項目

電話機が送信したパケットの数。送信フレーム（Transmit
Frames）

電話機が受信したダイレクトパケットの数。ダイレクトフレーム受信

（Directed Frames
Received）

電話機が受信したマルチキャストパケットの数マルチキャストフレーム受

信（Multicast Frames
Received）

電話機が受信したブロードキャストパケットの数。ブロードキャストフレーム

受信（Broadcast Frames
Received）

電話機が受信したエラーパケットの数。エラーの受信（Receive
Errors）

電話機にパケットを受信するために利用できるバッファがありませ

ん。

バッファなしの受信

（Receive No Buffers）

受信されたMPDUで FCSエラーが検出されると増加します。FCS（フレームチェックサ
ム）エラー（FCS Errors）

電話機が受信した重複パケットの数。重複するフレーム

（Duplicate Frames）

電話機が受信したフラグメントパケットの数。受信したフラグメント

（Fragments Received）

電話機が受信したビーコンの数。ビーコン受信（Beacons
Received）

電話機が受信した APアソシエーション拒否の数。アソシエーション拒否

（Association Rejected）
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説明項目

電話機が受信した APアソシエーションタイムアウトの数。アソシエーションタイムア

ウト（Association
Timeouts）

電話機が受信した認証拒否の数。認証拒否（Authentication
Rejects）

電話機が受信した認証タイムアウトの数。認証タイムアウト

（Authentication Timeouts）

電話機が受信した QOS Nullパケット。QOS Nullフレーム（QOS
Null Frames）

次のWLAN統計項目は、バックグラウンド（BK）、ベストエフォート（BE）、ビデオ（VI）、
およびボイス（VO）の各 APキューを表示します。

電話機が受信した QOSパケットの数。QOSデータ受信（QOSData
Received）

電話機がエラーなしで送信したパケット数。送信 OK（Transmit Ok）

電話機が送信したエラーパケットの数。送信エラー（Transmit
Errors）

電話機が送信したダイレクトパケットの数。ダイレクトフレーム送信

（Direct Frames
Transmitted）

電話機が送信したマルチキャストパケットの数マルチキャストフレーム送

信（Multicast Frames
Transmitted）

電話機が送信したブロードキャストパケットの数ブロードキャストフレーム

送信（Broadcast Frames
Transmitted）

対応する CTSが受信されませんでした。RTS失敗（RTS Failed）

APが送信に確認応答しませんでした。ACK失敗（ACK Failed）

合計再試行数のカウンタ。再試行（Retries）

成功まで複数の再試行が必要なパケットの送信。複数回の再試行（Multiple
Retries）
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説明項目

失敗したパケットの送信。再試行失敗（Retry
Failures）

キュー時間により失敗したパケットの送信。送信タイムアウト

（Transmit Timeouts）

成功した送信のカウンタ。成功カウンタ（Success
Counter）

ローミング試行による連続送信失敗のカウンタ。最大再試行失敗数（Max
Retry Failure）

[コール統計（Call Statistics）] ウィンドウの表示

電話機の [コールの統計（Call Statistics）]画面にアクセスすると、最新のコールのカウンタ、統
計、および音声品質メトリックを表示できます。

またWebブラウザを使用して [ストリームの統計（Streaming Statistics）] Webページにアクセ
スすることにより、リモートでコール統計情報を表示することもできます。このWebページ
には、電話機では表示できない追加の RTCP統計が含まれています。リモートモニタリング
の詳細については、Cisco IP Phone Webページ, （266ページ）を参照してください。

（注）

単一のコールが複数の音声ストリームを使用する場合がありますが、最後の音声ストリームに関

するデータだけがキャプチャされます。音声ストリームは、2つのエンドポイント間のパケット
ストリームです。一方のエンドポイントが保留になると、コールが引き続き接続されている場合

でも、音声ストリームは停止します。コールが再開されると、新しい音声パケットストリームが

開始され、以前のコールデータは新しいコールデータによって上書きされます。

手順

ステップ 1 [アプリケーション（Applications）]を押します。

ステップ 2 [管理者設定（Administrator Settings）] > [ステータス（Status）] > [コール統計（Call Statistics）]を
選択します。

ステップ 3 [コール統計（Call Statistics）]画面を終了するには、[終了（Exit）]を押します。

コール統計のフィールド

次の表に、[コール統計（Call Statistics）]画面の項目を示します。
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表 32：Cisco Unified Phone の [コール統計（Call Statistics）] の項目

説明項目

受信された音声ストリームのタイプ（RTPストリーミングオーディ
オの送信元コーデック）。G.729、G.722、G.711 mu-law、G.711
A-law、iLBC。

受信コーデック（Rcvr
Codec）

送信された音声ストリームのタイプ（RTPストリーミングオーディ
オの送信元コーデック）。G.729、G.722、G.711 mu-law、G.711
A-law、iLBC。

送信コーデック（Sender
Codec）

受信中の音声ストリーム（RTPストリーミングオーディオ）の音声
パケットサイズ（ミリ秒）。

受信サイズ（Rcvr Size）

送信中の音声ストリームの音声パケットサイズ（ミリ秒）。送信サイズ（Sender Size）

音声ストリームが開始されてから受信された RTP音声パケットの
数。

コールが保留されていた可能性があるため、この数値は、

必ずしもコールが開始されてから受信された RTP音声パ
ケットの数と同じであるとは限りません。

（注）

受信パケット（Rcvr
Packets）

音声ストリームが開始されてから送信された RTP音声パケットの
数。

コールが保留されていた可能性があるため、この数値は、

必ずしもコールが開始されてから送信された RTP音声パ
ケットの数と同じであるとは限りません。

（注）

送信パケット（Sender
Packets）

受信中の音声ストリームが開始されてから測定された、RTPパケッ
トジッターの推定平均値（パケットがネットワークを経由する際の

動的な遅延）（ミリ秒単位）。

平均ジッター（Avg Jitter）

受信中の音声ストリームが開始されてから測定された最大ジッター

（ミリ秒単位）。

最大ジッター（MaxJitter）

受信中の音声ストリームで廃棄された RTPパケットの数（不良パ
ケット、過度の遅延などによる）。

シスコゲートウェイが生成したペイロードタイプ 19のコ
ンフォートノイズパケットはこのカウンタを増分するた

め、電話機はこれらのパケットを破棄します。

（注）

受信削除（Rcvr
Discarded）

失われた RTPパケット（転送中に喪失）。受信喪失パケット（Rcvr
Lost Packets）

音声品質メトリック（Voice Quality Metrics）
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説明項目

隠蔽フレームの総数を、音声ストリームの開始以降に受信された音

声フレームの総数で割った値。

累積フレーム損失率

（Cumulative Conceal
Ratio）

アクティブな音声に先行する 3秒間の間隔における、音声フレーム
に対する隠蔽フレームの比率。音声アクティビティ検出（VAD）を
使用する場合は、アクティブな音声を 3秒集めるために、もっと長
い間隔が必要になる可能性があります。

直近フレーム損失率

（Interval Conceal Ratio）

音声ストリームの開始以降、最も高い間隔の損失率。最大フレーム損失率（Max
Conceal Ratio）

音声ストリームの開始以降、隠蔽イベント（フレーム損失）があっ

た秒数（[深刻なフレーム損失発生秒数（Severely Conceal Secs）]の
値を含む）。

フレーム損失発生秒数

（Conceal Secs）

音声ストリームの開始以降、5 %を超える隠蔽イベント（フレーム
損失）があった秒数。

深刻なフレーム損失発生秒

数（SeverelyConceal Secs）

ネットワーク遅延の推定値（ミリ秒単位）。ラウンドトリップ遅延

の実行中の平均値を表します。これは、RTCP受信レポートブロッ
クの受信時に測定されます。

遅延（Latency）

[現在のアクセスポイント（Current Access Point）] ウィンドウの表示

[現在のアクセスポイント（CurrentAccess Point）]画面は、ワイヤレスCisco IP Phone 8841、8851、
8861の現在のアクセスポイントに関する統計情報を表示します。 [現在のアクセスポイント
（Current Access Point）]のフィールド, （264ページ）に、この画面に表示される情報の説明を示
します。

[現在のアクセスポイント（CurrentAccessPoint）]画面を表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 アプリケーション を押します。

ステップ 2 [管理者設定（Administrator Settings）]を選択します。

ステップ 3 [ステータス（Status）]を選択します。

ステップ 4 [現在のアクセスポイント（Current Access Point）]を選択します。

ステップ 5 [現在のアクセスポイント（Current Access Point）]画面を終了するには、[終了（Exit）]を押しま
す。
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[現在のアクセスポイント（Current Access Point）] のフィールド

次の表に、[現在のアクセスポイント（Current Access Point）]画面のフィールドを示します。

表 33：[現在のアクセスポイント（Current Access Point）] の項目

説明項目

CCX準拠している場合は AP名、それ以外はMACアドレスが表示されま
す。

AP名（AP Name）

APのMACアドレス。MACアドレス
（MAC Address）

この APで測定された最新の周波数。周波数（Frequency）

この APで測定された最新の RSSI。前回の RSSI（Last
RSSI）

ビーコン間の時間単位の数。時間単位は 1.024 msecです。ビーコン間隔

（Beacon Interval）

このフィールドには、要求またはアドバタイズされたオプション機能を示

すのに使用されるサブフィールド数が含まれます。

機能（Capability）

APが要求し、ステーションが動作に対応している必要があるAPのデータ
レート。

基本レート（Basic
Rates）

APがサポートし、ステーションにとってオプションで動作するAPのデー
タレート。

オプションレート

（Optional Rates）

この APで測定された最新のチャネル。現在のチャネル

（Current Channel）

すべてのnthビーコンがDTIM時間です。各DTIMビーコン後に、APは、
電力節約デバイスに対してキューに入っているブロードキャストパケット

またはマルチキャストパケットを送信します。

DTIM期間（DTIM
Period）

2桁の国番号。国情報要素（IE）がビーコン内に存在しない場合は表示さ
れません。

国コード（Country
Code）

（国 IEで）サポートされているチャネルのリスト。チャネル

（Channels）

規制区域の制限から最大伝送パワーが減らされる電力量。電力制限（Power
Constraint）
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説明項目

そのチャネルに許容される dBmでの最大送信電力。電力上限（Power
Limit）

APによって検知されたメディアがビジーである、255に正規化された時間
の割合。物理または仮想キャリア検知（CS）メカニズムによって示されま
す。

チャネル使用率

（Channel
Utilization）

APが要求し、ステーションが動作に対応している必要があるデータレー
ト。

ステーション数

（Station Count）

明示的なアドミッションコントロールを通じて使用可能なメディアの残り

時間を指定する符号なし整数（32マイクロ秒/秒の単位）。

値が 0の場合、APはこの情報要素をサポートせず、キャパシティはわか
りません。

アドミッションキャ

パシティ（Admission
Capacity）

Wi-Fiマルチメディアエクステンションのサポート。WMMサポート済み
（WMMSupported）

APはUnscheduledAutomatic Power SaveDeliveryをサポートします。WMM
がサポートされている場合だけ使用可能です。この機能はワイヤレス IP
Phoneでの通話時間と最大コール密度の達成にとって重要です。

UAPSDサポート済
み（UAPSD
Supported）

CCX準拠 APは、関連ステーションに代わって IP ARP要求に対して応答
します。この機能は、ワイヤレス IP Phoneのスタンバイ時間にとって重
要です。

プロキシ ARP
（Proxy ARP）

APがCCX準拠の場合、このフィールドはCCXバージョンを表示します。CCXバージョン
（CCX Version）

ベストエフォート

（Best Effort）

バックグラウンド

（Background）

ビデオ（Video）

音声（Voice）
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Cisco IP Phone Web ページ
Cisco IP Phoneには、それぞれWebページがあります。このWebページで、電話機に関する次の
ような情報を表示できます。

• [デバイス情報（Device Information）]：電話機のデバイスの設定および関連情報を表示しま
す。

• [ネットワークのセットアップ情報（NetworkSetup Information）]：ネットワークのセットアッ
プ情報とその他の電話機の設定情報を表示します。

• [ネットワーク統計情報（Network statistics）]：ネットワークトラフィックに関する情報を提
供するハイパーリンクを表示します。

• [デバイスログ（Device Logs）]：トラブルシューティングに利用できる情報を提供する次の
ハイパーリンクを表示します。

• [ストリームの統計（StreamingStatistics）]：[音声とビデオの統計（Audio andVideo statistics）]、
[ストリーム 1（Stream 1）]、[ストリーム 2（Stream 2）]、[ストリーム 3（Stream 3）]、[スト
リーム 4（Stream 4）]、[ストリーム 5（Stream 5）]、および [ストリーム 6（Stream 6）]ハイ
パーリンクを含み、さまざまなストリームの統計情報が表示されます。

ここでは、電話機のWebページから取得可能な情報について説明します。この情報は、電話機の
操作のリモートモニタやトラブルシューティングに役立てることができます。

また、この情報の多くは、電話機から直接取得することもできます。詳細については、[モデル情
報（Model Information）]ウィンドウの表示, （241ページ）を参照してください。

関連トピック

電話機のWebページへのアクセスの制御, （225ページ）

電話機の Web ページへのアクセス
Cisco IP PhoneのWebページにアクセスするには、次の手順を実行します。

Webページにアクセスできない場合は、デフォルトでアクセスが無効になっている可能性があ
ります。

（注）

手順

ステップ 1 次の方法のいずれかを使用して、Cisco IP Phoneの IPアドレスを入手します。
a) Cisco Unified CMの管理で [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択して、電話機を
検索します。CiscoUnified CommunicationsManagerに登録されている電話機の IPアドレスが、

   Cisco IP Phone 8841/8851/ 8861 アドミニストレーションガイド for Cisco Unified Communications Manager
10.5

266

Cisco IP Phone Web ページ





説明項目

該当する場合、3番目の KEMの ID。キー拡張モジュール 3
（KeyExpansionModule
3）

電話機のハードウェアのリビジョン値。ハードウェアのリビ

ジョン（Hardware
Revision）

電話機の固有のシリアル番号。シリアル番号（Serial
Number）

電話機のモデル番号。モデル番号（Model
Number）

この電話機のプライマリ回線で受信したボイスメッセージがあるかど

うかを示します。

メッセージ受信

（Message Waiting）

電話機に関する次の Cisco Unique Device Identifier（UDI）情報を表示し
ます。

• [デバイスタイプ（Device Type）]：ハードウェアタイプを示しま
す。たとえば、すべての電話モデルに対して「電話機」が表示さ

れます。

• [デバイスの説明（DeviceDescription）]：示されたモデルタイプに
関連付けられている電話機の名前を表示します。

• [製品 ID（Product Identifier）]：電話機モデルを指定します。

• [シリアル番号（SerialNumber）]：電話機の一意のシリアル番号を
表示します。

UDI

KEMの Cisco固有デバイス識別情報（UDI）。キー拡張モジュール

UDI（Key Expansion
Module UDI）

電話機が属する日時グループの時間。この情報は、Cisco Unified
Communications Managerから取得されます。

時刻（Time）

電話機が属する日時グループのタイムゾーン。この情報は、CiscoUnified
Communications Managerから取得されます。

タイムゾーン（Time
Zone）

電話機が属する日時グループの日付。この情報は、Cisco Unified
Communications Managerから取得されます。

日付（Date）
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説明項目

連邦情報処理標準（FIPS）モードが有効かどうかを示します。FIPSモード有効（FIPS
Mode Enabled）

ネットワークのセットアップ

電話機のWebページにある [ネットワークのセットアップ（Network Setup）]エリアには、ネット
ワークの設定情報と電話機のその他の設定に関する情報が表示されます。次の表に、これらの項

目を示します。

これらの項目の多くは、Cisco IPPhoneの [ネットワークのセットアップ（NetworkSetup）]メニュー
で表示し、設定できます。

[ネットワークのセットアップ（Network Setup）]領域を表示するには、電話機のWebページへの
アクセス, （266ページ）の説明に従って電話機のWebページにアクセスし、次に [ネットワーク
のセットアップ（Network Setup）]ハイパーリンクをクリックします。

表 35：[ネットワークのセットアップ（Network Setup）] 領域の項目

説明項目

電話機の IPアドレス取得元となる Dynamic Host Configuration Protocol
（DHCP）サーバの IPアドレス。

DHCPサーバ
（DHCP Server）

電話機が設定をブートストラッププロトコル（BootP）サーバから取得する
かどうかを示します。

BOOTPサーバ
（BOOTP Server）

電話機のメディアアクセスコントロール（MAC）アドレス。MACアドレス
（MAC Address）

DHCPサーバが電話機に割り当てたホスト名。ホスト名（Host
Name）

電話機が所属するドメインネームシステム（DNS）ドメインの名前。ドメイン名

（Domain Name）

電話機のインターネットプロトコル（IP）アドレス。IPアドレス（IP
Address）

電話機で使用されるサブネットマスク。サブネットマスク

（Subnet Mask）

電話機で使用される、プライマリのTrivial File Transfer Protocol（TFTP）サー
バ。

TFTPサーバ 1
（TFTP Server 1）
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説明項目

電話機で使用される、バックアップの Trivial File Transfer Protocol（TFTP）
サーバ。

TFTPサーバ 2
（TFTP Server 2）

電話機で使用される、デフォルトルータ。デフォルトルータ

1（Default Router
1）

電話機で使用されるプライマリ DNSサーバ（[DNSサーバ 1（DNS Server
1）]）およびオプションのバックアップDNSサーバ（[DNSサーバ 2（DNS
Server 2）]～ [DNSサーバ 3（DNS Server 3）]）。

DNSサーバ 1～ 3
（DNSServer 1–3）

電話機が所属する、Cisco Catalystスイッチに設定された接続先Virtual Local
Area Networks (VLAN)。

接続先 VLAN ID
（Operational
VLAN ID）

電話機がメンバーになっている補助 VLAN。管理 VLAN ID
（Admin. VLAN
ID）

電話機を登録可能な Cisco Unified Communications Managerサーバのホスト
名または IPアドレス（優先度順）。限定されたCiscoUnifiedCommunications
Manager機能を提供できるSRSTルータが使用可能な場合、項目にそのルー
タの IPアドレスが表示されることもあります。

使用可能なサーバについては、この項目に Cisco Unified Communications
Managerサーバの IPアドレスと、次の状態のいずれかが表示されます。

• [アクティブ（Active）]：電話機が現在コール処理サービスを受けてい
る Cisco Unified Communications Managerサーバです。

• [スタンバイ（Standby）]：現在のサーバがダウンした場合に、電話機
が切り替える先の Cisco Unified Communications Managerサーバ。

• [空白（Blank）]：この Cisco Unified Communications Managerサーバへ
の接続は現在ありません。

項目には、Survivable Remote Site Telephony（SRST）指定も含めることがで
きます。これは、限定された Cisco Unified Communications Manager機能を
提供できる SRSTルータを特定します。このルータは、他のすべての
Cisco Unified Communications Managerサーバが到達不能になった場合に、
コールの処理を引き継ぎます。 SRST Cisco Unified Communications Manager
は、アクティブであっても、常にサーバのリストの最後尾に表示されます。

SRSTルータアドレスは、[Cisco Unified CMの設定（Cisco Unified
Communications Manager Configuration）]ウィンドウの [デバイスプール
（Device Pool）]セクションで設定します。

CUCMサーバ 1
（CUCMServer 1）
～CUCMサーバ 5
（CUCMServer 5）
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説明項目

電話機に表示されるヘルプテキストの URL。情報 URL
（Information
URL）

電話機でディレクトリ情報の取得元となるサーバの URL。ディレクトリ URL
（DirectoriesURL）

電話機でメッセージサービスの取得元となるサーバの URL。メッセージ URL
（Messages URL）

電話機が Cisco Unified IP Phoneサービスを取得するサーバの URL。サービス URL
（Services URL）

電話機が DHCPを使用するかどうかを示します。DHCPを使う
（DHCP Enabled）

電話機の [ネットワークの設定（NetworkConfiguration）]メニューの [DHCP
アドレス解放（DHCP Address Released）]オプションの設定を示します。

DHCPアドレス解
放（DHCP Address
Released）

電話機が代替 TFTPサーバを使用しているかどうかを示します。代替 TFTP
（Alternate TFTP）

電話機が [URLのアイドル時間（Idle URL Time）]フィールドで指定された
時間にわたって使用されず、メニューが開かれていない場合に表示される

URL。

アイドル URL
（Idle URL）

電話機がアイドル状態で、いかなるメニューも開かれない時間（秒数）で

あり、この時間の経過後、[アイドル URL（Idle URL）]で指定した XML
サービスがアクティブになります。

URLのアイドル時
間（Idle URL
Time）

電話機の HTTPクライアントの代わりにローカル以外のホストアドレスに
HTTP要求を送信し、ローカル以外のホストから電話機のHTTPクライアン
トへの応答を提供するプロキシサーバの URL。

プロキシサーバの

URL（Proxy Server
URL）

電話機のWebサーバに発行された要求を検証するために、電話機が使用す
る URL。

認証 URL
（Authentication
URL）
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スイッチポートの速度とデュプレックス。次のいずれかになります。

• [A]：自動ネゴシエーション

• [10H]：10-BaseT/半二重

• [10F]：10-BaseT/全二重

• [100H]：100-BaseT/半二重

• [100F]：100-BaseT/全二重

• [1000F]：1000-BaseT/全二重

• [リンクがありません（No Link）]：スイッチポートへの接続がありま
せん。

SWポートのセッ
トアップ（SWPort
Setup）

スイッチポートの速度とデュプレックス。次のいずれかになります。

• [A]：自動ネゴシエーション

• [10H]：10-BaseT/半二重

• [10F]：10-BaseT/全二重

• [100H]：100-BaseT/半二重

• [100F]：100-BaseT/全二重

• [1000F]：1000-BaseT/全二重

• [リンクがありません（NoLink）]：PCポートへの接続がありません。

PCポートのセット
アップ（PC Port
Setup）

プライマリTFTPサーバが使用不能になった場合に、電話機が使用するバッ
クアップ TFTPサーバ。

TFTPサーバ 2
（TFTP Server 2）

電話機のユーザに関連付けられているユーザロケール。言語、フォント、

日付と時刻の形式、および英数字キーボードのテキスト情報など、ユーザ

をサポートするための一連の詳細情報を示します。

ユーザロケール

（User Locale）

電話機のユーザに関連付けられているネットワークロケール。電話機が使

用するトーンと断続周期の定義など、特定の場所にある電話機をサポート

するための一連の詳細情報を示します。

ネットワークロ

ケール（Network
Locale）

電話機のヘッドセットボタンが有効になっているかどうかを示します。ヘッドセットを使

う（Headset
Enabled）

   Cisco IP Phone 8841/8851/ 8861 アドミニストレーションガイド for Cisco Unified Communications Manager
10.5

272

Cisco IP Phone Web ページ



説明項目

電話機にロードされたユーザロケールのバージョン。ユーザロケール

バージョン（User
Locale Version）

電話機にロードされたネットワークロケールのバージョン。ネットワークロ

ケールバージョン

（Network Locale
Version）

電話機のPCポートが有効になっているか無効になっているかを示します。PCポートを無効に
する（PC Port
Disabled）

電話機のスピーカーフォンが有効になっているかどうかを示します。スピーカーを使う

（Speaker
Enabled）

電話機がGratuitous ARP応答からMACアドレスを取得するかどうかを示し
ます。

GARPを使う
（GARP Enabled）

適切に準備されたカメラに接続されたときに、電話機がビデオコールに参

加できるかどうかを示します。

ビデオ機能を使う

（Video Capability
Enabled）

電話機が、PCポートに接続されたデバイスに、ボイスVLANへのアクセス
を許可するかどうかを示します。

ボイス VLANを使
う（Voice VLAN
Enabled）

コール制御シグナリングの DSCP IP分類。通話制御の DSCP
（DSCP for Call
Control）

電話機の設定転送の DSCP IP分類。設定の DSCP
（DSCP for
Configuration）

電話機ベースのサービスの DSCP IP分類。サービスの DSCP
（DSCP for
Services）

電話機に設定されているセキュリティモード。セキュリティモー

ド（Security
Mode）
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電話機のWebアクセスが有効（[はい（Yes）]）か無効（[いいえ（No）]）
かを示します。

Webアクセス可能
（Web Access
Enabled）

ネットワークポートで送受信されるパケットをアクセスポートに転送する

かどうかを表示します。

PCポートへのスパ
ン（Span to PC
Port）

PCに送信されたパケットから 802.1P/Qタグを識別し、削除する VLAN。PC VLAN

PCポートでCDPがサポートされているかどうかを示します（デフォルトで
は有効）。

Cisco Unified Communications Managerで CDPが無効になっている場合は、
PCポートで CDPを無効にすると CVTAが動作しなくなることを示す警告
が表示されます。

PCポートとスイッチポートのCDPに関する現在の値は、[設定（Settings）]
メニューに表示されます。

PCポートの CDP
（CDP on PC Port）

スイッチポートでCDPがサポートされているかどうかを示します（デフォ
ルトでは有効）。

電話機、電力ネゴシエーション、QoS管理、および 802.1xセキュリティに
VLANを割り当てる場合は、スイッチポートで CDPを有効にします。

電話機を Ciscoスイッチに接続した場合は、スイッチポートで CDPを有効
にします。

CDPが Cisco Unified Communications Managerで無効になっているときは、
電話機をCiscoスイッチ以外のスイッチに接続した場合に限り、スイッチポー
トで CDPを無効にする必要があることを示す警告が表示されます。

PCポートとスイッチポートのCDPに関する現在の値は、[設定（Settings）]
メニューに表示されます。

SWポートの CDP
（CDP on SW
Port）

スイッチポートで Link Layer Discovery Protocol Media Endpoint Discovery
（LLDP-MED）が有効になっているかどうかを示します。

LLDP-MED：SW
ポート

（LLDP-MED: SW
Port）

リンク層検出プロトコル（LLDP）がPCポートで有効かどうかを示します。LLDP：PCポート
（LLDP: PC Port）
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電話機の電源優先度をスイッチにアドバタイズし、スイッチが電力を適切

に電話機に供給できるようにします。次の設定があります。

•不明（Unknown）：これがデフォルト値です。

•低（Low）

•大（High）

•クリティカル（Critical）

LLDP電源優先度
（LLDP Power
Priority）

在庫管理のため電話機に割り当てられているアセット IDを識別します。LLDPアセット ID
（Critical）

ネットワーク統計（Network Statistics）

電話機のWebページにある次のネットワーク統計ハイパーリンクには、電話機のネットワークト
ラフィックに関する情報が表示されます。

• [イーサネット情報（Ethernet Information）]：イーサネットトラフィックに関する情報を表示
します。

• [アクセス（Access）]：電話機のPCポートとの間で送受信されるネットワークトラフィック
に関する情報を表示します。

• [ネットワーク（Network）]：電話機のネットワークポートとの間で送受信されるネットワー
クトラフィックに関する情報を表示します。

ネットワーク統計領域を表示するには、電話機のWebページにアクセスして、[イーサネット情
報（Ethernet Information）]、[アクセス（Access）]、または [ネットワーク（Network）]ハイパー
リンクをクリックします。

[イーサネット情報（Ethernet Information）] Web ページ
次の表では、[イーサネット情報（Ethernet Information）]Webページの内容について説明していま
す。

表 36：[イーサネット情報（Ethernet Information）] の項目

説明項目

電話機が送信するパケットの総数。Txフレーム（Tx
Frames）

電話機が送信するブロードキャストパケットの総数。Txブロードキャス
ト（Tx broadcast）
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電話機が送信するマルチキャストパケットの総数。Txマルチキャスト
（Tx multicast）

電話機が送信するユニキャストパケットの総数。Txユニキャスト
（Tx unicast）

電話機が受信したパケットの総数。Rxフレーム（Rx
Frames）

電話機が受信するブロードキャストパケットの総数。Rxブロードキャス
ト（Rx broadcast）

電話機が受信するマルチキャストパケットの総数。Rxマルチキャスト
（Rx multicast）

電話機が受信するユニキャストパケットの総数。Rxユニキャスト
（Rx unicast）

ダイレクトメモリアクセス（DMA）記述子がないため廃棄されたパケット
の総数。

Rx PacketNoDes

[アクセス領域（Access Area）] と [ネットワーク領域（Network Area）] のWeb ページ
次の表で、[アクセス領域（AccessArea）]および [ネットワーク領域（NetworkArea）]のWebペー
ジの情報を説明します。

表 37：[アクセス領域（Access Area）] と [ネットワーク領域（Network Area）] のフィールド

説明項目

電話機が受信したパケットの合計数Rx totalPkt

CRCが失敗した、受信されたパケットの合計数Rx crcErr

フレームチェックシーケンス（FCS）が無効であり、長さが 64
～ 1522バイトの受信されたパケットの合計数

Rx alignErr

電話機が受信したマルチキャストパケットの合計数Rxマルチキャスト（Rx
multicast）

電話機が受信したブロードキャストパケットの合計数Rxブロードキャスト（Rx
broadcast）

電話機が受信したユニキャストパケットの合計数Rxユニキャスト（Rx
unicast）
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サイズが 64バイトより小さい、受信された FCSエラーパケット
または Alignエラーパケットの合計数

Rx shortErr

サイズが64バイトより小さい、受信された有効なパケットの合計
数

Rx shortGood

サイズが1522バイトより大きい、受信された有効なパケットの合
計数

Rx longGood

サイズが 1522バイトより大きい、受信された FCSエラーパケッ
トまたは Alignエラーパケットの合計数

Rx longErr

無効なパケットを含め、サイズが 0～ 64バイトまでの受信された
パケットの合計数

Rx size64

無効なパケットを含め、サイズが 65～ 127バイトまでの受信され
たパケットの合計数

Rx size65to127

無効なパケットを含め、サイズが 128～ 255バイトまでの受信さ
れたパケットの合計数

Rx size128to255

無効なパケットを含め、サイズが 256～ 511バイトまでの受信さ
れたパケットの合計数

Rx size256to511

無効なパケットを含め、サイズが 512～ 1023バイトまでの受信さ
れたパケットの合計数

Rx size512to1023

無効なパケットを含め、サイズが 1024～ 1518バイトまでの受信
されたパケットの合計数

Rx size1024to1518

リソース不足（FIFOオーバーフローなど）が原因でドロップされ
たパケットの合計数

Rx tokenDrop

メディアが使用中であることが原因で送信が遅延したパケットの

合計数

Tx excessDefer

パケット転送の開始後 512ビット時間過ぎてから衝突が起こった
回数

Tx lateCollision

電話機が受信した有効なパケット（マルチキャスト、ブロードキャ

スト、およびユニキャスト）の合計数

Tx totalGoodPkt

パケットの送信中に生じた衝突の合計回数Tx Collisions
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パケット送信が16回試行されたために送信されなかったパケット
の合計数

Tx excessLength

電話機が送信したブロードキャストパケットの合計数Txブロードキャスト（Tx
broadcast）

電話機が送信したマルチキャストパケットの合計数Txマルチキャスト（Tx
multicast）

電話機から送信された LLDPフレームの合計数LLDP FramesOutTotal

キャッシュ内でタイムアウトになった LLDPフレームの合計数LLDP AgeoutsTotal

必須 TLVのいずれかについて、欠落している、順序に誤りがあ
る、または範囲を超える文字列長が含まれているために廃棄され

た LLDPフレームの合計数

LLDP FramesDiscardedTotal

検出可能なエラーが 1つ以上含まれる状態で受信された LLDPフ
レームの合計数

LLDP FramesInErrorsTotal

電話機が受信した LLDPフレームの合計数LLDP FramesInTotal

破棄された LLDP TLVの総数。LLDP TLVDiscardedTotal

電話機で認識されなかった LLDP TLVの総数。LLDP TLVUnrecognizedTotal

CDPが検出した、このポートに接続されているデバイスの IDCDPネイバーデバイス ID
（CDP Neighbor Device ID）

CDPプロトコルで検出されたネイバーデバイスの IPアドレスCDPネイバー IPアドレス
（CDP Neighbor IP Address）

CDPプロトコルで検出された、電話機が接続されているネイバー
デバイスのポート。

CDPネイバーポート（CDP
Neighbor Port）

LLDPで検出された、このポートに接続されているデバイスの ID。LLDPネイバーデバイス ID
（LLDPNeighbor Device ID）

LLDPプロトコルで検出されたネイバーデバイスの IPアドレス。LLDPネイバー IPアドレス
（LLDPNeighbor IPAddress）

LLDPプロトコルで検出された、電話機が接続されているネイバー
デバイスのポート。

LLDPネイバーポート
（LLDP Neighbor Port）
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速度と二重化モード。ポート情報（Port
Information）

デバイスログ

電話機のWebページにある次のデバイスログのハイパーリンクには、電話機のモニタとトラブル
シューティングに役立つ情報が表示されます。

• [コンソールログ（Console Logs）]：個々のログファイルへのハイパーリンクが含まれてい
ます。コンソールログファイルには、電話機が受信したデバッグメッセージとエラーメッ

セージが含まれます。

• [コアダンプ（Core Dumps）]：個々のダンプファイルへのハイパーリンクが含まれていま
す。コアダンプファイルには、電話のクラッシュ時のデータが含まれています。

• [ステータスメッセージ（Status Messages）]：電話機に最後に電源が投入されてから電話機
が生成したステータスメッセージの中で最近のものを最大 10件表示します。電話機の [ス
テータスメッセージ（Status Messages）]画面にも、この情報が表示されます。

• [デバッグの表示（Debug Display）]：トラブルシューティングのサポートを依頼する際に、
Cisco TACに有用なデバッグメッセージを提供します。

ストリームの統計

CiscoUnified IP Phoneは、同時に最大で 3つのデバイスとの間で情報をストリーミングできます。
電話機は、コール中、または音声やデータの送受信サービスの作動中に、情報をストリーミング

します。

電話機のWebページにある [ストリームの統計（Streaming Statistics）]領域には、ストリームに関
する情報が表示されます。

次の表に、[ストリームの統計（Streaming Statistics）]領域の項目を示します。

表 38：[ストリームの統計（Streaming Statistics）] 領域の項目

説明項目

ストリームの宛先の IPアドレスおよび UDPポート。リモートアドレス

（Remote Address）

電話機の IPアドレスおよび UPDポート。ローカルアドレス

（Local Address）

CiscoUnifiedCommunicationsManagerが電話機にパケットの送信開始を
要求した時間を示す内部タイムスタンプ。

開始時間（Start Time）
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ストリーミングがアクティブかどうかを示します。ストリームステータス

（Stream Status）

電話機のMACアドレスに基づいて電話機に自動的に割り当てられる一
意の固定された名前。

ホスト名（HostName）

この接続の開始以降に電話機が送信したRTPデータパケットの総数。
接続が受信専用モードに設定されている場合、値は 0です。

送信パケット（Sender
Packets）

この接続の開始以降に電話がRTPデータパケットで送信したペイロー
ドオクテットの総数。接続が受信専用モードに設定されている場合、

値は 0です。

送信オクテット（Sender
Octets）

送信ストリームに対応する音声符号化のタイプ。送信コーデック（Sender
Codec）

RTCP送信レポートが送信された回数。送信した送信レポート

（Sender Reports Sent）

（注を参照）

最後に RTCP送信レポートが送信された時間を示す内部タイムスタン
プ。

送信した送信レポート

時間（Sender Report
Time Sent）

（注を参照）

この接続でのデータの受信を開始してから失われたRTPデータパケッ
トの総数。予期されたパケット数から実際に受信されたパケット数を

差し引いた値として定義されます。受信パケット数には、遅延または

重複パケットも含まれます。接続が送信専用モードに設定されていた

場合、値は 0として表示されます。

受信喪失パケット

（Rcvr Lost Packets）

RTPデータパケットの内部到着時間の平均偏差の推定値（ミリ秒単
位）。接続が送信専用モードに設定されていた場合、値は 0として表
示されます。

平均ジッター（Avg
Jitter）

受信ストリームに使用された音声符号化のタイプ。受信コーデック（Rcvr
Codec）

RTCP受信レポートが送信された回数。送信した受信レポート

（Rcvr Reports Sent）

（注を参照）
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RTCP受信レポートが送信された時間を示す内部タイムスタンプ。送信した受信レポート

時間（Rcvr Report Time
Sent）

（注を参照）

この接続でのデータ受信開始以降に電話機が受信信したRTPデータパ
ケットの総数。マルチキャストコールの場合は、さまざまな送信元か

ら受信したパケットが含まれます。接続が送信専用モードに設定され

ていた場合、値は 0として表示されます。

受信パケット（Rcvr
Packets）

この接続でのデータ受信開始以降にデバイスがRTPデータパケットで
受信したペイロードオクテットの総数。マルチキャストコールの場合

は、さまざまな送信元から受信したパケットが含まれます。接続が送

信専用モードに設定されていた場合、値は 0として表示されます。

受信オクテット（Rcvr
Octets）

隠蔽フレームの総数を、音声ストリームの開始以降に受信された音声

フレームの総数で割った値。

累積フレーム損失率

（Cumulative Conceal
Ratio）

アクティブな音声の直前の 3秒間の音声フレームに対する隠蔽フレー
ムの比率。音声アクティビティ検出（VAD）を使用している場合、3
秒間のアクティブな音声を蓄積するには、より長い間隔が必要になる

ことがあります。

直近フレーム損失率

（Interval Conceal
Ratio）

音声ストリームの開始以降、最も高い間隔の損失率。最大フレーム損失率

（Max Conceal Ratio）

リスニング品質（LQK）の平均オピニオン評点（MOS）を客観的に評
価するスコアで、5（優良）～ 1（不良）でランク付けされます。この
スコアは、音声ストリームの先行 8秒間でのフレーム損失に起因する
音声隠蔽イベントに基づいています。詳細については、音声品質のモ

ニタリング, （311ページ）を参照してください。

MOS LQKスコアは、Cisco Unified IP Phoneが使用するコー
デックタイプに基づいて変化する可能性があります。

（注）

MOS LQK

音声ストリーム全体で測定された平均MOS LQKスコア。平均MOS LQK（Avg
MOS LQK）

音声ストリームの開始以降に測定された最も低いMOS LQKスコア。最小MOS LQK（Min
MOS LQK）
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説明項目

音声ストリームの開始以降に測定されたベースラインMOS LQKスコ
アまたは最も高いMOS LQKスコア。

これらのコーデックは、フレーム損失なしの通常の条件で次の最大MOS
LQKスコアを提供します。

• G.711のスコア：4.5。

• G.729 A /ABのスコア：3.7。

最大MOS LQK（Max
MOS LQK）

MOSLQKスコアを計算するために使用されるシスコ独自のアルゴリズ
ムのバージョン。

MOSLQKのバージョン
（MOS LQK Version）

音声ストリームの開始以降、隠蔽イベント（フレーム損失）があった

秒数（[深刻なフレーム損失発生秒数（Severely Conceal Secs）]の値を
含む）。

フレーム損失発生秒数

（Conceal Secs）

音声ストリームの開始以降、5 %を超える隠蔽イベント（フレーム損
失）があった秒数。

深刻なフレーム損失発

生秒数（Severely
Conceal Secs）

ネットワーク遅延の推定値（ミリ秒単位）。ラウンドトリップ遅延の

実行中の平均値を表します。これは、RTCP受信レポートブロックの
受信時に測定されます。

遅延（Latency）

（注を参照）

瞬時ジッターの最大値（ミリ秒単位）。最大ジッター（Max
Jitter）

送信ストリームの RTPパケットサイズ（ミリ秒単位）。送信サイズ（Sender
Size）

RTCP送信レポートが受信された回数。受信した送信レポート

（Sender Reports
Received）

（注を参照）

RTCP送信レポートが最後に受信された時間。受信した送信レポート

時間（Sender Report
Time Received）

（注を参照）

受信ストリームの RTPパケットサイズ（ミリ秒単位）。受信サイズ（RcvrSize）
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説明項目

ネットワークから受信されたが、ジッターバッファから廃棄された

RPTパケット。
受信削除（Rcvr
Discarded）

RTCP受信レポートが受信された回数。受信した受信レポート

（Rcvr Reports
Received）

（注を参照）

RTCP受信レポートが最後に受信された時間。受信した受信レポート

時間（Rcvr Report Time
Received）

（注を参照）

音声品質メトリック（Voice Quality Metrics）

隠蔽フレームの総数を、音声ストリームの開始以降に受信された音声

フレームの総数で割った値。

累積フレーム損失率

（Cumulative Conceal
Ratio）

アクティブな音声に先行する 3秒間の間隔における、音声フレームに
対する隠蔽フレームの比率。音声アクティビティ検出（VAD）を使用
している場合、3秒間のアクティブな音声を蓄積するには、より長い間
隔が必要になることがあります。

直近フレーム損失率

（Interval Conceal
Ratio）

音声ストリームの開始以降、最も高い間隔の損失率。最大フレーム損失率

（Max Conceal Ratio）

音声ストリームの開始以降、隠蔽イベント（フレーム損失）があった

秒数（[深刻なフレーム損失発生秒数（Severely Conceal Secs）]の値を
含む）。

フレーム損失発生秒数

（Conceal Secs）

音声ストリームの開始以降、5 %を超える隠蔽イベント（フレーム損
失）があった秒数。

深刻なフレーム損失発

生秒数（Severely
Conceal Secs）

RTP制御プロトコルが無効になっている場合、このフィールドのデータは生成されないため、
0が表示されます。

（注）
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第 14 章

トラブルシューティング

• 一般的なトラブルシューティング情報, 287 ページ

• 起動時の問題, 289 ページ

• Cisco IP Phoneのリセットの問題, 293 ページ

• 電話機が LANに接続できない, 295 ページ

• Cisco IP Phoneのセキュリティの問題, 296 ページ

• コールに関する一般的な問題, 300 ページ

• トラブルシューティング手順, 301 ページ

• その他のトラブルシューティング情報, 306 ページ

一般的なトラブルシューティング情報

次の表は、Cisco IP Phoneの一般的なトラブルシューティング情報を示しています。

表 39：Cisco IP Phone のトラブルシューティング

説明要約

シスコでは、PCポートを介した IP Phone間の接続はサポート
していません。各 IP Phoneはスイッチポートに直接接続する
必要があります。電話機が PCポートを使用して 1つの回線
にまとめて接続されている場合、それらの電話機は動作しま

せん。

Cisco IP Phoneから別の Cisco IP
Phoneへの接続。

ボイス LAN上の長時間（数分間）にわたるレイヤ 2ブロード
キャストストームのために、IP Phoneがリセットされたり、
アクティブなコールが失われたり、コールの発信や応答がで

きなくなることがあります。ブロードキャストストームが終

了するまで、電話機が起動しないことがあります。

長時間のブロードキャストス

トームのために、IP Phoneがリ
セットされたり、コールの発信

や応答ができなかったりするこ

とがあります。
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説明要約

ネットワーク接続を介して電話機に電力を供給している場合

は、電話機のネットワーク接続を外して、そのケーブルをデ

スクトップコンピュータに接続する際に注意する必要があり

ます。

コンピュータのネットワークカードには、ネットワー

ク接続を介して電力を供給できないため、接続を介し

て電力を供給すると、ネットワークカードが破損する

場合があります。ネットワークカードを保護するた

めに、電話機からケーブルを抜いた後、10秒以上待機
してから、そのケーブルをコンピュータに接続してく

ださい。この待機している間に、スイッチは電話機が

回線に存在しなくなったことを認識し、ケーブルへの

電力供給を停止することができます。

注意

ネットワーク接続の電話機から

ワークステーションへの移行

デフォルトでは、ネットワーク接続に影響を与える可能性の

ある変更をユーザが加えないように、ネットワーク設定オプ

ションはロックされています。ネットワーク設定オプション

を設定する前に、それらをロック解除する必要があります。

詳細については、電話機パスワードの適用, （47ページ）を
参照してください。

管理者パスワードが共通の電話プロファイルで設定

されていない場合、ユーザはネットワーク設定を変

更できます。

（注）

電話機の設定変更

RxType統計および TxType統計に、この Cisco IP Phoneと他の
デバイスとのやり取りに使用されているコーデックが表示さ

れます。これらの統計情報の値は、一致している必要があり

ます。コーデックが一致しない場合、相手側のデバイスがコー

デック会話を処理できるかどうか、またはトランスコーダが

サービスを処理するように設置されているかどうかを確認し

ます。

電話機と他のデバイスのコーデッ

クの不一致

RxSize統計および TxSize統計に、この Cisco IP Phoneと他の
デバイスとのやり取りに使用される音声パケットのサイズが

表示されます。これらの統計情報の値は、一致している必要

があります。

電話機と別のデバイスの音声サ

ンプルの不一致
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説明要約

ループバック状態は、次の条件を満たすと発生します。

•電話機の [ネットワークの設定（Network Configuration）]
メニューの [SWポート設定（SW Port Configuration）]オ
プションが [10ハーフ（10 Half）]（10-BaseT/半二重）に
設定されている。

•電話機に外部電源から電力が供給されている。

•電話機の電源が切れている（電源装置が接続されていな
い）。

この場合、電話機のスイッチポートが無効になり、次のメッ

セージがスイッチのコンソールログに表示されます。

HALF_DUX_COLLISION_EXCEED_THRESHOLD

この問題を解決するには、スイッチからポートを再度有効に

します。

ループバック状態

起動時の問題

下の関連項目で説明するとおり、ネットワークに Cisco IP Phoneを設置し、Cisco Unified
Communications Managerに追加すると、電話機は起動します。

電話機が正しく起動しない場合は、次の項のトラブルシューティング情報を参照してください。

Cisco IP Phone が通常の起動プロセスを実行しない

問題

Cisco IPPhoneをネットワークポートに接続したとき、電話機が関連項目で説明されている通常の
起動プロセスを実行せず、電話スクリーンに情報が表示されません。

原因

電話機が起動プロセスを実行しない場合、ケーブル不良、不正な接続、ネットワークの停止、電

力の不足、または電話機が機能していないなどの原因が考えられます。

ソリューション

電話機が動作しているかどうかを確認するには、次の推奨事項に従って、考えられる他の問題を

排除します。

•ネットワークポートが動作していることを確認します。
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◦イーサネットケーブルを、動作することがわかっているケーブルと交換します。

◦動作している Cisco IP Phoneを別のポートから取り外してこのネットワークポートに接
続し、このポートがアクティブであることを確認します。

◦起動しない Cisco IP Phoneを、正常であることがわかっている別のネットワークポート
に接続します。

◦起動しない Cisco IP Phoneをスイッチのポートに直接接続して、オフィスのパッチパネ
ル接続を省きます。

•電話機に電力が供給されていることを確認します。

◦外部電源を使用している場合は、電気のコンセントが機能していることを確認します。

◦インラインパワーを使用している場合は、代わりに外部電源を使用します。

◦外部電源を使用している場合は、動作することがわかっているユニットに切り替えま
す。

•これらを実行しても電話機が正常に起動しない場合は、ハンドセットをオフフックにして電
話機の電源を入れます。この方法で電話機に電源を投入すると、電話機はバックアップソ

フトウェアイメージを起動しようとします。

•これらを試しても、電話機が正常に起動しない場合は、電話機を工場出荷時の状態にリセッ
トします。

•これらの解決策を試みた後、5分経過してもCisco IP Phoneの電話スクリーンに何も表示され
ない場合は、シスコのテクニカルサポートの担当者に連絡して、サポートを受けてくださ

い。

Cisco IP Phone が Cisco Unified Communications Manager に登録されない
電話機が起動プロセスの第1段階（LEDボタンが点滅する）を完了しても、引き続き電話スクリー
ンにメッセージが表示される場合、電話機は正常に起動していません。電話機は、イーサネット

ネットワークに接続され、CiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバに登録されていない限り、
正常に起動できません。

これ以外に、セキュリティ上の問題によって電話機が正常に起動しないこともあります。詳細に

ついては、トラブルシューティング手順, （301ページ）を参照してください。

電話機にエラーメッセージが表示される

問題

ステータスメッセージには、起動中のエラーが表示されます。
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ソリューション

電話機が起動プロセスを繰り返している間は、問題の原因に関する情報を提供するステータス

メッセージにアクセスできます。ステータスメッセージへのアクセスに関する説明、およびエ

ラーの可能性とその説明、解決策の一覧については、[ステータスメッセージ（StatusMessages）]
ウィンドウの表示, （244ページ）を参照してください。

電話機が TFTP サーバまたは Cisco Unified Communications Manager に接続できない

問題

電話機と、TFTPサーバまたはCisco Unified CommunicationsManagerの間のネットワークがダウン
している場合は、電話機が正しく起動できません。

ソリューション

現在、ネットワークが作動していることを確認してください。

電話機が TFTP サーバに接続できない

問題

TFTPサーバの設定が正しくない可能性があります。

ソリューション

TFTP設定を確認します。

電話機がサーバに接続できない

問題

IPアドレッシングおよびルーティングのフィールドが正しく設定されていない可能性があります。

ソリューション

電話機の IPアドレッシングおよびルーティングの設定を確認する必要があります。DHCPを使用
している場合は、DHCPサーバがこれらの値を提供します。電話機にスタティック IPアドレスを
割り当てている場合は、これらの値を手動で入力する必要があります。

電話機が DNS を使用して接続できない

問題

DNS設定が誤っている可能性があります。
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ソリューション

TFTPサーバまたはCiscoUnifiedCommunicationsManagerへのアクセスにDNSを使用する場合は、
DNSサーバを指定してあることを確認してください。

Cisco Unified Communications Manager および TFTP サービスの未作動

問題

Cisco Unified CommunicationsManagerまたは TFTPサービスが作動していない場合は、電話機が正
常に起動できないことがあります。このような状況では、システム全体にわたる障害が発生して

おり、他の電話機やデバイスも正しく起動できない可能性があります。

ソリューション

Cisco Unified Communications Managerサービスが作動していない場合は、コールを確立するため
にこのサービスに依存しているネットワーク上のすべてのデバイスが影響を受けます。TFTPサー
ビスが作動していない場合は、多数のデバイスが正常に起動できません。詳細については、サー

ビスの開始, （305ページ）を参照してください。

設定ファイルの破損

問題

この章に記載された他の解決策を試みても解決しない問題が特定の電話機で存続する場合は、設

定ファイルが破損している可能性があります。

ソリューション

電話機の新しい設定ファイルを作成します。詳細については、新しい電話機設定ファイルの作成,
（304ページ）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager での電話機の登録

問題

電話機が Cisco Unified Communications Managerに登録されていません。

ソリューション

Cisco IP Phoneは、電話機がサーバに追加されている場合、または自動登録が有効になっている場
合にのみ、Cisco Unified Communications Managerサーバに登録できます。電話機の追加方法, （
82ページ）の情報と手順を見直して、電話機が Cisco Unified Communications Managerデータベー
スに追加されていることを確認します。

電話機が Cisco Unified Communications Managerデータベースに登録されていることを確認するに
は、CiscoUnified CommunicationsManager Administrationから [デバイス（Device）] > [検索（Find）]
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を選択します。MACアドレスに基づいて電話機を検索するには、[検索（Find）]をクリックしま
す。MACアドレスの確認方法については、電話機のMACアドレスの決定, （81ページ）を参
照してください。

電話機がすでに Cisco Unified Communications Managerデータベースに登録されている場合は、設
定ファイルが損傷している可能性があります。解決策については、設定ファイルの破損, （292
ページ）を参照してください。

Cisco IP Phone が IP アドレスを取得できない

問題

電話機が起動時に IPアドレスを取得できない場合は、その電話機が DHCPサーバと同じネット
ワークまたはVLAN上に存在しないか、または電話機が接続されている先のスイッチポートが無
効になっている可能性があります。

ソリューション

電話機が接続されている先のネットワークまたはVLANがDHCPサーバにアクセスできること、
およびスイッチポートが有効になっていることを確認します。

Cisco IP Phone のリセットの問題
電話機が通話中やデスク上でアイドル状態のときにリセットされるという報告をユーザから受け

た場合は、原因を調査する必要があります。ネットワーク接続と Cisco Unified Communications
Managerの接続が安定している場合は、Cisco IP Phoneがリセットされることはありません。

通常は、イーサネットネットワークまたは Cisco Unified Communications Managerへの接続に問題
がある場合に電話機がリセットされます。

断続的なネットワークの停止による電話機のリセット

問題

ネットワークで断続的な停止が発生している可能性があります。

ソリューション

断続的なネットワークの停止は、データトラフィックと音声トラフィックにそれぞれ異なる影響

を与えます。ネットワークで断続的な停止が、検出されずに発生している可能性があります。こ

の場合、データトラフィックでは喪失パケットを再送信し、パケットが受信および送信されたこ

とを確認できます。ただし、音声トラフィックでは、喪失パケットを取り戻すことはできませ

ん。電話機は、失われたネットワーク接続を再送信するのではなく、ネットワークをリセットし

て再接続しようとします。音声ネットワークでの既知の問題については、システム管理者にお問

い合わせください。
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DHCP の設定エラーによって電話機がリセットされる

問題

DHCP設定が正しくない可能性があります。

ソリューション

電話機が DHCPを使用するように正しく設定されていることを確認します。 DHCPサーバが正し
くセットアップされていることを確認します。 DHCPリース期間を確認します。シスコでは、
リース期間を 8日に設定することを推奨しています。

誤ったスタティック IP アドレスによる電話機のリセット

問題

電話機に割り当てられたスタティック IPアドレスが正しくない可能性があります。

ソリューション

電話機にスタティック IPアドレスが割り当てられている場合は、正しい設定値が入力されている
ことを確認します。

ネットワーク使用量が多いときの電話機のリセット

問題

ネットワーク使用量が多いときにCisco IPPhoneがリセットされるように思われる場合は、ボイス
VLANが設定されていない可能性があります。

ソリューション

電話機を個別の補助 VLANに分離することで、音声トラフィックの品質が向上します。

意図的なリセットでの電話機リセット

問題

Cisco Unified Communications Managerへのアクセス権を持つ管理者が 1人だけではない場合は、
他の管理者が意図的に電話機をリセットしていないかどうかを確認する必要があります。

ソリューション

Cisco IP Phoneが Cisco Unified Communications Managerからリセットコマンドを受信したかどうか
は、電話機の [アプリケーション（Applications）]を押し、[管理者設定（Administrator Settings）]
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> [ステータス（Status）] > [ネットワーク統計（Network Statistics）]の順に選択することによって
確認できます。

• [リスタートの原因（Restart Cause）]フィールドに [Reset-Reset] が表示される場合、電話機
は Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページからリセット/リセットを受信していま
す。

• [リスタートの原因（Restart Cause）]フィールドに [Reset-Restart] が表示される場合、電話機
は Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページからリセット/リスタートを受信したた
めに切断されました。

DNS エラーまたは他の接続の問題による電話機のリセット

問題

電話機のリセットが続いており、DNSまたはその他の接続の問題が疑われます。

ソリューション

電話機が引き続きリセットされる場合は、DNSまたは接続の問題の特定,（302ページ）の手順に
従って、DNSまたはその他の接続エラーを排除します。

電話機に電源が入らない

問題

電話機に電源が入っているように見えません。

ソリューション

電話機が再起動するのは、ほとんどの場合、外部電源から電源が供給されていたが、その接続が

失われて PoEに切り替わったときです。同様に、PoEを使用して電力が供給されている電話機が
外部電源に接続された場合にも、電話機が再起動することがあります。

電話機が LAN に接続できない

問題

LANへの物理的な接続が切断されている可能性があります。

ソリューション

Cisco IPPhoneが接続されている先のイーサネット接続が動作していることを確認します。たとえ
ば、電話機が接続されている先の特定のポートまたはスイッチがダウンしていないか、またスイッ

チが再起動中でないかどうかを確認します。また、ケーブルの切断が存在しないことも確認して

ください。
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原因

不正な TFTPレコードが存在するか、電話機の信頼リストの対応する証明書によって設定ファイ
ルが署名されていない可能性があります。

ソリューション

TFTPレコード、および信頼リストの証明書を確認します。

ITL ファイルは認証されるが、他の設定ファイルが認証されない

問題

電話機が ITLファイル以外の設定ファイルを認証できません。

原因

設定ファイルは、電話機の信頼リストの対応する証明書によって署名されていない可能性があり

ます。

ソリューション

正しい証明書を使用してコンフィギュレーションファイルに再署名します。

TFTP 認証が失敗する

問題

電話機が TFTP認証の失敗を報告する。

原因

CTLファイルに電話機の TFTPアドレスがありません。

新しいTFTPレコードを含む新しいCTLファイルを作成した場合は、電話機上の既存のCTLファ
イルには新しい TFTPサーバ用のレコードが含まれない可能性があります。

ソリューション

電話機の CTLファイルの TFTPアドレス設定を確認します。

電話機が登録されない

問題

電話機が Cisco Unified Communications Managerに登録されない。
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原因

CTLファイルにCiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバ用の正しい情報が含まれていません。

ソリューション

CTLファイル内の Cisco Unified Communications Managerサーバの情報を変更します。

署名付き設定ファイルが要求されない

問題

電話機が、署名付き設定ファイルを要求しない。

原因

CTLファイルに証明書付きの TFTPエントリが含まれていません。

ソリューション

証明書付きの TFTPエントリを CTLファイルに設定します。

802.1X 認証の問題
801.1X認証の問題は、次の表で説明するカテゴリに分けることができます。

表 40：802.1X 認証の問題の特定

参照先次の条件がすべて該当する場合

802.1Xが電話機で有効だが、電話機が認証され
ない, （299ページ）

•電話機が DHCP割り当ての IPアドレスを
取得できない。

•電話機が Cisco Unified Communications
Managerに登録されない。

•電話機のステータスが、[IPを設定中
（Configuring IP）] または [登録
（Registering）] として表示される。

• 802.1X認証ステータスが [保留（Held）]
として表示される。

• [ステータス（Status）]メニューに 802.1x
のステータスが [失敗（Failed）] として表
示される。

   Cisco IP Phone 8841/8851/ 8861 アドミニストレーションガイド for Cisco Unified Communications Manager
10.5

298

Cisco IP Phone のセキュリティの問題



参照先次の条件がすべて該当する場合

802.1Xが有効になっていない問題, （300ペー
ジ）

•電話機が DHCP割り当ての IPアドレスを
取得できない。

•電話機が Cisco Unified Communications
Managerに登録されない。

•電話機のステータスが、[IPを設定中
（Configuring IP）] または [登録
（Registering）] として表示される。

• 802.1X認証ステータスが [無効
（Disabled）] として表示される。

• [ステータス（Status）]メニューに、DHCP
ステータスがタイムアウトしたことが表示

される。

電話機を工場出荷時の状態にリセットすると、

802.1X共有秘密が削除される, （300ページ）
•電話機が DHCP割り当ての IPアドレスを
取得できない。

•電話機が Cisco Unified Communications
Managerに登録されない。

•電話機のステータスが、[IPを設定中
（Configuring IP）] または [登録
（Registering）] として表示される。

• 802.1Xステータスを確認するための電話
機メニューにアクセスできない。

802.1X が電話機で有効だが、電話機が認証されない

問題

電話機を認証できません。

原因

このようなエラーは、802.1X認証が電話機で有効になっていても、電話機を認証できないことを
示します。
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ソリューション

この問題を解決するには、802.1Xおよび共有秘密設定を確認します。 802.1X認証の問題の識別,
（305ページ）を参照してください。

802.1X が有効になっていない問題

問題

電話機に 802.1Xが設定されていません。

原因

通常、このようなエラーは、802.1X認証が電話機で有効になっていないことを示します。

ソリューション

電話機で802.1Xが有効になっていない場合は、802.1X認証,（157ページ）を参照してください。

電話機を工場出荷時の状態にリセットすると、802.1X 共有秘密が削除される

問題

リセット後に、電話機が認証されません。

原因

これらのエラーは通常、802.1Xが有効である間に、電話機が工場出荷時の状態にリセットされた
ことを示します。工場出荷時の状態にリセットすると、802.1X認証とネットワークアクセスに
必要な共有秘密が削除されます。

ソリューション

この問題を解決するには、802.1X認証を使用していないネットワーク環境に電話機を一時的に移
動します。電話機が正常に起動した後、802.1X設定メニューにアクセスしてデバイス認証を有効
にし、共有秘密を再入力できます。詳細については、802.1X認証,（157ページ）を参照してくだ
さい。

コールに関する一般的な問題

次の各項は、コールに関する一般的な問題のトラブルシューティングに役立ちます。

コールを確立できない

問題

ユーザからコールを発信できないことについての苦情があります。
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原因

DHCP IPアドレスが割り当てられていない電話機は、Cisco Unified Communications Managerに登
録できません。 LCD 画面付きの電話機には、「IP を設定中（Configuring IP）」または「登録
（Registering）」というメッセージが表示されます。 LCD画面のない電話機では、ユーザがコー
ルを発信しようとすると、ハンドセットで（ダイヤルトーンの代わりに）リオーダー音が再生さ

れます。

ソリューション

1 次のことを確認してください。

a イーサネットケーブルが接続されている。

b CiscoCallManagerサービスがCiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバで作動している。
c 両方の電話機が同じ Cisco Unified Communications Managerに登録されている。

2 両方の電話機で、オーディオサーバデバッグとキャプチャログが有効になっています。必要

な場合は、Javaデバッグを有効にしてください。

電話機が DTMF ディジットを認識しないか、または数字が遅い

問題

ユーザから、キーパッドを使用しているときに数字が消えるか、または遅いという苦情がありま

す。

原因

キーを速く押しすぎると、数字が消えたり、遅くなったりすることがあります。

ソリューション

キーをあまり速く押さないでください。

トラブルシューティング手順

これらの手順を使用すると、問題を識別したり、解決したりすることができます。
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TFTP 設定の確認

手順

ステップ 1 [アプリケーション（Applications）]を押し、[管理者設定（Admin Settings）] > [ネットワークの
セットアップ（Network Setup）] > [IPv4設定（IPv4 Setup）] > [TFTPサーバ 1（TFTP Server 1）]
を選択して、電話機が使用する TFTPサーバの IPアドレスを判断できます。

ステップ 2 電話機にスタティック IPアドレスを割り当てている場合は、手動で [TFTPサーバ 1（TFTP Server
1）]オプションに設定値を入力する必要があります。

ステップ 3 DHCPを使用している場合は、電話機はTFTPサーバのアドレスをDHCPサーバから取得します。
オプション 150で、IPアドレスが設定されていることを確認します。

ステップ 4 また、電話機が代替 TFTPサーバを使用できるように設定することもできます。このような設定
は、電話機の場所を最近移動した場合などに特に役立ちます。

ステップ 5 ローカル DHCPが正しい TFTPアドレスを提供しない場合は、電話機で代替 TFTPサーバが使用
できるようにします。

これは多くの場合、VPNシナリオで必要です。

DNS または接続の問題の特定

手順

ステップ 1 [設定のリセット（Reset Settings）]メニューを使用して、電話機をデフォルト値にリセットしま
す。

ステップ 2 次の操作を実行して、DHCPおよび IPの設定を変更します。
a) DHCPを無効にします。
b) 電話機にスタティック IP値を割り当てます。機能している他の Cisco IP Phoneで使用してい
るものと同じデフォルトルータの設定を使用します。
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802.1X 認証の問題の識別

手順

ステップ 1 必要なコンポーネントが正しく設定されていることを確認します。

ステップ 2 電話機で共有秘密が設定されていることを確認します。

•共有秘密が設定されている場合は、認証サーバにそれと同じ共有秘密があることを確認しま
す。

•電話機に共有秘密が設定されていない場合は、共有秘密を入力し、認証サーバの共有秘密と
一致することを確認します。

関連トピック

802.1X認証, （157ページ）

DNS 設定の確認
DNS設定を確認するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [アプリケーション（Applications）]を押します。

ステップ 2 [管理者設定（Administrator Settings）] > [ネットワークのセットアップ（Network Setup）] > [IPv4
のセットアップ（IPv4 Setup）] > [DNSサーバ 1（DNS Server 1）]を選択します。

ステップ 3 また、DNSサーバに、TFTPサーバと Cisco Unified Communications Managerシステムの CNAME
エントリが作成されていることを確認する必要もあります。

また、DNSが逆ルックアップを実行するように設定されていることも確認する必要があります。

サービスの開始

サービスを開始または停止するには、事前にサービスをアクティブにする必要があります。（注）

サービスを開始するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで、[ナビゲーション（Navigation）]ドロップ
ダウンリストから [Cisco Unifiedサービスアビリティ（Cisco Unified Serviceability）]を選択し、
[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [コントロールセンター -機能サービス（Control Center - Feature Services）]の
順に選択します。

ステップ 3 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、プライマリの Cisco Unified Communications Manager
サーバを選択します。

ウィンドウに、選択したサーバのサービス名、サービスのステータス、およびサービスを停止ま

たは開始するためのサービスコントロールパネルが表示されます。

ステップ 4 サービスが停止している場合は、対応するオプションボタンをクリックし、[開始（Start）]ボタ
ンをクリックします。

[サービス状況（Service Status）]記号が四角形から矢印に変わります。

その他のトラブルシューティング情報

電話機のトラブルシューティングに関する詳細については、次の Cisco Webサイトにアクセスし
て、目的の電話機モデルに移動してください。

http://www.cisco.com/cisco/web/psa/troubleshoot.html
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第 15 章

メンテナンス

• 基本的なリセット, 307 ページ

• ネットワーク設定のリセット, 309 ページ

• ユーザとネットワークの設定のリセット, 309 ページ

• CTLファイルの削除, 310 ページ

• Quality Report Tool, 310 ページ

• 音声品質のモニタリング, 311 ページ

• Cisco IP Phoneのクリーニング, 312 ページ

基本的なリセット

Cisco IP Phoneの基本的なリセットを実行すると、電話機にエラーが発生している状態から復旧し
たり、各種の設定およびセキュリティ設定をリセットまたは復元したりすることができます。

次の表で、基本的なリセットの実行方法を説明します。電話機が起動した後は、これらのいずれ

かの操作で電話機をリセットできます。状況に応じて適切な操作を選択します。

表 41：基本的なリセットの方法

説明操作操作

ユーザセットアップおよびネットワーク

セットアップに変更を加えていても、電話

機がフラッシュメモリに書き込んでいない

場合は、以前に保存された設定にリセット

され、その後、電話機が再起動されます。

[サービス（Services）]、[アプリ
ケーション（Applications）]、ま
たは [ディレクトリ
（Directories）]を押し、次に
**#**を押します。

電話機の再起動
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説明操作操作

ユーザセットアップおよびネットワーク

セットアップの設定値をデフォルト値にリ

セットし、電話機を再起動します。

設定をリセットするには、アプリ

ケーションを押し、[管理者設定
（Administrator Settings）] > [設定
のリセット（Reset Settings）] >
[ネットワーク（Network）]を選
択します。

設定のリセット

CTLファイルがリセットされます。CTLファイルをリセットするに
は、[アプリケーション
（Applications）]を押し、[管理者
設定（Admin Settings）] > [設定の
リセット（Reset Settings）] > [セ
キュリティ（Security）]を選択し
ます。

電話機のキーパッドからの工場出荷時状態へのリセット

電話機のキーパッドを使用して電話機を工場出荷時のデフォルト設定にリセットするには、次の

手順を使用します。

手順

ステップ 1 電話機のプラグを抜きます。

• PoEを使用している場合、LANケーブルを抜きます。

•電源キューブを使用している場合、電源キューブを外します。

ステップ 2 5秒間待ちます。

ステップ 3 #を押したままにして電話機のプラグを再接続します。

ステップ 4 ミュートボタンのライトとハンドセットのライトストリップが消灯し、その他のすべてのライト

（回線ボタン、ヘッドセットボタン、スピーカーフォンボタン、選択ボタン）が緑色に点灯して

いるときに、123456789*0#の順にボタンを押します。
1を押すと、回線ボタンのライトが赤く点灯します。ボタンを押すと、選択ボタンのライトが点
滅します。

ボタンを押す順番を間違えると、回線ボタン、ヘッドセットボタン、スピーカーフォンボタン、

選択ボタンは緑色に点灯します。もう一度最初から、123456789*0#の順にボタンを押します。

これらのボタンを押すと、電話機を工場出荷時の状態にリセットするプロセスが実行されます。

工場出荷時の状態にリセットするプロセスが完了して、メイン画面が表示されるまで、電

話機の電源を切らないでください。

注意
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電話機のメニューからの工場出荷時状態へのリセット

電話機を工場出荷時の状態にリセットするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [アプリケーション（Applications）]を押します。

ステップ 2 リセットの設定はすべて、[管理者設定（AdministratorSettings）]> [設定のリセット（ResetSettings）]
> [すべて（All）]を選択します。
必要に応じて、電話機のオプションのロックを解除します。

関連トピック

電話機パスワードの適用, （47ページ）

ネットワーク設定のリセット

ネットワーク設定をデフォルト値にリセットし、電話機をリセットします。この方法を実行する

と、DHCPが電話機の IPアドレスを再設定します。

手順

ステップ 1 [管理者設定（Admin Settings）]メニューから、必要に応じて、電話機のオプションのロックを解
除します。

ステップ 2 [設定のリセット（Reset Settings）] > [ネットワークのセットアップ（Network Setup）]を選択しま
す。

関連トピック

電話機パスワードの適用, （47ページ）

ユーザとネットワークの設定のリセット

ユーザ設定およびネットワーク設定に変更を加えていても、電話機がフラッシュメモリに書き込

んでいない場合は、以前に保存された設定にリセットされます。
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手順

ステップ 1 [管理者設定（Admin Settings）]メニューから、必要に応じて、電話機のオプションのロックを解
除します。

ステップ 2 [設定のリセット（Reset Settings）] > [デバイスのリセット（Reset Device）]を選択します。

関連トピック

電話機パスワードの適用, （47ページ）

CTL ファイルの削除
電話機から CTLファイルのみを削除します。

手順

ステップ 1 [管理者設定（Admin Settings）]メニューから、必要に応じて、電話機のオプションのロックを解
除します。

ステップ 2 [設定のリセット（Reset Settings）] > [セキュリティ設定（Security Settings）]を選択します。

関連トピック

電話機パスワードの適用, （47ページ）

Quality Report Tool
品質レポートツール（QRT）は、Cisco IPPhoneの音声品質と一般的な問題をレポートするツール
です。 QRT機能は、Cisco Unified Communications Managerのインストレーションの一環としてイ
ンストールされます。

QRTを使用してユーザの Cisco IP Phoneを設定できます。この設定により、ユーザは [品質のレ
ポート（ReportQuality）]を押すことによって、電話機のコールの問題を報告できるようになりま
す。このソフトキーまたはボタンは、Cisco IP Phoneが [接続時（Connected）]、[接続時（会議打
診）（ConnectedConference）]、[接続時（転送打診）（Connected Transfer）]、または [オンフック
（On Hook）]の状態のときにだけ使用できます。

ユーザが [品質のレポート（ReportQuality）]を押すと、問題のカテゴリのリストが表示されます。
ユーザが該当する問題カテゴリを選択すると、このフィードバックが XMLファイルに記録され
ます。実際に記録される情報は、ユーザがどのカテゴリを選択したか、また送信先のデバイスが

Cisco IP Phoneかどうかによって異なります。
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条件メトリックの変化

•音声チャネルのノイズや歪み（エコーレベルやオーディ
オレベルなど）。

•複数のエンコード/デコードが使用されているタンデム
コール（セルラーネットワークや電話カードネットワー

クへのコールなど）。

•スピーカーフォン、ハンドフリー携帯電話、またはワイ
ヤレスヘッドセットなどから発生する音響問題。

送信パケット（TxCnt）と受信パケット（RxCnt）のカウンタを
チェックし、音声パケットが流れていることを確認します。

フレーム損失率はほとんどゼロ

であるが、音声品質が悪い。

パケット損失または高いジッターレベルによるネットワーク

障害。

•平均MOSLQKの減少は、広範囲の画一的な障害を示して
いる可能性があります。

•個別のMOSLQKの減少は、集中的な障害を示している可
能性があります。

フレーム損失率とフレーム損失発生秒数を照合して、パケット

損失やジッターがないか確認してください。

MOS LQKスコアが著しく減少

•電話機が適切なコーデック（RxTypeおよびTxType）を使
用しているかどうかを確認してください。

• MOSLQKのバージョンがファームウェアアップグレード
以降に変更されたかどうかを確認してください。

MOS LQKスコアが著しく増加

音声品質メトリックでは、ノイズや歪みは考慮されません。フレーム損失だけが考慮されま

す。

（注）

Cisco IP Phone のクリーニング
Cisco IP Phoneをクリーニングするには、必ず乾いた柔らかい布で軽く電話機とスクリーンを拭い
てください。液体や粉末を直接電話機に付けないでください。すべての非耐候性の電子機器と同

様に、液体や粉末はコンポーネントを損傷し、障害を引き起こすことがあります。
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電話機がスリープモードになっているときは、スクリーンは空白で、選択ボタンは点灯しませ

ん。電話機がこの状態のときはスクリーンをクリーニングできますが、クリーニングを終了する

まで電話機のスリープ状態が続くことがわかっている場合に限ります。
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http://software.cisco.com/download/navigator.html?mdfid=286037605&flowid=46245
http://software.cisco.com/download/navigator.html?mdfid=286037605&flowid=46245


は、必要に応じて、「+」記号を通話場所の国際エスケープコードに手動で置き換えて番号を編
集した後にダイヤルします。また、コールログやディレクトリエントリには受信コールの完全

な国際電話番号が表示され、電話機のディスプレイには国際コード（国番号）が省略された国内

用の短い番号が表示される場合もあります。
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